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は
 
じ
 
め
 
に
 
 

本
稿
は
、
山
形
城
下
町
商
人
長
谷
川
吉
郎
治
家
の
紅
花
取
引
の
実
態
に
つ
い
て
あ
 
 

き
ら
か
に
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
 
 

ま
る
ち
ょ
う
 

（
次
）
 
 
 

山
形
城
下
十
日
町
の
㊧
長
谷
川
吾
郎
治
家
は
、
山
形
水
野
藩
の
士
格
御
用
達
に
 
 

任
ぜ
ら
れ
、
幕
末
期
の
山
形
城
下
町
に
お
い
て
随
一
の
経
営
規
模
を
誇
る
巨
大
商
人
 
 

と
し
て
活
躍
し
た
商
家
で
あ
る
。
近
世
後
期
～
明
治
期
に
お
け
る
長
谷
川
家
の
活
動
 
 

が
山
形
藩
政
・
山
形
県
政
を
は
じ
め
奥
羽
・
東
北
地
方
 
（
と
く
に
東
北
中
央
・
南
部
）
 
 

の
政
治
・
経
済
・
社
会
の
諸
動
向
に
与
え
た
影
響
は
大
き
く
、
そ
の
経
営
や
活
動
の
 
 

解
明
は
ひ
ろ
く
東
北
近
世
史
・
近
代
史
研
究
の
進
展
の
た
め
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
 
 

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
 
 
 

従
来
、
⑳
長
谷
川
家
の
経
営
に
関
し
て
は
、
今
田
信
一
氏
が
名
著
『
最
上
紅
花
史
 
 

の
研
究
』
に
お
い
て
、
同
家
の
有
力
な
出
荷
先
で
あ
っ
た
京
都
紅
花
問
屋
最
上
屋
喜
 
 

八
家
の
帳
簿
に
出
て
く
る
同
家
の
取
引
記
録
を
用
い
て
そ
の
紅
花
取
引
の
規
模
や
集
 
 

荷
に
関
す
る
分
析
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
が
唯
一
の
実
証
的
成
果
で
あ
る
。
同
家
の
 
 

紅
花
集
荷
が
仙
南
地
方
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
先
駆
的
研
究
 
 

（
1
）
 
 

で
あ
る
。
し
か
し
後
述
す
る
よ
う
に
、
同
家
は
最
上
屋
の
ほ
か
、
さ
ら
に
広
汎
な
京
都
・
 
 

大
坂
の
紅
花
問
屋
と
取
り
引
き
し
て
お
り
、
先
行
研
究
の
予
想
を
は
る
か
に
こ
え
た
 
 

内
容
と
規
模
で
紅
花
流
通
に
関
与
し
て
い
た
。
ま
た
、
㊧
長
谷
川
家
は
紅
花
の
は
か
、
 
 

山
形
城
下
町
商
人
長
谷
川
吉
郎
治
家
に
お
け
る
紅
花
取
引
の
実
態
 
 

－
嘉
永
～
安
政
期
を
中
心
に
－
 
 
 

育
苧
・
生
糸
な
ど
を
奥
羽
で
買
い
付
け
上
方
に
送
り
販
売
し
、
上
方
よ
り
呉
服
太
物
・
 
 

古
手
や
繰
綿
・
蝋
・
砂
糖
・
荒
物
・
小
間
物
な
ど
を
仕
入
れ
奥
羽
に
売
り
捌
く
巨
大
 
 

な
 
「
の
こ
ぎ
り
商
い
」
 
を
実
施
す
る
一
方
、
金
融
・
地
主
・
鉱
山
な
ど
の
経
営
も
手
 
 

広
く
実
施
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
新
史
料
の
発
掘
を
進
め
、
同
家
の
多
角
経
営
 
 

の
構
造
や
地
域
の
政
治
・
経
済
・
社
会
に
対
す
る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
実
態
に
関
す
る
総
 
 

合
的
研
究
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
本
稿
は
こ
の
課
題
の
一
環
に
位
置
 
 

づ
く
も
の
で
あ
り
、
ま
ず
そ
の
紅
花
取
引
の
実
態
解
明
に
焦
点
を
絞
り
実
証
研
究
を
 
 

（
2
）
 
お
こ
な
う
も
の
で
あ
る
。
 
 

か
ね
し
ょ
う
 
（
庄
）
（
3
）
 
 
 

本
稿
で
は
、
宮
城
県
柴
田
郡
村
田
町
詔
大
沼
正
治
郎
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
長
 
 

谷
川
吉
郎
治
家
作
成
の
紅
花
取
引
帳
簿
な
ど
を
用
い
て
、
嘉
永
～
安
政
初
年
に
お
け
 
 

る
紅
花
取
引
の
規
模
と
内
容
を
あ
き
ら
か
に
す
る
。
と
く
に
、
⑳
長
谷
川
家
が
紅
花
 
 

取
引
を
お
こ
な
う
際
に
基
盤
と
し
た
産
地
の
地
域
範
囲
と
集
荷
・
出
荷
を
担
当
し
た
 
 

商
人
や
組
合
形
態
の
検
証
、
取
り
扱
っ
た
紅
花
荷
の
数
量
と
原
価
・
代
金
・
純
益
の
 
 

実
態
、
な
ど
の
考
察
を
お
こ
な
い
、
従
来
不
明
確
で
あ
っ
た
同
家
の
紅
花
取
引
の
全
 
 

体
像
に
関
す
る
基
礎
的
な
事
実
確
定
の
作
業
を
お
こ
な
い
た
い
。
 
 
 

従
来
、
山
形
城
下
町
商
業
の
奥
羽
に
ま
た
が
る
広
域
的
な
取
引
に
つ
い
て
は
言
及
 
 

が
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
具
体
的
な
実
証
研
究
は
進
ん
で
い
な
い
。
山
形
城
下
 
 

町
商
人
に
関
す
る
論
述
も
多
く
あ
る
が
、
個
別
商
人
経
営
の
研
究
は
少
な
い
の
が
現
 
 

（
4
）
 
 

状
で
あ
る
。
山
形
城
下
町
に
は
様
々
な
経
営
規
模
の
商
人
が
お
り
、
階
層
性
が
認
め
 
 

岩
 
田
 
浩
太
郎
 
 
 

（
文
化
シ
ス
テ
ム
専
攻
歴
史
文
化
領
域
担
当
）
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ら
れ
る
。
本
稿
は
山
形
城
下
町
商
人
の
な
か
で
も
随
一
の
巨
大
商
人
に
関
す
る
研
究
 
 

で
あ
り
、
あ
る
意
味
で
は
特
異
な
位
置
に
あ
る
商
人
研
究
と
な
る
が
、
幕
末
期
の
山
 
 

形
城
下
町
商
人
の
経
営
実
態
と
活
動
条
件
を
そ
の
頂
点
的
な
レ
ベ
ル
に
お
い
て
典
型
 
 

的
に
あ
き
ら
か
に
す
る
事
例
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
本
稿
で
取
 
 

り
上
げ
る
紅
花
取
引
史
料
は
、
あ
る
個
別
の
商
人
が
一
年
間
に
出
荷
し
た
紅
花
荷
の
 
 

ほ
ぼ
全
量
を
把
握
し
、
そ
の
産
地
や
原
価
・
販
売
価
格
・
利
益
の
実
態
を
子
細
に
あ
 
 

き
ら
か
に
し
う
る
デ
ー
タ
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
今
後
の
山
形
城
下
町
商
人
研
究
や
 
 

全
国
の
紅
花
流
通
史
研
究
に
と
っ
て
も
一
つ
の
比
較
の
基
準
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
 
 

そ
の
た
め
煩
填
で
は
あ
る
が
網
羅
的
な
表
を
作
成
し
、
ひ
ろ
く
研
究
者
の
共
通
デ
ー
 
 

タ
と
し
て
供
す
る
こ
と
と
し
た
。
 
 

一
分
析
史
料
の
性
格
 
 

本
稿
の
分
析
に
主
に
用
い
る
史
料
は
、
司
大
沼
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
⑳
長
谷
川
 
 

家
作
成
の
文
書
群
で
あ
る
。
表
題
は
、
Ⅰ
嘉
永
二
年
「
酉
為
登
紅
花
元
揚
調
帳
」
 
（
裏
 
 

表
紙
 
「
長
谷
川
吾
郎
治
」
）
、
Ⅱ
嘉
永
三
庚
成
年
九
月
吉
日
 
「
為
登
紅
苧
糸
元
揚
り
取
 
 

調
帳
」
 
（
裏
表
紙
「
㊨
長
谷
川
喜
郎
治
」
）
、
Ⅲ
嘉
永
五
年
九
月
吉
日
「
子
夏
為
登
紅
花
 
 

青
苧
絹
糸
調
」
 
（
裏
表
紙
「
長
谷
川
吾
郎
治
」
）
、
Ⅳ
安
政
二
卯
年
二
月
吉
日
調
「
寅
夏
 
 

占
卯
暮
迄
為
登
紅
花
青
苧
絹
糸
元
揚
り
調
」
 
（
裏
表
紙
「
長
谷
川
喜
郎
治
上
京
件
吉
 
 

六
」
）
、
な
ど
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
は
 
（
紅
花
等
元
揚
調
帳
）
 
と
で
も
総
称
で
き
る
文
書
群
で
あ
る
。
す
な
わ
 
 

ち
、
上
方
へ
登
ら
せ
た
紅
花
荷
や
青
苧
荷
・
生
糸
荷
の
元
揚
り
 
（
買
揚
り
。
商
品
の
 
 

元
値
（
原
価
）
が
い
く
ら
で
あ
が
っ
た
の
か
）
を
各
荷
毎
に
調
べ
書
き
上
げ
た
帳
面
 
 

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
帳
面
で
は
、
元
値
（
原
価
）
 
は
単
位
あ
た
り
 
（
紅
花
で
あ
れ
ば
 
 

一
駄
＝
六
四
袋
あ
た
り
）
で
換
算
表
示
さ
れ
て
い
る
。
（
紅
花
等
元
揚
調
帳
）
に
記
載
 
 

さ
れ
て
い
る
単
位
あ
た
り
元
値
（
原
価
）
と
は
、
Ⅰ
～
Ⅲ
の
帳
面
の
場
合
は
京
着
値
 
 

で
あ
る
（
一
部
の
荷
に
つ
い
て
は
素
上
り
値
）
。
京
着
値
と
は
、
紅
花
荷
の
場
合
、
産
 
 

地
よ
り
買
い
入
れ
運
送
し
京
都
紅
花
問
屋
に
到
着
す
る
迄
に
要
し
た
総
原
価
を
一
駄
 
 

（
5
）
 
 

あ
た
り
に
換
算
し
表
示
し
た
数
値
を
さ
す
。
 
 
 

Ⅳ
の
帳
面
の
場
合
は
、
各
荷
の
単
位
あ
た
り
元
値
の
表
示
に
つ
き
異
な
る
方
法
を
 
 

用
い
て
い
る
。
京
着
値
の
記
載
は
一
部
の
紅
花
荷
に
と
ど
ま
り
、
む
し
ろ
多
く
の
紅
 
 

花
荷
に
つ
い
て
は
素
上
り
 
（
素
揚
り
）
 
値
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
京
着
値
と
素
上
り
 
 

値
の
違
い
は
、
後
者
が
産
地
で
の
累
代
金
 
（
仕
入
原
価
）
 
を
一
駄
あ
た
り
に
換
算
し
 
 

て
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
前
者
は
産
地
で
の
買
代
金
の
ほ
か
、
仲
買
 
 

人
へ
支
払
っ
た
口
銭
や
荷
造
り
費
用
・
領
主
に
納
め
た
出
荷
役
金
・
流
通
過
程
に
お
 
 

け
る
運
賃
な
ど
を
合
算
し
、
そ
れ
を
単
位
あ
た
り
に
換
算
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
こ
 
 

と
に
求
め
ら
れ
る
。
Ⅳ
の
帳
面
で
は
、
素
上
り
 
（
単
位
あ
た
り
買
代
金
）
 
に
含
ま
れ
 
 

て
い
な
い
諸
経
費
に
つ
い
て
は
個
別
の
紅
花
荷
の
記
載
の
後
の
末
尾
に
一
括
し
て
計
 
 

上
し
、
、
買
代
金
の
合
計
と
合
算
し
て
原
価
合
計
を
算
出
す
る
と
い
う
方
式
が
と
ら
れ
 
 

て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
 
 
 

Ⅰ
と
Ⅳ
の
帳
面
に
つ
き
記
載
様
式
を
例
示
し
、
具
体
的
に
検
討
し
た
い
。
 
 

［
史
料
〓
 
Ⅰ
嘉
永
二
年
「
酉
為
登
紅
花
元
揚
調
帳
」
 
の
冒
頭
部
分
（
後
掲
表
1
番
号
 
 

1
～
4
9
の
部
分
）
 
 

最
上
紅
花
 
 

内
造
り
分
 
 

京
着
 
 

金
五
拾
九
両
永
拾
匁
壱
分
か
へ
 
 

直
打
 
（
朱
書
）
 
 

金
六
七
両
か
へ
 
（
朱
書
）
 
 

⑳
 
 

（
以
下
、
紅
花
四
八
荷
 
（
後
掲
表
1
番
号
2
～
4
9
）
 
略
）
 
 

袋
数
 
 

〆
 
四
千
八
百
八
袋
 
 
 

本
 
 

緋
 
 
百
三
拾
壱
袋
 
 

拾
九
入
四
丸
 
 

拾
八
入
三
丸
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表1嘉永2年（1849）長谷川吉郎治家の紅花荷一覧  【表1－1】  
一駄あたり  
仕切値段  一駄あたり 手取現金  

荷印・銘柄  備  考  

袋  両  両
 
9
3
9
4
4
1
0
9
一
9
5
5
7
7
7
2
6
一
4
7
0
4
0
8
9
3
1
7
3
4
一
4
2
9
4
4
4
8
4
鋸
9
4
6
3
4
3
8
0
8
6
8
0
5
7
1
0
3
7
6
4
5
5
0
5
一
9
0
7
8
一
3
4
5
2
7
6
5
1
5
4
一
4
7
5
4
4
2
3
1
9
3
9
4
0
1
 
 

7
3
0
4
 
 
8
7
8
1
 
 
L
7
8
0
7
6
 
 
8
L
4
9
L
 
L
5
6
0
6
9
L
8
5
5
0
L
 
 
6
6
 
 
3
0
5
1
4
 
 
3
0
4
9
4
3
8
 
 
 
 
 
2
 
8
 
7
 
7
 
 
 
6
 
7
 
 
 
6
 
 
 
5
 
6
 
7
 
6
 
9
 
7
 
 
 
5
 
7
 
1
 
5
 
6
 
7
 
7
 
0
0
 
7
 
8
 
0
 
7
 
7
 
7
 
7
 
9
 
9
 
 
 
1
 
2
 
 
 
4
 
2
 
2
 
1
▲
 
7
 
 
 
7
 
1
 
1
 
6
 
8
 
9
 
0
 
 

1
1
 
 
 

1
1
 
 

袋
 
 

両
 
9
7
3
2
8
6
6
0
5
5
0
3
6
9
1
9
8
1
3
0
3
3
7
0
1
3
7
0
1
0
6
9
1
4
9
4
相
3
6
8
2
5
7
0
4
6
1
9
0
鑓
9
2
0
5
3
8
7
1
9
5
3
8
7
4
2
8
2
8
0
4
机
6
9
2
5
0
2
5
7
6
0
5
9
6
1
7
0
9
0
0
4
6
1
9
7
4
2
8
2
 
 
 
 
 
0
 
6
 
0
0
 
8
 
｛
U
 
3
 
3
 
0
D
 
7
 
4
 
9
 
1
 
2
 
3
 
0
 
9
 
4
－
2
 
6
 
4
 
3
 
4
 
3
 
2
 
2
 
■
b
 
（
b
 
只
）
 
7
 
3
 
1
 
9
 
1
 
0
0
 
9
 
9
 
2
 
4
 
1
 
5
 
3
 
り
む
 
0
 
5
 
8
 
0
 
1
 
4
 
8
 
0
 
7
 
 

2
 
7
 
5
 
6
 
2
 
6
 
7
 
 
 
4
 
5
 
3
 
6
 
7
 
5
 
9
 
6
 
5
 
5
 
6
 
0
 
5
 
5
 
6
 
7
 
7
 
6
 
7
 
9
 
6
 
7
 
7
 
6
 
8
 
8
 
5
 
5
 
2
 
7
 
4
 
1
 
2
 
0
 
氏
U
 
3
 
6
 
0
 
0
 
仁
U
 
7
 
9
 
9
 
 

1
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
1
 
 

両
 
9
6
6
2
5
5
4
9
一
9
2
8
8
5
8
4
5
一
1
4
3
4
9
5
2
3
0
7
6
5
一
4
8
1
6
0
8
0
2
2
3
9
0
0
2
8
2
9
8
9
4
7
5
1
9
3
9
4
2
2
6
8
1
7
7
一
一
鍼
一
〇
9
5
0
1
9
9
1
9
5
一
7
7
6
4
3
8
7
0
9
6
5
2
1
9
 
 
 
 
6
 
7
 
L
 
5
 
 
5
3
0
3
 
 
2
 
5
 
5
 
7
7
6
 
 
5
 
5
0
 
6
 
7
 
8
3
3
 
4
 
7
 
1
．
4
 
4
3
6
 
8
 
2
 
 
 
 
3
 
 
2
 
5
2
 
8
3
 
 
4
 
9
 
3
4
 
5
3
0
 
 

1
 
 

1
 
 

① 内造り分  
㊨本緋  131 59．10  
⑨谷風  101 48．364  
⑤佐印  173  58．77  
⑨司印  83  52．90  
⑳沖姫  153  50．425  
⑳厚姫  80  50．425  
⑳紅飛  90  52．40  
⑤糸工飛  10  52．40  
⑳元勇  169  55．976  
⑳櫨緋  73  47．605  
⑳佐印  148  60．25  
⑳寒紅  72  54．84  
⑳緋紅  89  51．868  
⑨緋柳  74  47．73  
⑥雨揃  107  53．89  
⑳大頭  80  55．75  
⑳寺新  70  49．50  
㊨朝日  73  46．41  
⑳前頭  82  52．12  
⑳宝雨  143  46．705  
⑨大山  72  47．84  
⑨大山  73  47．84  
⑳大紅  82  49．203  
⑳金確々  91 51．066  
⑨村雨  108  43，20  
㊨沖雨  92  45．787  
⑳吉光  99  51．365  
⑳新光  123  51．016  
⑳金冠  75  57．50  
⑤生月  86  54．856  
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⑳飛稀  78  56．93  
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⑨紅馬  31 31．00  
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⑳灰光  180  57．10  
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⑤灰福  126  51．32  
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⑳清光  

⑨寺正   
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右之袋数内通り出荷分  

② 天神湯沢川嶋屋権吉殿造り出荷分最上紅花  
⑳吉飛  66  5臥11   68．50  
⑳吉仁  79  59．13  68．00  
⑳吉司  102  58．616   67．00  

⑳吉斎  67  57．75   68．00  

⑳谷稀  76  54．34   65．00  

⑳大稀  76  57．077   68．50  

⑬名山  76  49．08  57．00   
袋数 〆  540  
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③ 大町村六右衛門殿出荷分  
⑤荒馬  82  50．077   62．00  

⑳大緋  126  52．184   63．00   

袋数 〆  208  
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【表1－2】  
一駄あたり  
仕切値段  

一駄あたり  
手取現金  荷印・銘柄  

両  両  所  両  両  両   

61．00   59．00   5臥12   58．31  65．39  7．08  
61．00   55．00   54．18   58．84   63．49  4．65  

袋  両  

④ 天童高木屋七兵衛殿出荷分  
‾‾  

‾＝∴二…   

⑨
6
1
6
2
6
3
6
4
 
 
⑥
6
5
6
6
 
 
⑦
6
7
㈹
6
9
7
0
 
 

楯岡青沼惣次殿買口出荷分  
73  49．463   57．00   54．00   53．19   56．42   60．67  4．25  

71  53．32  61．00   57．00   56．15   59．15   62．29  3．14  

67  52．96   63．00   58．00   57．13   55．44   59．81  4．37  

95  51．75  63．00   59．00   58．12   76．82   86．27  9．45  

⑳源氏山  

⑳猪王山  

⑳荒飛  

⑳大関  
袋数 〆  306  

内造り出荷宝沢紅花  
㊦宝稀  
㊦宝松   
袋数 〆  

右之内18入 4丸難事   

山形→大石田→京都  

145二川し4β．Jβ2   59．00   53．00   52．21  

82 〝 43．Jβ2   56．00   52．00   51．22  
J5且β9  一

 
一
 
 

涌継柁込．㌻1158．99  227  

酒田鐙屋惣右衛門殿造り分庄内紅花  

㊨小町  
⑳森雨  
⑳宮雨  

㊨山錦   
袋数 〆  
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⑳鬼胆  

⑳玉紅  

⑳山姥  

㊨露玉  

⑳本金時  

⑳金司  

⑳鬼の子  

⑳蓮田  

⑳時頭  

⑳出勢  

⑳時光  

⑳正金  

㊨金適  

⑳正鬼腕  

⑳末広  

⑳鬼腕  

⑳天下一  

⑳金冠  

⑳本末広  

⑳本緋  

㊨ニノ腕  

⑳鬼娘  

㊨日ノ出  
⑤正宗  

⑳国一  

㊨木蓮田  

㊨本鬼腕  

⑳鬼頭  

㊨正蓮田  

⑳大頭  

⑳宮田川   

〆袋数   

75   72．00   

76   70．00  

121  68．00   

78  68．00   

70  69．00   

86  73．00   

69  70．00   

72  69．50   

72   73．50   

70  72．50  

154  70．00   

75   69．00   

74  72．50   

75  72．50  

172  74．25  

105 おし込74．25  

202 〃 74．00  

145 〝 74．00  

162 【74．00  

166  74．00   

74   70．00   

88   71．00   

72   69．00   

72  70．00   

73   72．00   

73  70．00   

66  73．00  

160  75．00   

78  70．75   

74  72．00   

68  70．00   

69  70．00  

3086  是まで与野町造り荷  
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⑳孝緋  78  73．00  
⑬忠孝  92  69．00   
〆袋数  170  

⑬ 水戸買口分  
104．10  5．95  

81．88  4．68  

74．86  4．28  

⑳国司  

⑳国撰  

⑳国稀   
〆袋数  

89おし込70．579  

70 ′′ 70．579  

64 〟 70．579  

223  

三口合  3479  
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【表1－3】  

一駄あたり  
仕切値段  

一駄あたり  
手取現金  

荷印・銘柄  

袋  両  両  両  両  両  両  両
 
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
 
 

⑪ 奥仙紅花口⑳㊨組合分仙台得可寺尾徳蔵殿買口  
⑳奥北  88  
⑳奥北  105  
⑳仙撰  66  
⑳仙撰  21  
⑳大原  126  
⑳宝峯  84  
⑳羽衣  84  
⑳羽衣  20  
㊨仙東  100  
⑳東錦  81  
⑳東錦  63  
⑳村雨  23  
⑳天晴  40  
⑳村雨・天晴  21   
〆袋数  922  
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81．26  

96．96  

19．39  

112．47  

73．70  

17．55  

89．27  

（伊勢屋源助行）  
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⑫ 南部紅花罠ロ⑳◎組合分黒沢尻湊屋専次郎願出し  
⑳金時・丸金  121  
⑳金札  234  
⑳金札  234  
⑳福紅  155  
⑳福紅  155  
⑳男山  92   
〆袋数  991  

古長（古手屋長右衛門）殿行  

古長殿行  
首長殿行  
古長殿行  
古長殿行 難事之分  
古長殿行  

0
4
0
〇
一
1
〇
一
1
9
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6
6
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一
一
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6
 
 
 
 
5
 
 

6
 
 

119．19  

226．69  

143．13  22．04  

76．46  

120  

1：1  

122  

123  

124  

125  

50．00  

一
一
 
 

一
〇
9
一
 
 

2
1
 
 

1
 
 

⑬ 南部紅花⑳分長兵衛殿買入之内  
首長殿行  
古長殿行 難事之分  
古長殿行   

古長殿行  
古長殿行  

⑳金冠  133  
⑳村雨  176  
⑳丸金  149   
〆袋数  458  

（UO  

2
 
6
 
1
 
 

8
 
2
 
0
 
 

2
 
1
 
3
 
 

2
 
8
 
3
 
 

1
 
袋
 
l
 
 

一
5
〇
一
 
 

7
 
 
3
 
 

0
 
0
 
3
 
 

1
 
1
 
1
 
 

9
 
9
 
7
 
 

■
、
∪
 
こ
J
 
こ
J
 
 

O
 
O
 
O
 
 

O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
8
 
 

丘
U
 
6
 
5
 
 

袋
 
 

一
一
一
 
 

126  

127  

128  

129  

130  

50．00  

⑨舛沢  85  
⑳小柳  102   
〆袋数  187  

7
 
7
 
 

0
 
0
 
 

6
 
6
 
 

0
 
0
 
 
（
 
∩
 
 

2
 
2
 
 

6
 
6
 
 

一
一
 
 

1
 
3
 
 

1
 
3
 
 

L
 
【
一
 
 

8
 
9
 
 

一
一
 
 

⑩ 奥仙分⑳長兵衛殿罠口  
古長殿行  

者長殿行  

古長殿行  

合  

⑳  

同（西村屋滴九郎）  

⑳仙旭  118  
⑳仙飛  92  
⑤仙撰一  190  
⑤仙壷  88  
⑳仙壷  88  
⑤仙壷  88   
〆袋数  664  

108．97  

76．46  

157．91  

81．26  

81．26  

82．62  

0
 
9
 
9
 
0
 
0
 
9
 
 

1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
0
 
 

9
 
3
 
3
 
9
 
9
 
0
 
 

5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
6
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
4
 
4
 
0
0
 
L
 
 

6
 
5
 
5
 
6
 
6
 
6
 
 

一
一
一
一
一
一
 
 

131 132 133 134  

一
 
l
 
l
 
一
－
 
1
 
 

⑯ 江俣村鈴木屋長四郎殿組合分  
可紅旭  

可紅玉  

百石山  

国比良  
〆  

7
 
0
 
0
 
6
 
 

0
 
1
 
1
 
1
 
 

1
 
9
 
9
 
5
 
 

6
 
5
 
5
 
5
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
 

2
 
0
 
0
 
6
 
 

6
 
仁
U
 
6
 
5
 
 

0
 
（
U
 
O
 
O
 
 

O
 
O
 
O
 
O
 
6
 
6
 
5
 
7
 
 

6
 
亡
U
 
6
 
5
 
 

一
一
一
一
 
 

9
 
8
 
8
 
3
 
 

7
 
1
 
1
 
0
 
 

7
 
0
 
0
 
1
 
 

8
 
7
 
7
 
3
 
 

一
一
一
一
 
 

92  

76  

丁6  

36  

280  

135  

136  

137  

138  

⑯ 南部跡罠⑳⑳組合物  
⑳大廻  

⑳大森  

⑳宮森  

⑨大淀  

⑳荒馬  

⑳玉川  

⑳中内  

⑳立花  
㊨紅梅  

⑳黒岩  

⑨本丹瀬  

⑳新場  

⑳本光   
〆  

物
物
物
々
々
 
 

上
上
上
上
上
 
 

0
0
 
9
 
6
 
4
 
8
 
8
 
0
0
 
1
 
7
 
0
 
2
 
8
 
9
 
8
 
 

3
 
3
 
1
 
0
0
 
3
 
3
 
3
 
1
 
0
 
2
 
9
 
3
 
6
 
2
 
 

1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
⊥
 
2
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
7
 
 

1
0
1
〇
一
1
3
1
9
1
3
一
1
9
1
9
1
9
1
0
1
0
1
0
 
 

9
 
9
 
 
 
7
 
3
 
7
 
 
 
3
 
3
 
3
 
9
 
9
 
9
 
 

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
 
 

0
 
0
0
0
－
0
0
0
0
0
0
－
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 
0
 
0
 
 
 
8
 
4
 
8
 
 
 
4
 
4
 
4
 
0
 
0
 
0
 
 

ご
じ
 
ご
U
 
 
 
5
 
5
 
5
 
 
 
5
 
5
 
5
 
6
 
6
 
丘
リ
 
 

ー
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
 
 

4
3
3
6
 
■
 
2
5
6
9
1
9
一
2
5
0
4
7
3
9
6
4
3
7
2
 
7
 
0
0
 
 
 
4
 
4
 
3
 
 
 
2
 
2
 
9
 
4
 
7
 
3
 
 

2
 
2
 
 
 
 
6
 
1
 
2
 
 
 
 
9
 
7
 
9
 
8
 
2
 
6
 
 

1
 

1
 
 

1
1
1
1
1
 
 

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
 
 

139  

140  

141  

142  

143  

144  

145  

146  

147  

148  

149  

150  

151  

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
 
 

一
一
一
一
一
一
一
 
 

南部第一大頭物上々  

仙台→江戸（井上）→大坂   

→京都古手屋  大頭物 上々  
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山形城下町商人長谷川吉郎治家における紅花取引の実態一岩田  

【表1－4】  
一駄あたり  
仕切値段  

一駄あたり  
手取現金  荷印・銘柄  

袋  両  両  両  両  両  両  

⑫ 南仙飯淵惣吉殿松岡屋笹森買入分⑳合◎三ツ割組合  
⑳仙輝  

⑳仙一  

⑳仙稀  

⑳仙紅  

⑳仙錦  

◎仙谷  

⑳仙光  

⑳仙福  

⑳仙通  

㊨仙稀高  

⑳仙旭  

⑳仙一  

⑳仙紅  

⑳仙輝  

⑳仙稀  
⑳仙福  

⑳仙光  

⑳仙錦   
〆  

8
0
8
9
錮
9
2
9
2
8
5
9
2
8
8
8
9
8
0
9
2
一
一
一
一
一
一
一
 
 

8
 
2
 
2
 
0
 
0
 
5
 
0
 
3
 
2
 
8
 
0
 
 

7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
 
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
〇
一
一
一
一
一
一
一
 
 

〇
 
4
 
4
 
2
 
2
 
7
 
2
 
5
 
4
 
0
 
2
 
 

0
D
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
0
D
 
7
 
 

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
 
 
 

89．88  

290．42  

94．53  

354．60  

176．19  

206．22  

83．11  

83．12  

353．06  

50．48  

25．49  

73  152  

153  

154  

155  

156  

157  

158  

159  

160  

161  

162  

163  

164  

165  

5
 
3
 
0
 
9
 
4
 
5
 
2
 
0
 
1
 
3
 
3
 
2
 
7
 
 

5
 
（
＝
B
 
2
 
5
 
7
 
7
 
7
 
1
 
4
 
2
 
1
 
1
 
 

3
 
 
 

2
 
 
 
 
3
 
1
 
1
 
 l

 
一
一
一
 
 

一
一
一
一
 
 

一
一
一
一
一
 
 

17  

9   

12  

5  

1585  福嶋→江戸（井上）→大坂  

→京都古手屋  

古長殿行  

古長殿行  

古長殿行  

古長殿行  

古長殿行  

古長殿行  

古長殿行  

古長殿行  

古長殿行  

古長殿行  

古長殿行  

古長殿行  

古長殿行 村紅・金定印合  

古長殿行  

場滴（嶋屋情兵衛）殿行  
場酒殿行  

場清殿行  

場酒殿行  

場酒殿行  

場酒殿行  

最善（最上屋喜八）殿行  

最善殿行 司印天童買入宿  

最善殿行  

最善殿行  
村山→江戸（井上）→大坂  
→京都  

⑬ 酉極月朔日出荷元上り遠方党  
⑳門伝  68  
⑳門伝太紅  19  
⑳太紅  70  
⑳金冠  53  
⑳金冠一光  21  
⑳佐一  75  
⑨佐一古今  19  

5
 
5
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
5
 
0
 
 

2
 
2
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
5
 
■
b
 
5
 
0
 
0
 
5
 
0
 
6
 
6
 
6
 
5
 
5
 
0
 
0
 
0
 
2
 
0
 
 

5
 
5
 
7
 
4
 
4
 
4
 
4
 
5
 
0
 
0
 
6
 
6
 
7
 
4
 
7
 
7
 
0
0
 
0
 
4
 
7
 
8
 
8
 
6
 
7
 
 

4
 
4
 
4
 
5
 
5
 
5
 
5
 
4
 
4
 
4
 
4
 
4
 
4
 
5
 
4
 
4
 
4
 
4
 
4
 
4
 
4
 
4
 
4
 
4
 
 

50．00  

54．00  

50．00   

50．00  

53．00  

89袋55．00   

59．00  

3
3
一
1
8
一
一
一
一
2
6
9
5
一
5
5
一
3
4
2
8
一
一
一
一
6
5
一
1
〇
一
7
4
6
3
 
 

2
 
 
 
8
 
 

9
 
6
 
 
 
9
 
 
 
5
 
6
 
 

4
 
 
 
7
 
 
 
5
 
1
 
 

6
 
 
 
 
5
 
 
 
 
5
 
8
 
 

6
 
5
 
 
 
 
5
 
 
 
 
7
 
7
 
 

5
 
 
 
 
5
 
 

0
D
 
3
 
1
 
2
 
2
 
8
 
3
 
8
 
3
 
6
 
7
 
8
 
2
 
8
 
0
D
 
3
 
1
 
3
 
3
 
2
 
0
 
5
 
1
 
1
 
 

0
 
4
 
4
 
7
 
7
 
2
 
0
 
9
 
8
 
6
 
4
 
3
 
0
 
8
 
5
 
1
 
7
 
1
 
6
 
2
 
5
 
7
 
3
 
∩
ブ
 
8
 
3
 
1
 
4
 
7
 
3
 
6
 
3
 
6
 
2
 
2
 
4
 
9
 
0
 
0
 
4
 
7
 
1
 
5
 
0
 
2
 
5
 
1
 
4
 
 

4
 
1
 
5
 
4
 
1
 
ご
U
 
1
 
6
 
4
 
1
 
5
 
1
 
6
 
7
 
5
 
1
 
5
 
4
 
5
 
6
 
5
 
1
 
5
 
7
 
 

2
5
一
1
9
一
一
一
一
2
5
2
5
一
2
1
一
1
8
1
2
一
一
一
一
7
2
一
2
1
一
2
4
2
2
 
 

1
 
 
 
2
 
 
 
＜
U
 
1
 
 

9
 
 
 
3
 
 

9
 
9
 
 
 
2
 
 
 
4
 
0
0
 
 

5
 
 
 
5
 
 
 
5
 
■
ヘ
リ
 
 

4
 
4
 
 
 
5
 
 
 
5
 
5
 
 

4
 
 
 
5
 
 

4．25  

6．77  

166  

167  

168  

169  

170  

171  

172  

173  

174  

175  

176  

177  

178  

179  

180  

181  

182  

183  

184  

185  

186  

187  

188  

189  

一
2
8
1
2
一
〇
8
一
3
2
4
0
 
1
 
 

5
 
0
 
 
 
 
7
 
 
 
6
 
5
 
 

⑳一光  
㊨村紅  
⑳村紅徳光  
⑳金定  
⑳金定徳光  
⑨徳光  
⑳古今  
⑳極錦  
⑤梅錦長紅  
⑳極揃  
⑳長紅  
⑳上浦  
⑳晴山  
可源雨  
可源雨藤雨  

可藤雨  
モ1平雨   

90   

74   

20   

73   

20   

93   

84   

68   

19   

丁6   

65   

80   

82   

丁〔1   

21   

Tl  

lO2  

1433  

一
5
〇
一
〇
〇
一
〇
〇
〇
〇
 
 

2
 
 
 
 
3
 
 
 
 
1
 
2
 
 

5
 
 
 
 
5
 
 
 
 
5
 
5
 
 

一
〇
2
一
6
〇
一
4
3
7
2
 
 
 
9
 
 
 
4
 
 
 
4
 
6
 
 

典拠）嘉永2年「酉為登紅花元揚調帳」・嘉永2年9月「紅花売口荷得簿」・嘉永2年正月「出張大宝恵」（宮城県柴田郡村田町大沼正治郎家文書）。  
嘉永元年「仕切帳」・轟永3年正月「荷物高合帳」（山形大学附属図書館蔵最上屋喜八家文書）。  

補注）＊1小数点以下は10進法である。京着値を除き、原則として四捨五入により小数第2位までを表示した。史料にある永貫匁及び銀貫匁の記  
載は金に換算した。－は史料に記載がないなどの理由により不明であることを示す。  
＊2 手取現金＝仕切値段×0．985。仕切値段の1．5％は歩半引（壱半引）と称する京都紅花屋の口銭として差し引かれている。荷によっては歩  
半引の率が若干異なる場合も確認できるが、本義では1．5％に統一して計算している。  
＊3 原価＝袋数÷64×京着値。  
＊4 代金＝袋数÷64×手取現金。  
＊5 純益＝代金一原価、あるいは袋数÷64×（手取現金一京着値）。  
＊6 番号7・20・110・113・134・163～165は本帳面では1つの荷物として記載されているが、異なる銘柄の合荷で銘柄毎の荷数が判明し  
たり、同じ銘柄でも出荷後に上方での販売先や仕切値段が異なったり、海難事故などで一部の荷物が濡れたため扱いが異なった場合などの  
ケースであるため、その内訳を区別して表示した。  
＊7 番号65・66の紅花荷については一駄あたり京着値記載がなく、産地の村山郡宝沢から購入した時点での買代金（一駄あたり素上り）が  
記載されているため、京着値欄に斜体字で表示し一般の京着値と区別した。同様に、原価欄の斜体字の数字は、一駄あたり素上り×各荷  
物袋数÷64袋（1駄）で計算した番号65・66の数値の合計である。原価欄の斜体字数字の下にある諸経費込計とは、番号65・66の原価欄  
の斜体字数字に長谷川家（大沼家との組合）がこれらの荷を産地から購入した後に支出した諸経費（役金・荷造入用・運賃など）を足し  
た合計（すなわち、これらの荷が京都に着くまでに要した原価の総計）である。帳面で計算され記載されている数値である。  
＊8 番号①～⑱の集出荷形態は帳面の記載川副こ表示した。商人名などの表記法も帳面のままとした。ただし「得徳殿」「湧専殿」などの略称  
で書かれている商人名が判明する場合は本表で「得可寿屋徳蔵殿」などと表示した。なお、「得可寿屋徳蔵」とは恵比寿屋徳蔵のことであ  
る。  
＊9 備考欄に「難事分」と善かれている紅花荷は、破船により濡荷・半濡荷などになった荷物であることを示す。  
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表
1
に
表
示
し
た
よ
う
に
、
嘉
永
二
年
の
㊨
長
谷
川
吾
郎
治
家
は
様
々
な
集
出
荷
 
 

形
態
 
（
紅
花
の
集
荷
・
出
荷
を
お
こ
な
う
商
人
お
よ
び
組
合
の
形
態
）
 
に
よ
り
大
量
 
 

の
紅
花
を
上
方
へ
出
荷
し
た
が
、
帳
面
の
冒
頭
部
分
で
は
、
内
造
り
分
 
（
⑳
長
谷
川
 
 

家
の
店
組
織
が
集
出
荷
し
た
も
の
）
 
の
紅
花
荷
〆
四
八
〇
八
袋
を
書
き
上
げ
て
い
る
。
 
 

（
6
）
 
 

最
初
の
⑳
本
緋
の
荷
印
銘
柄
が
付
さ
れ
た
百
三
十
一
袋
の
紅
花
荷
に
つ
き
記
載
を
示
 
 

し
た
が
、
右
肩
部
分
に
こ
の
紅
花
荷
に
関
す
る
一
駄
あ
た
り
の
京
着
値
が
書
き
込
ま
 
 

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
左
肩
部
分
に
朱
書
き
で
直
打
が
書
き
込
ま
れ
て
 
 

さ
し
ね
 
 

ね
う
ち
 
 

い
る
。
値
打
 
（
直
打
）
 
と
は
い
わ
ゆ
る
指
値
 
（
差
値
）
 
の
こ
と
で
あ
り
、
京
都
紅
花
 
 

問
屋
を
介
し
て
西
陣
な
ど
の
紅
梁
塵
 
（
染
職
人
）
 
に
紅
花
を
販
売
す
る
際
の
荷
主
側
 
 

の
売
り
付
け
希
望
値
段
を
意
味
す
る
。
値
打
の
数
値
も
一
駄
あ
た
り
に
換
算
し
て
表
 
 

記
さ
れ
て
い
る
。
Ⅰ
の
帳
面
の
⑳
大
頭
（
表
1
の
番
号
ほ
）
 
の
箇
所
に
 
「
此
分
附
花
無
 
 

之
直
打
碇
と
相
訳
り
兼
候
得
共
、
大
略
見
当
金
六
拾
六
両
か
へ
」
 
と
朱
書
き
さ
れ
て
 
 

い
る
こ
と
か
ら
、
値
打
は
附
花
を
も
と
に
そ
の
品
質
な
ど
が
査
定
さ
れ
設
定
さ
れ
た
 
 

と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

表
1
か
ら
判
明
す
る
よ
う
に
、
Ⅰ
の
帳
面
で
は
全
て
の
紅
花
荷
毎
に
荷
印
銘
柄
・
 
 

荷
数
が
記
載
さ
れ
、
奥
州
紅
花
を
除
く
多
く
の
紅
花
荷
に
は
京
着
値
が
記
載
さ
れ
て
 
 

い
る
。
ま
た
、
最
上
紅
花
の
う
ち
夏
季
出
荷
分
に
つ
い
て
は
値
打
も
記
載
さ
れ
て
い
 
 

る
。
Ⅱ
・
Ⅲ
の
帳
面
で
も
京
着
値
は
奥
州
紅
花
を
除
い
て
記
載
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
 
 

に
Ⅱ
の
帳
面
で
は
値
打
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
帳
面
は
出
荷
紅
花
を
上
方
紅
花
市
場
で
販
売
す
る
際
に
活
 
 

用
す
る
、
い
わ
ば
価
格
管
理
の
台
帳
で
あ
る
。
各
荷
の
損
益
ラ
イ
ン
や
売
値
の
目
標
 
 

数
値
を
明
確
に
す
る
機
能
を
も
っ
た
。
売
り
付
け
交
渉
を
お
こ
な
う
た
め
に
上
方
へ
 
 

派
遣
さ
れ
た
⑳
長
谷
川
家
の
上
京
支
配
人
（
支
配
人
・
代
理
人
な
ど
と
も
呼
称
）
は
、
同
 
 

丸
数
 
 

〆
二
百
六
拾
丸
半
 
此
半
分
ハ
全
長
雨
造
り
合
相
成
候
事
 
 

右
之
袋
数
内
造
り
出
荷
分
 
 

家
が
作
成
し
た
帳
面
に
よ
り
各
紅
花
荷
の
京
着
値
 
（
お
よ
び
値
打
）
 
を
ふ
ま
え
て
京
 
 

都
紅
花
問
屋
に
売
り
付
け
を
委
託
し
、
あ
る
い
は
問
屋
の
立
ち
会
い
の
も
と
で
紅
染
 
 

屋
と
相
対
し
、
純
益
が
あ
が
る
べ
く
価
格
交
渉
を
お
こ
な
っ
た
 
（
京
都
紅
花
問
屋
に
 
 

売
る
場
合
も
し
ば
し
ば
み
ら
れ
た
）
。
京
都
紅
花
市
場
に
お
け
る
売
り
付
け
交
渉
は
一
 
 

駄
あ
た
り
の
値
段
で
お
こ
な
わ
れ
た
た
め
、
帳
面
も
そ
れ
に
対
応
す
べ
く
原
価
や
希
 
 

望
売
値
も
一
駄
あ
た
り
の
京
着
値
・
値
打
で
記
載
し
、
諸
値
段
の
比
較
対
照
が
素
早
 
 

く
で
き
る
よ
う
に
帳
付
け
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
 
 

［
史
料
二
】
 
Ⅳ
安
政
二
卯
年
二
月
吉
日
調
 
「
寅
夏
占
卯
暮
迄
為
登
紅
花
育
苧
絹
糸
元
 
 

揚
り
調
」
 
の
冒
頭
部
分
（
後
掲
表
8
番
号
1
～
3
4
の
部
分
）
 
 

嘉
永
七
寅
夏
 
 

内
造
り
紅
花
 
 

売
金
調
 
 

六
弐
 
 

一
、
金
七
拾
四
両
三
歩
ト
 
 

（
屈
）
 
 

銀
弐
匁
九
分
四
り
 
 

金
玉
拾
三
岡
卜
永
廿
六
匁
五
分
か
へ
 
 

一
、
金
弐
百
弐
十
弐
両
弐
米
 
 

銀
五
匁
三
分
 
 

」
ハ
〇
 
 

一
、
金
八
拾
七
両
弐
束
也
 
 

込
五
大
 
 

一
、
金
八
拾
弐
両
壱
歩
卜
 
 

弐
匁
六
分
弐
り
 
 

〆
金
弐
百
四
拾
四
両
弐
朱
卜
 
 

五
匁
五
分
六
り
 
 

数
〆
弐
百
六
十
七
 
 
 

羽
久
殿
売
 
 

机
四
丸
 
 

〆
七
十
八
 
 
 

嶋
酒
殿
 
 
 

灰
光
 
九
拾
四
 
 
 

同
 
人
 
 

灰
光
 
九
拾
五
 
 

弐
百
六
十
七
 
 

廿
入
壱
丸
 
 

拾
九
人
拾
三
丸
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Ⅳ
の
帳
面
の
冒
頭
部
分
も
内
造
り
分
の
各
紅
花
荷
に
関
す
る
記
載
か
ら
始
ま
り
、
 
 

合
計
〆
三
七
七
九
袋
分
の
紅
花
荷
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
最
初
の
⑳
灰
光
の
荷
 
 

印
銘
柄
が
付
さ
れ
た
二
六
七
袋
（
二
〇
袋
入
の
荷
一
丸
と
一
九
袋
入
の
荷
一
三
丸
に
 
 

荷
造
り
さ
れ
た
）
 
の
紅
花
荷
に
つ
き
記
載
を
示
し
た
が
、
右
肩
部
分
に
記
載
さ
れ
た
 
 

「
金
0
0
か
へ
」
の
表
示
は
京
着
値
で
は
な
く
、
こ
の
帳
面
の
場
合
、
一
駄
あ
た
り
素
 
 

上
り
 
（
冥
代
金
）
 
で
あ
る
。
金
二
二
二
両
二
朱
・
銀
五
匁
三
分
は
、
一
駄
あ
た
り
素
 
 

上
り
に
荷
物
の
駄
数
（
二
六
七
小
六
四
）
 
を
か
け
て
算
出
し
た
⑳
灰
光
二
六
七
袋
の
 
 

（
以
下
、
紅
花
三
三
荷
（
後
掲
表
8
番
号
2
～
3
4
）
略
）
 
 

袋
数
三
千
七
百
七
十
九
袋
 
但
し
百
八
十
九
丸
 
 

外
二
造
り
合
十
一
丸
半
 
 

〆
弐
百
丸
半
 
 

代
〆
金
弐
千
六
百
四
十
壱
両
三
分
ト
 
 

（
マ
マ
）
 
 

銀
百
廿
四
匁
○
弐
り
 
 

合
金
弐
千
七
百
五
拾
六
両
弐
分
卜
 
 

銀
百
四
十
四
匁
五
分
五
り
 
 

口
々
売
金
網
〆
 
 

一
、
金
三
千
弐
百
廿
六
両
壱
歩
弐
朱
卜
 
 

銀
テ
百
三
拾
弐
匁
六
分
五
り
 
 

一
、
金
百
拾
四
両
三
分
卜
 
 

銀
廿
匁
五
分
三
り
 
 
 

〆
 
 

異
口
せ
ん
御
役
金
 
 

荷
造
り
入
用
 
 

山
形
右
京
都
迄
太
賃
分
 
 

惣
〆
高
如
斯
 
 

買
代
金
で
あ
る
。
 
 
 

そ
し
て
売
金
調
か
ら
の
部
分
に
は
、
⑳
灰
光
二
六
七
袋
を
売
却
し
た
結
果
得
た
売
 
 

代
金
が
書
か
れ
て
い
る
。
売
買
に
際
し
て
⑳
灰
光
二
六
七
袋
は
三
つ
に
分
割
さ
れ
、
 
 

う
ち
七
八
袋
は
大
坂
紅
花
問
屋
羽
州
屋
久
右
衛
門
を
介
し
て
一
駄
あ
た
り
仕
切
値
段
 
 

六
二
両
で
売
り
、
九
四
袋
は
同
じ
く
大
坂
紅
花
問
屋
嶋
屋
精
兵
衛
を
介
し
て
一
駄
あ
 
 

た
り
仕
切
値
段
六
〇
両
で
売
り
、
九
五
袋
も
同
人
 
（
嶋
酒
殿
）
 
を
介
し
て
一
駄
あ
た
 
 

り
仕
切
値
段
五
六
両
で
売
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
売
金
調
に
あ
る
三
 
 

つ
の
売
代
金
は
⑳
長
谷
川
家
の
正
味
手
取
り
と
な
る
金
額
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
 
（
袋
 
 

数
小
六
四
）
 
×
仕
切
値
段
×
〇
・
九
九
の
計
算
式
で
算
出
さ
れ
る
金
額
で
あ
る
 
（
売
 
 

代
金
の
一
パ
ー
セ
ン
ト
は
各
紅
花
問
屋
が
口
銭
＝
仲
介
世
話
料
と
し
て
差
し
引
き
取
 
 

得
し
た
）
。
三
つ
の
売
代
金
を
合
算
し
た
〆
金
二
四
四
両
二
束
・
銀
五
匁
五
分
六
厘
が
 
 

⑳
灰
光
二
六
七
袋
の
売
却
に
よ
り
長
谷
川
家
が
実
際
に
取
得
し
た
売
代
金
額
で
あ
る
。
 
 

他
の
各
紅
花
荷
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
の
記
載
様
式
に
よ
り
、
荷
印
銘
柄
・
荷
数
・
 
 

一
駄
あ
た
り
素
上
り
・
買
代
金
・
一
駄
あ
た
り
仕
切
値
段
・
売
代
金
が
記
載
さ
れ
て
 
 

い
る
。
 
 
 

内
造
り
分
の
各
紅
花
荷
の
記
載
が
終
わ
っ
た
末
尾
で
は
、
内
造
り
分
の
袋
数
合
計
 
 

（
袋
数
〆
三
七
七
九
袋
）
・
買
代
金
合
計
 
（
代
〆
金
二
六
四
一
両
三
分
・
銀
一
二
四
匁
 
 

二
度
）
 
が
算
出
さ
れ
た
後
、
こ
れ
ま
で
個
々
の
紅
花
荷
の
箇
所
で
は
計
上
し
て
い
な
 
 

か
っ
た
諸
掛
 
（
買
口
銭
・
役
金
・
荷
造
り
費
用
・
運
賃
な
ど
）
 
が
一
括
計
上
さ
れ
て
 
 

い
る
。
買
代
金
合
計
と
諸
掛
合
計
 
（
金
一
一
四
両
三
分
・
銀
二
〇
匁
五
分
三
厘
）
 
を
 
 

合
算
し
て
、
内
造
り
紅
花
三
七
七
九
袋
が
京
都
へ
到
着
す
る
迄
に
要
し
た
原
価
合
計
 
 

（
合
金
二
七
五
六
両
二
分
・
銀
一
四
四
匁
五
分
五
厘
）
が
計
算
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
 
 

に
、
各
荷
の
売
代
金
を
積
算
し
て
得
た
内
造
り
紅
花
分
全
体
の
売
代
金
合
計
 
（
金
三
 
 

二
二
六
両
一
分
二
朱
・
銀
一
三
二
匁
六
分
五
厘
）
 
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
売
代
金
 
 

合
計
と
原
価
合
計
を
差
し
引
け
ば
、
内
造
り
紅
花
分
の
純
益
が
す
ぐ
に
計
算
で
き
る
 
 

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
記
載
様
式
が
他
の
集
出
荷
形
態
の
記
録
に
お
い
て
 
 

も
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
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上
京
支
配
人
は
、
Ⅳ
の
帳
面
の
各
集
出
荷
形
態
毎
の
原
価
合
計
を
紅
花
荷
の
駄
数
 
 

で
割
算
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
集
出
荷
形
態
の
平
均
京
着
値
＝
「
な
ら
し
京
着
」
 
を
 
 

算
出
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
各
荷
毎
の
京
着
値
と
比
較
す
れ
ば
「
な
ら
し
京
着
」
 
 

の
数
値
は
個
々
の
荷
の
レ
ベ
ル
で
は
誤
差
を
含
む
こ
と
に
な
る
ラ
フ
な
数
値
で
あ
る
 
 

が
、
価
格
交
渉
の
際
の
損
益
ラ
イ
ン
を
大
略
把
握
す
る
際
の
目
安
た
り
え
た
。
そ
の
 
 

意
味
で
Ⅳ
の
帳
面
も
そ
の
表
題
 
（
「
元
揚
り
調
」
）
 
の
通
り
 
（
紅
花
等
元
揚
調
帳
）
 
の
 
 

機
能
を
有
し
て
い
た
と
と
ら
え
ら
れ
る
。
 
 

一
方
、
Ⅳ
の
帳
面
は
Ⅰ
～
Ⅲ
の
帳
面
と
は
記
載
様
式
を
異
に
し
て
い
る
側
面
が
あ
 
 

り
、
こ
れ
ま
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
売
却
後
に
得
ら
れ
た
売
代
金
の
情
報
も
各
紅
花
 
 

荷
毎
に
記
録
し
、
各
集
出
荷
形
態
毎
に
売
代
金
合
計
と
原
価
合
計
を
積
算
し
記
録
す
 
 

る
帳
面
と
し
て
機
能
し
た
と
性
格
づ
け
ら
れ
る
。
Ⅳ
の
帳
面
の
使
用
法
を
述
べ
る
と
、
 
 

ま
ず
一
定
の
間
隔
を
あ
け
余
白
を
確
保
し
な
が
ら
各
荷
毎
の
荷
印
銘
柄
・
荷
数
・
一
 
 

駄
あ
た
り
素
上
り
二
員
代
金
を
書
き
込
み
、
当
該
荷
の
売
却
後
に
一
駄
あ
た
り
仕
切
 
 

値
段
や
売
代
金
計
の
情
報
を
余
白
に
書
き
加
え
て
い
く
と
い
う
順
序
で
使
用
さ
れ
た
 
 

（
7
）
 
 

と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

以
上
、
本
稿
で
主
に
使
用
す
る
 
（
紅
花
等
元
揚
調
帳
）
 
の
記
載
様
式
の
検
討
を
お
 
 

こ
な
い
、
そ
の
史
料
的
性
格
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
先
に
示
し
た
よ
う
に
、
Ⅰ
～
Ⅲ
 
 

の
帳
面
の
作
成
者
名
は
長
谷
川
吉
郎
治
で
あ
り
、
Ⅳ
の
作
成
者
名
は
長
谷
川
吾
郎
治
 
 

（
8
）
 
 

の
倖
吉
六
で
あ
る
。
Ⅳ
の
帳
面
が
従
来
の
（
紅
花
等
元
揚
調
帳
）
の
機
能
に
加
え
て
、
売
 
 

代
金
を
記
録
す
る
機
能
を
加
え
、
原
価
合
計
と
売
代
金
合
計
の
差
引
勘
定
を
な
し
う
 
 

る
帳
簿
へ
と
そ
の
様
式
が
整
え
ら
れ
た
と
と
ら
え
ら
れ
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
長
谷
川
家
作
成
の
帳
簿
群
が
村
田
町
の
司
大
沼
正
治
郎
家
に
伝
存
し
て
 
 

い
た
理
由
は
、
嘉
永
～
安
政
期
に
大
沼
正
治
郎
 
（
詔
初
代
）
 
が
⑳
長
谷
川
家
の
上
京
 
 

支
配
人
に
任
命
さ
れ
京
都
に
派
遣
さ
れ
て
⑳
長
谷
川
家
の
出
荷
紅
花
全
体
の
売
り
付
 
 

け
交
渉
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。
司
初
代
正
治
郎
は
、
⑳
 
 

長
谷
川
家
と
連
携
し
て
奥
州
紅
花
の
買
い
付
け
を
お
こ
な
っ
た
企
大
沼
正
七
家
 
（
現
 
 

宮
城
県
柴
田
郡
村
田
町
村
田
商
人
や
ま
し
ょ
う
記
念
館
）
の
三
代
目
正
七
の
弟
で
あ
 
 

二
 
嘉
永
二
年
の
紅
花
取
引
の
実
態
 
 

表
1
・
表
2
は
、
Ⅰ
嘉
永
二
年
「
酉
為
登
紅
花
元
揚
調
帳
」
 
を
も
と
に
作
成
し
た
 
 

も
の
で
あ
る
。
 
 
 

表
1
は
 
［
史
料
〓
 
で
検
討
し
た
Ⅰ
の
帳
面
の
記
載
を
ふ
ま
え
て
各
紅
花
荷
に
つ
 
 

き
荷
印
銘
柄
・
荷
数
・
一
駄
あ
た
り
京
着
値
・
一
駄
あ
た
り
値
打
の
数
値
を
一
覧
に
 
 

し
た
ほ
か
、
各
紅
花
荷
の
売
却
の
結
果
、
す
な
わ
ち
一
駄
あ
た
り
仕
切
値
段
な
ど
に
 
 

つ
い
て
も
判
明
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
荷
の
仕
切
値
段
 
 

や
代
金
な
ど
は
Ⅰ
の
帳
面
に
は
善
か
れ
て
い
な
い
が
、
幸
い
司
大
沼
家
文
書
に
嘉
永
 
 

二
年
九
月
 
「
紅
花
売
日
荷
得
簿
」
 
（
裏
表
紙
「
仙
台
村
田
大
沼
屋
庄
治
郎
」
）
・
嘉
永
 
 

二
年
正
月
 
「
出
張
大
宝
恵
」
 
（
裏
表
紙
「
大
沼
屋
庄
二
良
」
）
 
が
あ
り
、
当
時
上
方
へ
 
 

出
張
し
て
紅
花
売
り
付
け
を
担
当
し
た
大
沼
正
治
郎
が
売
却
の
結
果
な
ど
を
記
し
た
 
 

こ
れ
ら
の
帳
面
か
ら
ほ
と
ん
ど
の
紅
花
荷
に
つ
い
て
仕
切
値
段
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
 
 

京
都
紅
花
問
屋
最
上
屋
喜
八
家
文
書
に
あ
る
嘉
永
元
年
「
仕
切
帳
」
・
嘉
永
三
年
正
月
 
 

（
1
0
）
 
 

「
荷
物
高
合
帳
」
 
か
ら
も
、
紅
花
荷
の
う
ち
最
上
屋
に
送
ら
れ
た
分
の
大
半
に
つ
い
 
 

て
仕
切
値
段
が
判
明
し
た
。
荷
主
の
帳
面
 
（
Ⅰ
の
帳
面
）
 
に
加
え
て
、
こ
れ
ら
上
京
 
 

（
9
）
 
る
。
 
 
 

後
述
す
る
よ
う
に
、
Ⅰ
の
帳
面
に
は
奥
州
紅
花
 
（
⑳
⑳
組
合
紅
花
を
含
む
）
 
の
荷
 
 

数
書
上
と
嘉
永
二
年
の
年
末
に
な
っ
て
遅
れ
て
出
荷
し
た
最
上
紅
花
の
元
揚
り
書
上
 
 

の
二
つ
の
書
上
が
括
り
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
書
付
類
に
は
 
「
元
揚
り
京
 
 

着
値
段
朱
を
以
書
印
」
「
荷
着
之
槻
何
分
二
も
御
出
精
上
直
段
御
売
払
可
被
下
候
」
な
 
 

ど
、
⑳
⑳
両
長
谷
川
店
よ
り
在
京
中
の
大
沼
正
治
郎
に
宛
て
た
売
り
付
け
出
精
督
励
 
 

の
指
示
が
あ
わ
せ
て
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
節
で
考
察
し
た
よ
う
 
 

に
、
こ
れ
ら
 
（
紅
花
等
元
揚
調
帳
）
 
が
上
京
支
配
人
に
よ
る
紅
花
売
り
付
け
交
渉
の
 
 

た
め
に
活
用
さ
れ
る
べ
く
荷
主
が
作
成
し
た
帳
面
で
あ
る
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
 
 

る
。
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支
配
人
の
帳
面
と
京
都
紅
花
問
屋
の
帳
面
を
も
用
い
て
各
紅
花
荷
に
つ
い
て
子
細
に
 
 

照
合
を
お
こ
な
い
、
確
定
で
き
た
デ
ー
タ
を
表
1
に
表
示
し
た
。
な
お
、
Ⅰ
の
帳
面
 
 

に
は
裏
表
紙
の
後
に
、
「
南
部
跡
買
⑳
⑳
組
合
物
」
 
「
南
仙
飯
淵
惣
吉
殿
松
岡
屋
笹
森
 
 

買
入
分
⑳
食
⑳
三
ツ
割
組
合
」
 
が
記
載
さ
れ
た
書
上
と
 
「
酉
極
月
朔
日
出
荷
元
上
り
 
 

造
方
覚
」
 
が
記
載
さ
れ
た
書
上
の
合
計
二
つ
の
書
上
が
括
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
 
 

れ
ら
は
嘉
永
二
年
夏
で
は
な
く
遅
れ
て
同
年
末
な
ど
に
集
出
荷
さ
れ
た
紅
花
に
関
す
 
 

る
書
上
で
あ
る
。
時
期
が
遅
れ
た
な
ど
の
理
由
か
ら
Ⅰ
の
帳
面
本
体
に
は
書
き
込
ま
 
 

れ
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
が
、
同
じ
嘉
永
二
年
の
出
荷
紅
花
の
荷
数
調
あ
る
い
は
 
 

元
揚
調
の
書
上
で
あ
る
こ
と
か
ら
同
帳
に
括
り
付
け
ら
れ
保
管
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
Ⅰ
の
帳
面
は
嘉
永
二
年
の
夏
為
登
＝
通
常
出
荷
期
に
出
荷
し
た
紅
花
 
 

を
中
心
に
そ
の
元
揚
調
を
記
載
し
た
も
の
で
、
遅
れ
て
集
出
荷
さ
れ
た
紅
花
荷
に
つ
 
 

い
て
は
別
の
書
上
が
作
成
さ
れ
随
時
長
谷
川
家
か
ら
上
京
支
配
人
へ
送
ら
れ
た
こ
と
 
 

が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
表
1
に
は
、
こ
れ
ら
書
上
に
記
載
さ
れ
た
紅
花
荷
に
つ
い
て
 
 

も
表
示
し
た
（
番
号
⑧
～
⑧
）
。
他
に
も
こ
う
し
た
書
上
が
あ
っ
た
可
能
性
、
と
く
に
 
 

奥
州
紅
花
の
組
合
形
態
に
よ
る
出
荷
記
録
の
一
部
に
つ
き
遺
漏
が
あ
る
可
能
性
が
存
 
 

在
し
さ
ら
に
史
料
発
掘
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
が
、
「
紅
花
売
日
荷
得
簿
」
 
「
出
張
大
 
 

宝
恵
」
 
な
ど
上
京
支
配
人
や
最
上
屋
の
仕
切
帳
簿
と
照
合
し
た
結
果
を
ふ
ま
え
る
な
 
 

ら
ば
、
表
1
は
同
年
に
⑳
長
谷
川
家
が
上
方
へ
出
荷
し
た
紅
花
の
全
量
に
近
い
荷
量
 
 

を
大
略
把
握
し
て
い
る
と
の
結
論
を
得
た
。
ま
た
表
1
か
ら
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
 
 

奥
州
紅
花
お
よ
び
跡
買
の
紅
花
に
つ
い
て
は
京
着
値
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
 
 

の
が
多
く
、
産
地
・
集
出
荷
形
態
や
集
荷
時
期
に
よ
っ
て
出
荷
紅
花
の
価
格
管
理
の
 
 

仕
方
に
差
異
が
み
ら
れ
た
こ
と
も
判
明
す
る
。
 
 
 

表
2
は
、
表
1
の
個
別
デ
ー
タ
を
産
地
・
集
出
荷
形
態
別
に
整
理
・
集
計
し
た
も
 
 

の
で
あ
る
（
集
計
の
方
法
な
ど
は
、
表
2
補
注
参
照
）
。
表
2
か
ら
、
嘉
永
二
年
の
⑳
 
 

長
谷
川
家
の
紅
花
取
引
の
実
態
に
つ
い
て
、
そ
の
特
徴
を
考
察
し
よ
う
。
 
 
 

第
一
に
、
総
荷
数
が
一
八
三
八
一
袋
（
二
八
七
駄
余
）
に
お
よ
ぶ
極
め
て
大
量
の
 
 

紅
花
を
⑳
長
谷
川
家
は
出
荷
し
て
お
り
、
そ
の
集
出
荷
に
投
下
し
た
資
金
も
最
上
紅
 
 

花
・
庄
内
紅
花
・
武
州
紅
花
・
常
州
紅
花
分
（
総
荷
数
の
六
四
％
余
）
 
の
小
計
（
原
 
 

価
Ⅰ
）
だ
け
で
一
〇
三
七
三
両
余
の
巨
額
に
達
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
こ
と
で
 
 

（
‖
）
 
あ
る
。
 
 
 

第
二
に
、
産
地
か
ら
判
明
す
る
よ
う
に
、
⑳
長
谷
川
家
の
紅
花
集
荷
が
羽
州
の
村
 
 

山
・
庄
内
、
奥
州
の
南
部
・
奥
仙
・
南
仙
、
常
州
、
武
州
と
い
う
極
め
て
広
域
に
お
 
 

よ
ん
で
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
産
地
別
に
荷
数
の
割
合
を
み
る
と
、
最
上
 
 

紅
花
四
三
％
余
、
奥
州
紅
花
三
六
％
弱
、
武
州
紅
花
一
八
％
弱
の
順
に
多
く
、
こ
の
 
 

三
地
域
で
全
体
の
九
七
％
弱
を
占
め
る
。
同
家
の
集
荷
基
盤
が
こ
れ
ら
の
地
域
に
置
 
 

か
れ
て
い
た
こ
と
が
明
確
で
あ
る
。
奥
州
紅
花
が
全
体
の
三
分
の
一
を
超
え
る
割
合
 
 

を
占
め
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
、
そ
の
内
訳
を
み
る
と
南
部
紅
花
 
（
⑫
⑱
⑧
）
 
と
仙
 
 

台
紅
花
（
奥
仙
・
南
仙
。
⑪
⑪
⑰
）
 
の
集
荷
量
は
ほ
ぼ
均
衡
し
て
い
る
 
（
た
だ
し
、
 
 

奥
州
紅
花
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
に
み
る
よ
う
に
組
合
形
態
＝
共
同
出
資
に
よ
る
集
出
 
 

荷
が
多
く
、
出
資
比
率
を
も
と
に
⑳
長
谷
川
家
単
独
出
資
の
紅
花
荷
量
を
換
算
す
る
 
 

な
ら
ば
そ
の
荷
量
は
低
く
な
る
）
。
こ
の
年
は
、
武
州
紅
花
の
集
荷
量
が
比
較
的
多
い
 
 

点
も
特
徴
で
あ
る
。
 
 
 

第
三
に
、
⑳
長
谷
川
家
は
自
ら
強
大
な
集
荷
力
を
持
つ
と
同
時
に
、
組
合
な
ど
様
々
 
 

な
形
態
を
採
用
し
各
地
の
紅
花
商
人
と
連
携
し
な
が
ら
広
域
的
な
集
出
荷
機
構
を
形
 
 

成
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
内
造
り
 
（
表
2
の
集
出
荷
形
 
 

態
の
番
号
①
②
）
に
よ
る
出
荷
は
五
〇
三
五
袋
（
全
体
の
二
七
％
弱
）
、
遅
れ
て
出
荷
 
 

し
た
⑧
の
部
分
（
う
ち
召
高
木
屋
七
兵
衛
造
（
表
1
の
購
～
1
8
9
）
を
除
い
た
一
一
六
九
 
 

袋
）
）
も
内
造
り
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
、
こ
れ
も
合
計
す
る
と
六
二
〇
四
袋
（
三
四
％
 
 

弱
。
い
ず
れ
も
最
上
紅
花
）
 
と
な
る
。
⑳
長
谷
川
家
自
身
（
長
谷
川
店
）
 
が
羽
州
村
 
 

山
郡
に
独
自
な
集
荷
網
を
張
り
巡
ら
し
産
地
か
ら
大
量
の
紅
花
買
い
付
け
を
実
現
し
 
 

て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
（
こ
の
点
は
次
節
も
参
照
）
。
駄
数
で
約
九
七
駄
に
相
当
し
、
 
 

長
谷
川
家
が
内
造
り
の
み
で
も
抜
群
の
荷
量
を
取
り
扱
う
紅
花
商
人
で
あ
っ
た
こ
と
 
 

が
判
明
す
る
。
 
 

一
方
、
荷
量
で
は
ぼ
三
分
の
二
に
あ
た
る
紅
花
が
産
地
の
仲
買
商
人
を
通
し
て
、
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ま
た
組
合
形
態
に
よ
り
集
出
荷
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
表
2
の
産
地
・
集
 
 

出
荷
形
態
の
順
番
で
指
摘
す
れ
ば
、
羽
州
村
山
郡
に
お
け
る
②
の
天
神
湯
ノ
沢
川
嶋
 
 

屋
権
吉
、
③
の
大
町
村
六
右
衛
門
、
④
の
天
童
『
高
木
屋
七
兵
衛
、
⑤
の
楯
岡
青
沼
 
 

（
治
）
 
 

惣
次
、
⑧
の
江
俣
村
扇
鈴
木
屋
長
四
郎
、
羽
州
庄
内
に
お
け
る
⑦
酒
田
問
屋
鐙
屋
惣
 
 

右
衛
門
、
武
州
に
お
け
る
⑧
与
野
宿
山
田
屋
幸
右
衛
門
、
⑨
桶
川
宿
木
嶋
屋
浅
五
郎
、
 
 

（
待
可
寿
）
 

（
治
）
 
 

奥
州
に
お
け
る
⑪
仙
台
城
下
恵
比
寿
屋
徳
蔵
、
⑫
黒
沢
尻
湊
屋
専
次
郎
、
⑰
船
岡
飯
 
 

淵
惣
吉
な
ど
が
、
仲
買
に
あ
た
っ
た
産
地
紅
花
商
人
で
あ
る
。
帳
面
で
そ
れ
ぞ
れ
 
 

「
造
り
分
」
 
「
出
荷
分
」
 
「
景
口
分
」
 
「
買
入
分
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
 
 

ら
は
周
辺
産
地
よ
り
紅
花
を
買
い
付
け
、
荷
造
り
・
出
荷
を
担
当
し
た
。
Ⅰ
～
 Ⅳ
の
 
 

帳
面
や
諸
史
料
を
検
討
す
る
と
、
彼
ら
の
集
出
荷
し
た
紅
花
の
買
代
金
・
出
荷
役
金
・
 
 

荷
造
り
入
用
・
運
賃
な
ど
の
原
価
計
は
⑳
長
谷
川
家
よ
り
精
算
さ
れ
る
と
と
も
に
、
 
 

同
家
よ
り
彼
ら
の
取
得
と
な
る
仲
買
手
数
料
＝
買
口
銭
が
支
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
 
 

確
認
で
き
る
。
こ
の
意
味
で
、
彼
ら
は
⑳
長
谷
川
家
の
仲
買
商
人
と
し
て
位
置
付
き
 
 

同
家
を
荷
主
と
す
る
集
出
荷
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
 
（
彼
ら
は
 
 

長
谷
川
店
よ
り
 
「
買
入
宿
」
 
と
も
呼
称
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
Ⅰ
の
帳
面
に
括
ら
れ
た
 
 

「
酉
極
月
朔
日
出
荷
元
上
り
造
方
覚
」
の
書
上
に
お
け
る
『
高
木
屋
七
兵
衛
の
事
例
な
 
 

ど
）
。
ま
た
表
1
か
ら
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
彼
ら
が
集
出
荷
し
た
紅
花
荷
に
は
 
 
 

－
 
一
部
で
は
『
な
ど
仲
買
＝
買
入
宿
の
荷
印
が
付
さ
れ
た
場
合
も
み
ら
れ
る
が
 
 
 

ー
 
は
ぼ
荷
印
⑳
が
付
さ
れ
荷
主
が
長
谷
川
家
で
あ
る
こ
と
が
出
荷
当
初
か
ら
明
 
 

示
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 

組
合
形
態
に
つ
い
て
は
、
表
2
の
順
で
述
べ
れ
ば
、
最
上
紅
花
に
関
す
る
⑥
の
江
 
 

俣
村
扇
鈴
木
屋
長
四
郎
、
奥
仙
・
南
部
・
南
仙
紅
花
に
関
す
る
⑪
⑫
⑧
⑰
の
山
形
十
 
 

日
町
⑳
長
谷
川
吉
内
、
南
仙
紅
花
に
関
す
る
⑰
村
田
食
大
沼
正
七
が
指
摘
で
き
、
彼
 
 

ら
が
紅
花
の
集
出
荷
を
㊧
長
谷
川
家
と
組
み
合
い
、
共
同
出
資
で
実
施
し
た
こ
と
が
 
 

あ
き
ら
か
と
な
る
。
⑰
で
は
 
「
⑳
企
⑳
三
ツ
割
組
合
」
 
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
 
 

は
⑳
長
谷
川
吉
郎
治
・
合
大
沼
正
七
・
㊨
長
谷
川
吉
内
の
三
家
で
出
荷
紅
花
の
原
価
 
 

計
を
 
「
三
ツ
割
」
＝
三
分
の
一
ず
つ
負
担
し
、
代
金
も
均
等
に
三
分
の
一
ず
つ
分
配
 
 

し
取
得
す
る
と
い
う
組
合
形
態
で
あ
る
。
組
合
形
態
の
場
合
、
⑧
の
粛
鈴
木
屋
長
四
 
 

郎
の
よ
う
に
、
共
同
出
資
者
が
集
出
荷
の
実
務
を
兼
ね
る
場
合
も
あ
る
が
、
⑪
⑫
⑰
 
 

の
記
述
か
ら
確
認
で
き
る
よ
う
に
共
同
出
資
者
と
仲
買
人
と
が
別
で
あ
る
ケ
ー
ス
が
 
 

み
ら
れ
る
。
⑰
の
 
「
⑳
合
⑳
三
ツ
割
組
合
」
 
の
場
合
で
検
討
す
れ
ば
、
先
述
の
三
家
 
 

が
共
同
出
資
者
で
あ
り
、
集
出
荷
の
実
務
は
船
岡
の
飯
淵
惣
吉
ら
が
担
当
し
て
い
る
。
 
 

組
合
形
態
の
紅
花
荷
印
に
関
し
て
は
⑳
印
の
ほ
か
、
表
1
の
⑪
⑧
の
紅
花
荷
は
⑳
印
、
 
 

⑥
は
扇
印
が
付
け
ら
れ
た
よ
う
に
、
共
同
出
資
者
の
屋
印
が
荷
印
と
し
て
使
用
さ
れ
 
 

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
⑪
⑰
の
紅
花
荷
に
⑳
印
が
付
さ
れ
た
の
は
、
共
同
出
資
者
の
な
 
 

か
で
も
⑳
長
谷
川
吉
内
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
り
仲
買
人
な
ど
を
動
員
し
て
そ
れ
ら
 
 

の
集
出
荷
を
実
現
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
 
 
 

表
2
か
ら
判
明
す
る
よ
う
に
、
奥
州
紅
花
の
荷
量
に
占
め
る
組
合
花
（
⑧
⑫
⑱
⑰
）
 
 

の
比
率
は
七
九
・
九
七
％
で
あ
り
、
極
め
て
高
い
。
こ
の
よ
う
に
㊧
長
谷
川
家
は
、
 
 

と
く
に
奥
州
紅
花
の
買
い
付
け
に
お
い
て
組
合
形
態
＝
共
同
出
資
の
方
式
を
多
用
し
、
 
 

南
部
・
奥
仙
・
南
仙
地
方
に
対
す
る
集
出
荷
機
構
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
 
 

き
る
。
 
 
 

つ
ぎ
に
、
嘉
永
二
年
の
紅
花
売
買
と
利
益
の
実
態
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
ま
ず
、
 
 

表
2
の
小
計
よ
り
最
上
紅
花
・
庄
内
紅
花
・
武
州
紅
花
・
常
州
紅
花
を
あ
わ
せ
た
利
 
 

益
率
を
み
る
と
八
・
六
三
％
で
あ
る
。
奥
州
紅
花
に
関
し
て
は
一
部
の
荷
で
一
八
％
 
 

台
の
高
利
益
率
の
販
売
結
果
が
あ
き
ら
か
と
な
る
が
多
く
は
不
明
で
あ
る
。
産
地
別
 
 

に
検
討
す
る
と
、
庄
内
紅
花
が
一
六
・
〇
二
％
と
最
も
高
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
、
続
 
 

い
て
最
上
紅
花
八
・
八
九
％
、
武
州
紅
花
七
・
八
五
％
、
常
州
紅
花
六
・
〇
六
％
と
 
 

続
く
。
純
益
の
額
で
み
る
と
、
荷
量
に
も
規
定
さ
れ
て
最
上
紅
花
・
武
州
紅
花
の
販
 
 

売
が
 
（
不
明
の
奥
州
紅
花
と
と
も
に
）
 
同
家
の
紅
花
収
益
の
基
盤
で
あ
る
こ
と
が
わ
 
 

か
る
。
一
九
世
紀
の
京
都
紅
花
市
場
に
お
け
る
一
般
的
動
向
と
し
て
、
最
上
紅
花
の
 
 

仕
切
相
場
は
他
産
地
紅
花
と
比
較
し
て
常
に
最
下
位
を
推
移
し
て
お
り
、
そ
の
利
益
 
 

（
に
）
 
 

率
も
一
八
世
紀
段
階
と
比
較
し
て
低
下
し
た
と
把
握
で
き
る
が
、
表
2
の
販
売
実
績
 
 

〕
脈
凸
 
 

に
お
い
て
は
最
上
紅
花
の
利
益
率
が
武
州
紅
花
を
上
回
っ
て
い
る
点
が
注
目
で
き
る
。
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表3 嘉永3年（柑50）長谷川吾郎治家の紅花荷一覧（最上紅花分）  【表3－1】  

備   考（仕入地など）  原  価  荷  数  荷印・銘柄  

両  両  

56．0  60．29  

61．5  71．27  

62．5  83．45  

60．0  87．56  

64．0  62．92  

59．0  55．99  

59．0  78．70  

59．0  59．86  

64．0  150．20  

65．0  71．24  

59．0  132．44  

67．0  91．06  

65．0  186．22  

63．0  157．81  

59．0  67．18  

72．0  71．95  

67．0  156．42  

63．0  61．61  

53．0  74．35  

55．0  75．25  

50．0  57．64  

70．0  302．74  

65．0  119．20  

60．0  94．76  

60．0  47．45  

60．0  101．67  

65．0  173．40  

63．0  73．60  

60．0  64．71  

65．0  108．07  

60．5  54．14  

75．0  17．95  

66．0  117．27  

57．0  106．62  

60．5  80．22  

60．0  67．34  

53．0  84．05  

55．0  46．05  

67．0  37．14  

54．0  18．91  

60．0  81．24  

61．0  59．87  

62．0  55．75  

59．0  52．81  

5g．0  56．25  

59．0  38．28  

58．0  56．02  

57．0  55．13  

55．0  111．73  

61．0  82．42  

70．0  208．61  

66．0  61．67  

71．0  68．85  

61．5  60．84  

59．0  129．03  

62．0  61．70  

60．0  50．81  

袋  両  

84  45．938   

90  50．68   

98  54．50  

106  52．865   

77  52．293   

72  49．771   

99  50．878   

77  49．75  

184  52．245   

86  53．02  

170  49．862  

102  57．137  

213  55．952  

179  56．425   

87  49．423   

78  59，035  

174  57．535   

71  55．535  

111  42．866  

104  46．305   

87  42．40  

321  60．359  

133  57．359  

121  50．12   

64  47．448  

128  50．834  

193  57．50   

83  56．75   

75  55．22  

139  49．76   

70  49．495  

19  60．456  

132  56．86  

137  49．806   

99  51．86   

87  49．54  

115  46．773   

75  39．295   

43  55．278   

27  44．817  

104  49．995   

74  51．776   

68  52．469   

69  48．983   

72  50．00   

49  50．00   

71  50，50   

72  49．00  

156  45．839   

98  53．824  

218  61．242   

68  58．045   

74  59．544   

76  51．234  

168  49．156   

73  54．091   

64  50．805  

6007  

① 内造り分  
山形地廻り前田村異人百姓手干  

山形地廻り沖原村買入百姓手干  

中通文右衛門新田村百姓手干  

山形廻り印役 中通文右衛門新田村合  

山形廻り十文字村村百姓宇干 中通長崎柑合  

山形廻り十文字相異入 但百姓手干  

山形占二り半先風間村百姓干  

山形廻り青柳村百姓買入分  

山形占二り先キ志村買入百姓手干  

青柳村百姓寄買入撰晶  

長町村百姓撰買入  

最上川通寺津撰買入分上品也  

最上川通灰塚村百姓干分  

最上川通元楯村買入百姓寄買撰抜分上品  

山形廻り青柳村百姓手干  

最上川通極上品撰抜買入稀晶也  

最上川通寺津村百姓手干寄買  

最上川通三軒家村百姓手干  

山形廻り商人干分  

山形廻り東山蔦木村熊ノ目村百姓干合  

山形廻り妙見寺村百姓手干分  

最上川通極第一之上場撰買入分  

最上川通嶋村と中上場百姓手干撰晶也  

宝沢村松ノ月と申上場百姓手干  

中宝沢村百姓手干  

上ノ山在長野村小倉村百姓宇干寄抜上晶合  

最上川通灰塚村百姓寄買入上品分撰合  

前書同断買入分 弁天屋手干分  

最上川通寺津落合村灰塚村より買合  

中通七浦村三條目村百姓手干合  

山形廻り落合長九郎手干 中通百姓手干合  

米沢小岩沢百姓手干寄抜キ  

最上川遺灰塚村極撰百姓手干合  

上山在百姓干罠抜上晶撰分 金時同様  

中通達磨長崎百姓手干分  

山形占三り余先キ山八森村百姓千  

山形廻り落合村勘七手干 同村文治郎合  

緒方集取晶合 下花  

南仙上品買入分  

山形占西ノ山上ツ松村  

最上川通寺津落合村松兵衛手干  

下郷羽入村百姓干 寺津落合商人干合  

最上川適中目村二位田村合  

山形廻り青柳百姓手干  

山形廻り風間村百姓干 但袋二而買入候処目方軽キ  

山形廻り風間村百姓干 但袋二而買入候処目軽有之  

山形廻り風間村百姓寄買 上晶  

山形廻り風間まんちうや手干  

山形占三り先キ東山休石村百姓千  

最上川通灰塚村長左衛門手干  

最上川通極々第一之場寄撰抜キ極稀之上品也  

最上川通向長崎まれ極上品抜買入合也  

最上第一之高山田代村と申処百姓干寄撰抜買入  

中通商人手干揃品也  

山形廻り蒋台村百姓干合  

最上川通長崎村百姓手干  

山ノ辺百姓大寺利百姓手干分合  

㊨極緋  

⑳沖姫  

⑳司印  

⑳司紅  

⑳重司  

⑤重紅  

⑤谷風  

㊨緋柳  

⑳雨揃  

⑳小町紅  

⑮長司  

⑳名月  

⑤灰光  

㊧金冠  

㊧小柳  

⑬佐印  

㊨本緋  

⑳三軒家  

⑳紅馬  

㊨荒熊  

㊧妙光  

㊨佐印  

⑳大嶋  

⑳宝稀  

⑳宝雨  

⑨金時  

㊨灰光  

⑳弁灰光  

⑳国司  

⑨小町姫  

⑳飛光  

⑳仙岩  

⑳正灰光  

⑳正金時  

⑳飛頭  

⑤盛光  

⑳勘紅  

⑳黒雲  

⑳仙大谷  

⑳西光  

⑳寺新  

⑳松露  

⑳大関  

◎柳光  

⑳亀山  

⑳竹光  

⑳舞鶴  

⑳松風  

⑤紅梅  

⑳灰長  

⑳音姫  

⑳浦嶋  

㊧天下一  

⑳市娘  

⑳極旭  

⑳大頭  

⑳観山   

袋〆  

1  

2  

3  

4  

5  

6  

7  

8  

9  

10  

11  

12  

13  

14  

15  

16  

17  

18  

19  

20  

21  

22  

コ3  

24  

25  

26  

27  

28  

29  

30  

31  

32  

33  

34  

35  

36  

37  

38  

39  

40  

41  

42  

43  

44  

45  

46  

47  

48  

49  

50  

51  

52  

53  

54  

55  

56  

57  
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【表3－2】  

② 大町村六右衛門殿追分  
⑨大光  
⑳大緋  
⑳清水  
⑳大司  
⑳大賢  
⑳古今  
⑳涌瀧   
袋数〆  

58  

59  

60  

61  

62  

63  

64  

68．0  69．30  

67．0  73．75  

63．0  82．79  

62．0  66．67  

56．5  33．12  

62．0  55．67  

63．0  91．14  

下郷大町村百姓手干  

下郷大町村百姓手干  

下郷大町村大滴水村百姓手干合  

下郷今町成生大浦水百姓手千  

‾F郷成生大滴水百姓干合  

下郷谷地在田井村百姓手千  

下郷大浦水寄抜キ極稀晶  

78  56．863  

84  56．19  

105  50、464  

86  49．617  

42  50．462  

64  55．665  

105  55．553  

564  

③ 天神湯沢川嶋屋梅吉殿  
⑨名山   
〆  

下郷天神湯沢村川嶋権吉殿伸手干  50．809  64．0  30．17  
8
 
0
0
 
 

3
 
3
 
 

④ 天皇高木屋七兵衛殿造り分  
下郷小関村百姓手干  
下郷小関高木村百姓干  
天垂老ノ森百姓寄抜買入分  
下郷高木村百姓手千 穂吟味寄抜買入  
天童廻り百姓手干 上晶  

①関ノ戸 ⑳山姥  
⑳鏡岩  

⑳猪王山 ⑳最一  袋数〆  

66  

67  

68  

69  

TO  

158  50．096  59．0   123．67  

40  51．225  56．0  32．02  

83  52．04  61．0  67．49  

176  53．00  61．0   145．75  

74  52．171  59．0  60．32  

531  

⑤ 楯岡青沼惣治殿造り分  
下郷楯岡廻り百姓寄買  

下郷長どろ村百姓衆手干 極撰上品之分  

下郷樋第一之場百姓撰買入上品也  ⑳滴姫   ㊨金王山 ㊨長稀   袋数〆  

58．0  52．77  

6臥0  64，50  

72．0  36．75  

8
 
2
 
1
 
1
 
 

6
 
7
 
4
 
0
0
 
 

6
 
9
 
9
 
 

6
 
2
 
5
 
 

、
」
U
 
3
 
3
 
 

9
 
7
 
7
 
 

4
 
5
 
5
 
 

⑥ 江俣村鈴木足長四郎殿造分  
最上川通百姓干分 寄抜買入分  

下店調分晶也 綿勇殿へ差向置  

63．0  127．84  厨玉川   
〆  

4
 
 
0
 
 

6
 
 
5
 
 

6
 
ご
U
 
 

4
 
4
 
 

⑦ 江俣村鈴木屋島四郎殿組合分  

位
位
0
0
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
6
 
0
 
3
 
0
 
 

5
 
5
 
5
 
5
 
 

64．0  66．50  

60．0  25．00  

61．0  86．95  

58．0  66．41  

厨音羽  
粛清水  
雷吉田  
国力セ   
厨組合分〆  

仁
U
 
2
 
5
 
5
 
8
 
 

7
 
3
 
0
 
8
 
9
 
 

1
 
 
 
 
2
 
 

丁5  

76  

77  

78  

⑧ 寒河江造り 天童造り分⑳五分封五分組合  

⑳寒紅  139  5Zβ摺  65．O JJ4．ββ  

⑳高谷  103  5β．ββ  67．0  β5．J5  

㊦国一  69  47J74  59．0  5β．β∂  

㊧国一印ノ内へさし  11  44．鋸7  56．0  7．72  

相継常込話ト 267．99   

袋数〆  322  

寒河江八幡屋手干分  

最上川通高谷村百姓事干  

天童廻り百姓手干  

79  

80  

81  

82  

典拠）嘉永3年9月「為登紅苧糸元揚り取調帳」（宮城県柴田郡村田町大沼正治郎家文書）。  
補注）＊1 小数点以下は10進法である。京着値を除き、原則として四捨五入により小数第2位までを表示した。帳面にある永貫匁および銀賞匁の  

記載は金に換算した。  
＊2 原価＝袋数÷64×京着値。  

＊3 番号79～82の紅花荷ついては一駄あたり京着値記載がなく、寒河江や天童の干花生産者から集荷した時点での原価（一駄あたり素上り）  

が記載されており、京着値欄に斜体字で表示した。同様に、原価欄の斜体字の数字は、一駄あたり素上り×各荷物袋数÷64袋（1駄）  

で計算した数値である（帳面記載の数値である）。82番の原価欄の斜体字数字の下にある諸経費込計とは、番号79～82の原価欄の斜体字  

数字の合計に長谷川家（大沼家との組合）が買入れ後に支出した諸経費（役金・荷造入用・運賃・取引立会手当・礼金酒手・口銭など）  
を足した合計（すなわち、これらの荷が京都に着くまでに要した原価の総計）である。  
＊4 番号①～⑧の集出荷形態は帳面の記載順に表示した。商人名などの表記法も帳面のままとした。  
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ま
た
、
表
1
よ
り
京
着
値
と
値
打
の
双
方
が
判
明
す
る
①
～
⑤
の
最
上
紅
花
に
関
 
 

し
て
、
（
値
打
－
京
着
値
）
土
見
着
値
の
計
算
式
に
よ
り
、
⑳
長
谷
川
家
が
販
売
以
前
 
 

に
企
図
し
た
各
紅
花
荷
の
利
益
率
を
単
純
に
合
計
し
平
均
す
る
と
一
八
・
六
二
％
と
 
 

な
り
利
益
率
の
目
標
を
高
く
設
定
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
表
2
の
デ
ー
 
 

タ
か
ら
①
～
⑤
の
紅
花
荷
の
販
売
結
果
を
合
計
し
そ
の
平
均
利
益
率
を
算
出
す
れ
ば
 
 

八
・
五
九
％
と
な
る
。
値
打
の
設
定
に
よ
り
同
家
が
当
初
設
定
し
た
利
益
率
の
目
標
 
 

値
と
販
売
結
果
に
お
け
る
実
際
の
利
益
率
と
で
は
一
〇
％
余
異
な
る
結
果
と
な
っ
た
。
 
 

市
場
の
現
実
と
と
も
に
、
同
家
が
高
め
に
値
打
を
設
定
し
高
水
準
の
利
益
率
を
追
求
 
 

す
る
積
極
的
な
販
売
戦
略
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
従
来
、
京
着
値
・
値
 
 

打
・
仕
切
値
段
の
三
値
の
関
係
を
ふ
ま
え
た
個
別
商
人
の
紅
花
販
売
実
態
の
分
析
は
 
 

な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
だ
け
に
、
表
1
は
紅
花
商
人
に
よ
る
売
り
付
け
交
渉
の
意
図
 
 

と
現
実
を
大
量
の
デ
ー
タ
よ
り
あ
き
ら
か
に
す
る
貴
重
な
資
料
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

さ
ら
に
、
⑳
長
谷
川
家
が
販
売
以
前
に
企
図
し
た
各
紅
花
荷
の
利
益
率
目
標
値
を
 
 

検
討
す
る
と
、
最
高
が
1
6
番
の
⑳
寺
新
で
二
六
二
一
六
％
、
最
低
が
3
6
番
の
⑳
灰
龍
 
 

で
九
・
三
％
で
あ
る
。
そ
の
率
は
各
荷
毎
に
異
な
り
大
き
な
幅
が
あ
り
、
値
打
が
各
 
 

荷
の
一
駄
あ
た
り
京
着
値
に
一
律
の
利
益
率
目
標
値
を
か
け
て
決
定
さ
れ
た
の
で
は
 
 

な
い
こ
と
が
明
確
で
あ
る
。
⑳
長
谷
川
家
が
荷
毎
に
附
花
を
用
い
て
品
質
を
査
定
し
、
 
 

市
場
に
お
け
る
利
益
性
を
各
荷
毎
に
検
討
し
値
打
を
し
売
り
付
け
交
渉
に
臨
ん
だ
こ
 
 

と
が
指
摘
で
き
る
。
 
 

三
 
嘉
永
三
～
五
年
の
紅
花
取
引
の
実
態
 
 

表
3
・
表
4
は
、
Ⅱ
嘉
永
三
庚
成
年
九
月
吉
日
「
為
登
紅
苧
糸
元
揚
り
取
調
帳
」
 
 

を
も
と
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
表
6
・
表
7
は
、
Ⅲ
嘉
永
五
年
九
月
吉
 
 

日
「
子
夏
為
登
紅
花
青
苧
綿
糸
調
」
を
も
と
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

Ⅱ
・
Ⅲ
の
帳
面
は
と
も
に
Ⅰ
の
帳
面
と
記
載
様
式
は
類
似
し
て
い
る
が
、
Ⅲ
の
帳
 
 

面
に
は
値
打
の
記
載
が
な
く
、
ま
た
Ⅱ
・
Ⅲ
の
帳
面
に
は
各
紅
花
荷
毎
に
仕
入
地
 
 

（
お
よ
び
干
花
生
産
者
）
や
品
質
に
関
す
る
情
報
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
点
な
ど
が
Ⅰ
 
 

の
帳
面
と
異
な
る
。
ま
た
、
嘉
永
三
・
五
年
の
紅
花
荷
に
関
し
て
は
各
荷
毎
の
売
却
 
 

結
果
を
記
し
た
上
京
支
配
人
の
 
「
紅
花
売
日
荷
得
簿
」
 
な
ど
の
帳
面
が
現
段
階
で
は
 
 

確
認
で
き
な
い
た
め
、
多
く
の
紅
花
荷
に
つ
い
て
仕
切
値
段
な
ど
が
不
明
で
あ
り
、
 
 

全
体
的
な
紅
花
売
買
と
利
益
の
実
態
を
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
Ⅰ
の
 
 

帳
面
で
は
先
述
し
た
よ
う
に
二
つ
の
書
上
が
括
り
付
け
ら
れ
て
い
た
た
め
遅
れ
て
集
 
 

出
荷
し
た
紅
花
の
荷
量
な
ど
が
判
明
し
た
が
、
Ⅱ
・
Ⅲ
の
帳
面
に
は
そ
う
し
た
書
上
 
 

類
が
括
り
付
け
ら
れ
て
は
い
な
い
 
（
た
だ
し
、
嘉
永
三
年
に
つ
い
て
は
Ⅱ
の
帳
面
と
 
 

は
別
に
、
同
年
に
出
荷
し
た
奥
州
紅
花
の
一
部
に
関
す
る
仕
切
調
書
上
が
存
在
し
て
 
 

い
る
の
で
後
に
ふ
れ
る
）
。
表
3
・
表
4
お
よ
び
表
6
・
表
7
は
、
こ
の
よ
う
な
特
徴
 
 

を
も
つ
帳
面
の
性
格
を
ふ
ま
え
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
 
 

表
で
対
象
に
し
た
紅
花
は
夏
為
登
＝
通
常
出
荷
期
に
出
荷
し
た
も
の
が
中
核
で
あ
る
 
 

と
考
え
ら
れ
、
奥
州
紅
花
を
中
心
に
遅
れ
て
集
出
荷
し
た
紅
花
荷
は
一
部
を
除
き
把
 
 

握
で
き
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
Ⅱ
・
Ⅲ
の
帳
面
の
史
料
的
制
約
と
 
 

特
徴
を
把
握
し
た
う
え
で
、
以
下
分
析
を
お
こ
な
う
。
 
 
 

ま
ず
、
表
4
や
そ
の
他
の
史
料
を
も
と
に
嘉
永
三
年
の
集
出
荷
の
実
態
に
つ
い
て
 
 

考
察
し
た
い
。
Ⅱ
の
帳
面
に
は
最
上
紅
花
の
み
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
表
4
の
合
計
 
 

は
八
〇
八
七
袋
（
一
二
六
駄
二
三
袋
）
 
に
お
よ
ぶ
。
い
ず
れ
も
夏
為
登
の
最
上
紅
花
 
 

で
あ
る
。
表
2
の
①
～
⑤
・
⑥
が
嘉
永
二
年
夏
為
登
の
最
上
紅
花
に
相
当
す
る
が
、
 
 

そ
の
合
計
六
五
一
六
袋
を
上
回
る
荷
数
で
あ
る
。
夏
為
登
の
最
上
紅
花
の
約
四
分
の
 
 

三
を
内
造
り
が
占
め
て
い
る
点
は
前
年
と
同
様
で
あ
り
、
羽
州
村
山
郡
に
お
け
る
集
 
 

出
荷
の
主
な
基
盤
が
⑳
長
谷
川
店
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
 
 

こ
こ
で
も
検
証
で
き
る
。
②
の
大
町
村
六
右
衛
門
、
③
の
天
神
湯
ノ
沢
川
嶋
屋
権
吉
、
 
 

④
の
天
童
可
高
木
屋
七
兵
衛
、
⑤
の
楯
岡
青
沼
惣
治
、
⑥
の
江
俣
村
有
鈴
木
屋
長
四
 
 

郎
は
、
前
年
と
比
較
す
る
と
各
荷
数
に
増
減
が
見
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
連
年
に
わ
 
 

た
っ
て
⑳
長
谷
川
家
の
最
上
紅
花
の
仲
買
・
荷
造
り
を
担
当
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
 
 

る
。
そ
の
う
ち
有
線
木
屋
は
、
や
は
り
前
年
に
引
き
続
き
組
合
（
⑦
）
に
参
加
し
て
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表4 嘉永3年（柑50）長谷川吾郎治家の紅花取引の実態（最上紅花分）  

産地・集出荷形態   荷  数   原  価   

袋  （％）   両  

①内造り分  6007  （74．28）   4919．71   

②大町村六右衛門殿追分   564  （6．97）   472．44   

③天神湯沢川嶋屋権吉殿   38  （0．47）   30．17   

④天童高木屋七兵衛殿造り分   531 （6．57）   429．25   

⑤楯岡青沼惣治殿造り分   181 （2．24）   154．02   

⑥江俣村鈴木屋長四郎殿造分   146  （1．81）   127．84   

⑦江俣村鈴木屋長四郎殿組合分  298（3．68）  244．86  

⑧寒河江造り天童造り分   

⑳五分萄五分組合  322（3．98）  267．99   

8087（100．00）  6646．28   
合  計  

（126駄23袋）  

典拠）嘉永3年9月「為登紅苧糸元揚り取調帳」（宮城県柴田郡村田町大沼正治郎家文書）。  

補注）表3に表示した各紅花荷のデータをもとに作成した。  

い
る
。
⑧
は
上
京
支
配
人
で
あ
る
可
（
可
町
も
使
用
）
大
沼
正
治
郎
と
⑳
長
谷
川
家
 
 

の
均
等
出
資
に
よ
る
組
合
紅
花
で
あ
る
。
こ
の
寒
河
江
花
・
天
童
花
に
関
す
る
集
出
 
 

荷
の
諸
実
務
に
つ
い
て
は
、
Ⅱ
の
帳
面
に
あ
る
口
銭
・
手
当
・
酒
手
な
ど
の
記
載
か
 
 

ら
、
現
地
の
皿
沼
（
嶋
村
枝
郷
）
宇
八
・
天
童
可
高
木
屋
が
仲
買
・
荷
造
り
、
米
蔵
・
 
 

庄
右
衛
門
が
取
引
立
会
い
、
鍵
屋
が
取
次
を
お
こ
な
い
、
十
右
衛
門
・
三
八
が
そ
の
 
 

他
実
務
に
関
与
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
表
3
の
番
号
7
9
～
8
2
が
こ
の
組
合
紅
花
に
 
 

該
当
す
る
が
、
そ
の
荷
印
②
は
㊧
長
谷
川
家
と
倉
可
両
大
沼
家
の
組
合
紅
花
な
ど
に
 
 

用
い
ら
れ
る
荷
印
で
あ
り
、
両
家
の
屋
印
を
合
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
組
合
紅
 
 

花
の
集
出
荷
は
㊧
可
両
家
の
共
同
出
資
に
よ
り
現
地
の
宇
八
・
高
木
屋
以
下
に
実
務
 
 

を
担
わ
せ
て
実
現
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
 
 
 

嘉
永
三
年
に
お
い
て
⑳
長
谷
川
家
が
夏
為
登
の
最
上
紅
花
以
外
に
ど
れ
だ
け
の
紅
 
 

花
を
出
荷
し
た
か
は
先
述
の
よ
う
に
不
明
で
あ
る
が
、
可
大
沼
家
文
書
に
は
そ
の
一
 
 

部
の
動
向
を
知
ら
せ
る
史
料
が
あ
る
。
翌
四
年
一
〇
月
に
⑳
長
谷
川
店
が
大
沼
屋
正
 
 

次
郎
に
宛
て
た
書
上
で
、
内
容
は
A
「
嘉
永
三
成
夏
為
登
奥
仙
紅
花
売
仕
切
調
水
沢
 
 

造
り
」
、
B
 
「
嘉
永
三
成
年
為
登
山
田
屋
新
五
郎
殿
追
分
売
仕
切
調
」
、
C
「
戊
夏
為
 
 

登
最
上
紅
花
組
合
分
売
仕
切
分
調
」
 
か
ら
な
る
。
 
 

A
は
⑳
二
分
五
厘
・
⑳
二
分
五
厘
・
合
二
分
五
厘
・
可
二
分
五
厘
の
四
家
が
均
等
 
 

出
資
し
た
組
合
形
態
に
よ
る
出
荷
紅
花
の
仕
切
調
書
上
で
あ
り
、
荷
印
に
⑳
印
・
⑳
 
 

印
・
②
印
が
付
さ
れ
た
合
計
一
〇
三
〇
袋
の
奥
仙
紅
花
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
 
 

こ
の
紅
花
荷
の
原
価
 
（
異
代
金
諸
掛
り
添
金
等
）
合
計
は
金
七
四
五
両
三
分
・
銀
五
 
 

（
得
）
 
 

匁
七
分
四
厘
、
売
代
金
合
計
か
ら
原
価
合
計
を
差
し
引
い
た
純
益
 
（
利
徳
金
）
合
計
 
 

は
金
九
八
両
二
分
二
朱
・
銀
一
七
匁
七
分
九
厘
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
数
値
 
 

を
も
と
に
利
益
率
を
試
算
す
る
と
一
三
・
二
六
％
と
な
る
。
こ
の
利
得
金
を
均
等
に
 
 

四
ツ
劃
し
て
長
谷
川
吉
郎
治
・
長
谷
川
吉
内
・
大
沼
正
七
・
大
沼
正
治
郎
の
各
家
が
 
 

取
得
し
て
い
る
。
こ
の
奥
州
水
沢
造
り
の
組
合
紅
花
の
集
荷
に
関
し
て
は
さ
ら
に
別
 
 

史
料
を
可
大
沼
家
文
書
の
な
か
に
確
認
で
き
た
。
嘉
永
三
年
八
月
に
水
沢
穀
田
屋
七
 
 

平
が
村
田
大
沼
正
七
・
正
治
郎
に
宛
て
た
 
「
成
年
紅
花
入
記
」
 
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
 
 

一作刃212－   



山形城下町商人長谷川吉郎治家における紅花取引の実態一岩田  

表5 嘉永4年（1851）長谷川家・大沼家組合紅花取引の実態（夏為登分）  

仲   買   人  

地  名   名  
荷印・荷数   原価合計   備  考  

袋  両  

天 童  高木屋七兵衛造     ②印紅花 348  314．25  組合仲真 ⑳5分・可5分   

南 部  吉田屋庄四郎殿造  ⑳印紅花  395   320．625   ′′  ⑳5分・企、3分・可2分   

水 沢  穀田屋七平殿造  ⑳印紅花  746   600．625   ／／  
〝   

一ノ関  金森屋新之助殿  ⑳印紅花  378   315．00   〝  ／／   

計  1867  1550．50  

嘉永4年10月「②組合紅花買揚井奥仙南部紅花荷数調帳」（宮城県柴田郡村田町大沼正治郎家文書）。  

金額は両以下は10進法で表示した。端銀は切り捨てた。  

妙
齢
 
 

典
補
 
 

れ
ば
、
穀
田
屋
は
A
の
大
部
分
に
相
 
 

当
す
る
九
九
八
袋
の
紅
花
荷
を
才
治
 
 

ら
七
名
の
小
商
人
・
生
産
者
か
ら
仲
 
 

買
し
、
そ
の
買
代
金
に
役
金
・
仲
金
 
 

口
銭
・
荷
造
り
入
用
を
加
算
し
た
原
 
 

価
合
計
金
七
〇
九
両
二
分
・
銀
三
匁
 
 

五
分
余
を
両
大
沼
家
に
請
求
し
、
両
 
 

大
沼
家
か
ら
八
月
中
に
皆
済
さ
れ
た
 
 

こ
と
が
検
証
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
 
 

こ
の
水
沢
花
の
集
出
荷
は
⑳
⑳
合
可
 
 

の
共
同
出
資
に
よ
り
合
可
の
イ
ニ
 
 

シ
ア
チ
ブ
で
水
沢
穀
田
屋
を
仲
買
と
 
 

し
て
動
員
し
、
穀
田
屋
－
現
地
小
商
 
 

人
・
生
産
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
基
 
 

盤
に
実
現
し
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
 
 

組
合
形
態
に
よ
る
集
出
荷
の
構
造
が
 
 

判
明
す
る
事
例
で
あ
る
。
 
 
 

B
は
奥
州
村
田
の
一
口
山
田
屋
新
五
 
 

郎
 
（
山
新
）
 
が
仲
買
・
荷
造
り
の
実
 
 

務
を
お
こ
な
い
、
㊧
二
分
・
合
二
分
・
 
 

可
一
分
二
□
五
分
の
出
資
率
で
集
出
 
 

荷
し
た
組
合
紅
花
の
仕
切
調
書
上
で
 
 

あ
る
。
南
仙
紅
花
で
合
計
一
二
六
〇
 
 

袋
あ
り
、
い
ず
れ
も
荷
印
は
㊧
印
が
 
 

付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
紅
花
荷
の
 
 

原
価
 
（
元
代
金
諸
掛
り
添
金
等
）
合
 
 

計
は
金
一
一
〇
七
両
三
分
・
銀
七
匁
 
 

三
分
、
売
代
金
合
計
か
ら
原
価
合
計
を
差
し
引
い
た
純
益
（
利
得
金
）
合
計
は
金
一
 
 

六
一
両
・
銀
八
匁
八
分
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
数
値
を
も
と
に
利
益
率
を
試
 
 

算
す
る
と
一
四
・
五
五
％
と
な
る
。
こ
の
利
得
金
を
先
の
出
資
率
に
も
と
づ
き
長
谷
 
 

川
吉
郎
治
・
大
沼
正
七
・
大
沼
正
治
郎
・
山
田
屋
新
五
郎
の
四
家
に
分
配
し
て
い
る
。
 
 
 

A
・
B
の
仕
切
調
書
上
の
荷
数
を
合
計
す
る
と
二
二
九
〇
袋
と
な
る
。
な
お
、
Ⅱ
 
 

の
帳
面
の
末
尾
に
は
 
「
直
打
左
二
調
」
 
と
し
て
南
仙
分
五
一
銘
柄
、
奥
仙
分
一
九
銘
 
 

柄
の
名
称
と
各
値
打
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
各
荷
数
な
ど
は
不
明
で
あ
る
が
、
 
 

値
打
が
最
低
五
九
両
～
最
高
七
五
両
の
幅
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
合
計
七
〇
銘
 
 

柄
の
う
ち
約
三
分
の
一
の
南
仙
分
一
三
銘
柄
、
奥
仙
分
一
〇
銘
柄
が
A
・
B
の
仕
切
 
 

調
書
上
に
出
て
く
る
全
銘
柄
と
合
致
す
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
嘉
永
三
年
に
㊧
長
谷
川
 
 

家
が
出
荷
し
た
奥
州
紅
花
の
荷
数
は
A
・
B
の
仕
切
調
書
上
に
あ
る
荷
数
二
二
九
〇
 
 

袋
を
大
き
く
上
回
る
量
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
 
 

な
お
、
C
の
仕
切
調
書
上
は
先
述
し
た
⑳
可
両
家
の
共
同
出
資
に
よ
る
寒
河
江
・
 
 

天
童
集
荷
の
組
合
紅
花
（
表
3
の
⑧
）
 
の
仕
切
調
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
原
価
 
 

（
元
代
金
掛
物
問
屋
世
話
料
等
）
合
計
金
二
六
八
両
・
銀
一
二
匁
七
分
、
売
代
金
か
ら
 
 

原
価
合
計
を
差
し
引
い
た
純
益
 
（
利
得
金
）
 
合
計
は
金
四
〇
両
三
分
・
銀
一
匁
六
厘
 
 

と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
利
益
率
を
試
算
す
る
と
一
五
二
一
〇
％
と
な
る
。
こ
の
利
得
 
 

金
を
⑳
可
両
家
で
ニ
ッ
割
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
 
 
 

こ
こ
ま
で
の
考
察
に
よ
り
、
嘉
永
三
年
の
⑳
長
谷
川
家
の
出
荷
紅
花
の
利
益
率
の
 
 

実
態
に
つ
い
て
は
、
部
分
的
な
デ
ー
タ
で
は
あ
る
が
A
・
B
・
C
の
仕
切
調
書
上
よ
 
 

り
、
奥
仙
紅
花
・
南
仙
紅
花
は
一
三
～
一
四
％
台
、
最
上
紅
花
は
一
五
％
台
と
い
う
 
 

利
益
率
を
達
成
し
て
お
り
、
前
年
の
嘉
永
二
年
と
比
較
し
て
高
水
準
と
な
っ
て
い
た
 
 

こ
と
が
判
明
す
る
。
 
 
 

長
谷
川
家
・
大
沼
家
の
両
家
は
組
合
形
態
に
よ
る
集
出
荷
を
活
発
に
展
開
し
た
。
 
 

嘉
永
四
年
の
㊧
長
谷
川
家
の
紅
花
取
引
の
全
貌
を
あ
き
ら
か
に
す
る
史
料
は
確
認
で
 
 

き
て
い
な
い
が
、
可
大
沼
家
文
書
の
な
か
に
嘉
永
四
辛
亥
年
夏
為
登
分
十
月
吉
日
改
 
 

「
㊧
組
合
紅
花
買
揚
井
奥
仙
南
部
紅
花
荷
数
調
帳
⑳
」
（
裏
表
紙
は
記
載
無
し
）
が
あ
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り
、
同
年
に
お
け
る
両
家
組
合
紅
花
の
動
向
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
概
要
を
表
5
に
示
 
 

し
た
。
㊧
・
合
・
可
（
雪
 
の
三
家
が
表
5
の
備
考
欄
に
示
し
た
各
割
合
で
共
同
出
 
 

資
し
、
天
童
可
富
木
屋
七
兵
衛
・
南
部
黒
沢
尻
吉
田
屋
庄
四
郎
・
水
沢
穀
田
屋
七
平
・
 
 

一
ノ
関
金
森
屋
新
之
助
に
仲
買
・
荷
造
り
の
実
務
を
依
頼
し
、
合
計
一
八
六
七
袋
 
 

（
う
ち
最
上
紅
花
三
四
八
袋
、
南
部
紅
花
三
九
五
袋
、
奥
仙
紅
花
一
一
二
四
袋
）
の
集
 
 

出
荷
を
実
現
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
組
合
紅
花
（
表
5
）
に
関
す
 
 

る
仕
切
調
書
上
 
（
嘉
永
五
年
九
月
⑳
長
谷
川
吾
郎
治
作
成
、
大
沼
正
治
郎
宛
。
表
題
 
 

無
し
）
が
可
大
沼
家
文
書
に
あ
る
の
で
分
析
し
た
い
。
そ
こ
で
記
載
さ
れ
て
い
る
売
 
 

代
金
合
計
・
原
価
合
計
・
利
得
金
か
ら
利
益
率
を
算
出
す
る
と
、
最
上
紅
花
の
②
印
 
 

三
四
八
袋
は
八
・
八
四
％
、
奥
仙
・
南
仙
紅
花
の
⑳
印
合
計
一
五
一
九
袋
は
二
五
・
 
 

五
九
％
と
な
り
、
嘉
永
四
年
に
お
け
る
奥
州
紅
花
の
利
益
率
の
高
さ
が
注
目
さ
れ
る
。
 
 

そ
の
利
得
金
は
表
5
の
各
出
資
率
に
よ
り
各
家
に
分
配
さ
れ
た
。
⑳
長
谷
川
吾
郎
治
 
 

と
合
大
沼
正
七
・
可
（
習
大
沼
正
治
郎
が
奥
仙
・
南
仙
紅
花
は
も
ち
ろ
ん
、
最
上
 
 

紅
花
の
集
出
荷
で
も
組
合
形
態
で
活
発
に
共
同
し
て
い
た
こ
と
は
表
5
の
ほ
か
、
表
 
 

1
の
⑥
・
表
4
の
⑧
・
表
7
の
③
・
表
9
の
③
か
ら
も
確
認
で
き
、
嘉
永
～
安
政
期
 
 

に
常
態
化
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
 
 
 

つ
ぎ
に
、
表
7
を
も
と
に
嘉
永
五
年
の
集
出
荷
の
実
態
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
 
 

こ
の
表
の
典
拠
史
料
で
あ
る
Ⅲ
嘉
永
五
年
九
月
吉
日
「
子
夏
為
登
紅
花
青
学
絹
糸
調
」
 
 

の
表
題
か
ら
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
表
7
の
対
象
紅
花
は
基
本
的
に
同
年
の
夏
為
登
 
 

（
後
）
 
紅
花
に
限
ら
れ
る
（
跡
買
南
部
紅
花
（
表
7
の
⑧
）
も
Ⅲ
の
帳
面
に
は
記
さ
れ
て
お
り
 
 

一
部
の
跡
買
荷
も
含
ま
れ
る
が
、
こ
の
部
分
は
あ
き
ら
か
に
筆
跡
・
書
式
が
⑪
ま
で
 
 

と
は
異
な
り
後
に
追
記
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
）
。
Ⅲ
の
帳
面
は
、
最
上
紅
花
に
限
定
し
 
 

て
い
た
Ⅱ
の
帳
面
と
は
異
な
り
、
他
産
地
の
紅
花
も
記
載
し
て
お
り
、
夏
為
登
＝
通
 
 

常
出
荷
期
に
⑳
長
谷
川
家
が
集
出
荷
し
た
紅
花
産
地
の
分
布
が
把
握
で
き
る
。
合
計
 
 

七
八
四
九
袋
（
一
二
二
駄
四
一
袋
）
と
い
う
荷
数
は
、
嘉
永
二
年
の
夏
為
登
分
（
表
 
 

2
の
①
～
⑥
）
 
が
一
三
〇
〇
〇
袋
を
上
回
っ
て
い
た
こ
と
と
比
較
す
る
と
少
な
い
。
 
 

夏
為
登
の
最
上
紅
花
に
限
定
し
て
比
較
し
て
も
、
嘉
永
二
年
（
表
2
の
①
～
⑥
・
⑥
）
 
 

六
五
一
六
袋
、
嘉
永
三
年
 
（
表
4
）
 
八
〇
八
七
袋
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
嘉
永
五
年
 
 

（
表
7
の
①
～
⑦
）
は
四
三
三
四
袋
に
と
ど
ま
り
、
⑳
長
谷
川
家
は
嘉
永
五
年
夏
為
登
 
 

の
紅
花
出
荷
量
を
全
体
と
し
て
縮
小
さ
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

最
上
紅
花
の
う
ち
内
造
り
分
 
（
①
②
）
 
が
約
三
分
の
二
を
占
め
比
重
が
高
い
点
は
 
 

従
来
と
同
様
で
あ
る
。
一
方
、
②
の
岡
崎
米
蔵
、
③
の
村
田
可
大
沼
正
治
郎
、
⑤
の
 
 

食
徳
次
、
⑦
の
江
俣
村
有
鈴
木
屋
長
四
郎
な
ど
の
、
い
ず
れ
も
均
等
出
資
の
組
合
形
 
 

態
に
よ
る
集
出
荷
量
の
比
率
が
例
年
よ
り
も
高
ま
り
、
か
つ
新
規
の
共
同
出
資
者
（
②
 
 

⑤
）
 
と
小
規
模
な
組
合
出
荷
で
あ
る
が
提
携
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
②
の
場
 
 

合
は
、
集
出
荷
の
実
務
は
長
谷
川
店
が
担
当
し
て
い
る
の
で
買
付
資
金
の
共
同
出
資
 
 

が
目
的
の
組
合
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
⑳
長
谷
川
家
が
共
同
出
資
者
を
固
定
化
 
 

せ
ず
に
出
荷
組
合
を
形
成
し
、
集
荷
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
開
拓
や
買
付
資
金
の
補
強
を
 
 

志
向
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
④
は
大
町
村
六
右
衛
門
、
⑥
は
楯
岡
青
沼
 
 

惣
次
、
⑦
は
有
給
木
屋
が
連
年
通
り
仲
買
・
荷
造
り
を
お
こ
な
っ
た
。
 
 
 

他
産
地
紅
花
の
集
出
荷
の
動
向
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
江
戸
紅
花
市
場
に
進
出
し
 
 

⑨
江
戸
新
和
泉
町
の
出
羽
屋
喜
兵
衛
を
仲
買
と
し
た
集
出
荷
（
ま
た
表
6
の
5
4
・
5
5
か
 
 

ら
一
部
は
京
都
為
登
置
荷
を
買
い
入
れ
て
い
る
こ
と
も
判
明
す
る
）
 
を
実
施
し
た
点
 
 

や
、
⑧
の
下
総
古
河
宿
の
八
百
屋
儀
左
衛
門
を
仲
買
と
し
て
総
州
紅
花
な
ど
の
買
い
 
 

付
け
を
実
現
し
た
こ
と
で
あ
る
。
⑳
長
谷
川
家
が
産
地
や
集
荷
商
人
を
固
定
化
せ
ず
、
 
 

年
に
よ
り
変
化
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
⑪
の
奥
仙
紅
花
買
入
分
に
つ
い
て
 
 

は
水
沢
の
穀
田
屋
七
平
・
南
部
黒
沢
尻
の
吉
田
屋
庄
四
郎
ら
が
仲
買
・
荷
造
り
を
担
 
 

（
谷
）
 
 

当
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
 
（
表
6
備
考
欄
参
照
。
東
山
や
岩
井
堂
な
ど
か
ら
集
荷
）
。
 
 

奥
州
紅
花
に
関
し
て
は
、
遅
れ
て
集
出
荷
し
た
紅
花
の
多
く
が
Ⅲ
の
帳
面
か
ら
は
洩
 
 

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

Ⅱ
・
Ⅲ
の
帳
面
の
注
目
点
は
、
最
上
紅
花
分
に
関
し
て
各
紅
花
荷
毎
に
仕
入
地
 
 

（
お
よ
び
干
花
生
産
者
）
や
品
質
に
関
す
る
情
報
が
朱
書
き
し
て
あ
る
点
に
あ
る
。
幕
 
 

末
期
山
形
城
下
町
商
人
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
よ
る
最
上
紅
花
買
い
付
け
の
実
態
を
、
 
 

同
一
年
度
に
大
量
に
、
か
つ
地
域
空
間
的
に
あ
き
ら
か
に
す
る
貴
重
な
デ
ー
タ
で
あ
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表6 嘉永5年（1852）長谷川吾郎治家の紅花荷一覧  【表6－1】  

備  考 （仕 入 地 な ど）  原  価  荷  数  荷印・銘柄  

袋
 
 

両  両  

① 内造リ  
、■、 例年灰光村最上川通すじ  
山形廻り風間村百姓口合  

東山田中三宝賀百姓寄買口合  

最上川通寺津百姓上物口合  

最上川通諸方集寄買 上晶□合  

最上川通寺津新田百姓寄貫  

最上川通元楯村百姓寄買口合  

最上川通取集口合  

下中宝沢百姓干口合 但し宝紅押込上り  

下中宝沢村百姓干口合  

東山高木村高野百姓干 寄買口合  

山寺馬形百姓干 寄買極上撰 外高山寄買入  

上宝沢新山百姓干寄買入分口合 但し宝稀押込上り  

上宝沢寄買百姓干 但し天下一押込上り  

中通最上川すじ文右衛門新田  

上山在長野百姓干寄真  
上山在寄買入分口合  

山形廻り落合村百姓干 寄賢口合  

上山在百姓寄抜キ買口合  

上山在百姓寄抜キ撰買入口合  

中通百姓手干 上晶口合  

山形在落合村口合  

例年佐印村百姓寄買 最上川通すじ  

例年佐印村寄買 最上川すじ  

奥仙占商人持参候分 当所二而買入  

259．45  

87．12  

164．82  

190．27  

104．39  

156．82  

74．61   

56．10   

88．39  

63．79   

95．99  

67．30  

89．64  

100．44   

59．53  

149．12   

78．16  

124．65   

85．95   

81．65   

44．51   

40．41  

213．56   

87．81  

17．01  

2
 
1
 
2
 
3
 
（
U
 
5
 
3
 
0
 
2
 
2
 
3
 
6
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
9
 
6
 
6
 
1
 
2
 
0
0
 
8
 
8
 
6
 
9
 
0
 
4
 
5
 
7
 
5
 
8
 
3
 
3
 
2
 
2
 
．
1
 
．
1
 
2
 
8
 
8
 
4
 
7
 
7
 
3
 
7
 
3
 
3
 
4
 
3
 
0
0
 
7
 
4
 
5
 
4
 
4
 
2
 
0
0
 
p
O
 
O
 
6
 
9
 
9
 
5
 
5
 
5
 
0
 
8
 
8
 
3
 
1
 
9
 
9
 
0
 
 

6
 
4
 
5
 
6
 
6
 
6
 
6
 
5
 
5
 
5
 
6
 
6
 
6
 
氏
U
 
5
 
6
 
6
 
5
 
6
 
6
 
6
 
5
 
6
 
6
 
6
 
 

⑳灰光  

⑳谷風  

⑳大極  

⑳本緋  

①佐印  

⑳灰光  

⑳金冠  

㊨大頭  

⑳宝雨  

⑳宝紅  

⑳旭山  

⑳花王  

⑳天下一  

⑳宝稀  

⑳名月  

⑳金時  

⑳金時  

⑳極旭  

⑳鬼腕  

㊨鬼頭  

⑳大関  

⑳剣山  

⑳佐印  

⑳佐印  

⑳仙旭   

袋〆  

1
 
4
 
5
 
9
 
2
 
5
 
4
 
8
 
7
 
0
 
2
 
5
 
3
 
3
 
9
 
5
 
6
 
0
0
 
0
 
6
 
5
 
0
 
7
 
1
 
0
0
 
3
 
6
 
1
 
（
l
・
0
 
8
 
0
 
5
 
7
 
6
 
9
 
7
 
0
 
6
 
8
 
9
 
6
 
4
 
7
 
5
 
0
0
 
7
 
4
 
5
 
9
 
8
 
1
 
5
 
 

6
 
 

2
1
1
1
1
1
 
 

2
 
 

1  

2  

3  

4  

5  

6  

7  

8  

9  

10  

11  

12  

13  

14  

15  

16  

17  

18  

19  

コ0  

21  

22  

23  

24  

25  

② 内造り⑧五分岡崎米蔵殿五分組合仲真  
山形町 五日町すわ町口合  
山形町商人干 外二地廻り百姓も少し入  

45．31  53．10  

51．33  61．76  

⑳極雨  75  

⑳沢紅  77   

袋〆  152  

⑨ 村田大沼屋庄治郎殿組合口⑳五分狙五分仲真  
山形 青田小立桜田百姓寄抜買入口合  

山形在落合村  

山形在落合村市左衛門手千  

213  JJ．Jβ  J7（フ．2β  

92  百且gβ  77．42  

65  5J．ββ  5J．ββ  

㊧出精  

⑤極光 ⑤市娘  袋〆  涌緑軌ムJ†314．10  370  

④ 大町村六右衛門殿造  
例年滴水印村下郷  

下郷頭物口合  

下郷 大町村百姓干口合  

67．63  80．31  

68．28  80．02  

68．28  86．42  

6
 
5
 
1
 
2
 
 

7
 
7
 
8
 
3
 
 

2
 
 

⑳清水  

⑳音姫  

⑨浦鳩   

袋〆  

⑤ ⑳五分食億次五分組合  
最上第一 松沢百姓手干  

最上第一 嶋村大堀村百姓千  

最上下郷第一 蟹沢村  

3
 
3
 
3
 
 

り
ー
 
■
・
 
【
・
 
 

0
 
7
 
7
 
 

7
 
6
 
6
 
 

2
 
3
 
9
 
4
 
 

2
 
3
 
1
 
7
 
 

⑳天下一  

⑬金冠  

◎金星蟹紅   

袋〆  

⑥ 楯岡青沼惣次殿造リ  
下郷 楯岡近在百姓干  

下郷 長トロ百姓手干口合  

最上第一 松沢村百姓寄抜キロ合  

最上下郷楯岡在百姓寄買口合  

楯岡在百姓寄買入□合  
楯岡在百姓寄抜キロ合  

楯岡在百姓寄買口合  

145．95  

75．60  

39．54  

84．00  

80．85  

91．35  

132．30  

（
U
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
 

2
 
2
 
3
 
2
 
2
 
2
 
2
 
7
 
7
 
0
 
7
 
7
 
7
 
7
 
 

6
 
仁
U
 
7
 
6
 
6
 
6
 
6
 
 

9
 
2
 
6
 
0
 
7
 
7
 
6
 
7
 
 

3
 
7
 
3
 
8
 
7
 
8
 
2
 
1
 
 

1
 
ご
U
 
 

⑨金王山  

⑳長稀  

⑳松沢  

⑨一力  

⑤荒熊  

⑤消姫  

⑤小柳   

袋〆  

37  

38  

39  

40  

41  

42  

43  
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【表6－2】  

荷  数  荷印・銘柄  原  価  備  考 （仕 入 地 な ど）  

袋  両  両  

⑦ 江俣村鈴木長四郎殿造⑳五分粛五分組合  
富l志賀  

貢l岩倉  

貢l石山  

粛宇治   
袋〆  

江俣村百姓寄抜キ 上頭物分  
江俣村商人手干し  
江俣村商人手干し  
下郷最上川すじ寄買抜 頭物  

44  

45  

46  

47  

69  53．22  57．38  

75  53．22  62．37  

74  53．21  61．52  

18  53．21  14．97  

236  

⑧ 古河宿八百屋儀左衛門殿罠口  
⑳玉雨  
⑳玉磨  
⑳水媚  
⑳水頭  
⑳水光  
⑨飛錦   
袋〆  

48  
49  
50  
51  
52  
53  

136  75．00  159．38  

77  68．00  81．81  

67  67．00  70．14  

84  68．00  89．25  

91  71．50  101．66  

74  68．00  78．63  

529  

最上屋（最上屋喜八）行  
最上屋行  
最上屋行  
最上屋行  

最上屋行  
最上屋行  

⑨ 江戸出羽屋書兵衛殿買口  
㊦海老  
②大里  
⑳大井  
⑨愛染  
⑳金谷  
⑳金時司  
⑳金紅  
⑳金司  
⑳金王   
袋〆  

実演屋忠右衛門殿行 尤京都為登置分買入候  
伊勢屋理右衛門殿行 尤京都為登置分買入候  
古長（古手屋長右衡門）殿行  
舌長殿行 但し極上品也 大略八十九両 但し見当  
綿勇（綿屋勇蔵）殿行  
古長殿行 此晶ハ随分頭物上々晶  
古長殿行 此分も頭物権上  
古長殿行 此分直段別段利好物 極々上品也  
古長殿行 此分極々晶宜敷頭物 直段ハ格別利好上品也  

54  
55  
56  
57  
58  
59  
60  
61  
62  

73   四印込 82．50  94．10  

73  82．50  90．23  

74  82．50  95．39  

71  ” 82．50  91．52  

92  78．00  112．13  

69   ニロ込 85．50  92．18  

71  85．50  94．85  

80  80．00  100．00  

76  80．00  95．00  

776  

⑲ 酒田鎧屋惣右衛門殿庄内紅花買入  
121  
6   

⑳黄金          ⑳金時             袋数〆  127  

55．0位  仕切参不申 是非其内取急キ売払第一之晶也  
右同断  

103．98  

⑪ 奥仙紅花買入分  
⑳仙輝  
⑳仙雄  
㊨仙金光  
㊨仙金登  

⑳仙飛  
⑳仙頭  
⑳仙緑  
⑳仙珠  
㊨仙若戎  
⑳仙鶴  
⑳仙穀  
⑳旭山  
⑳仙錦  
⑳金程々   
奥辿車型才  

東山買口分  
東山貫口分  
東山買口分  
東山買口分  
⑳訳口壱番  
⑳訳口弐番  
㊨訳口三番  
⑳訳口四番  
東山買上候分 ⑳訳口取合  
⑳印訳口  
水沢穀七（穀田屋七平）殿占買上晶  
南部 岩井堂造り  
南部吉庄（吉田屋庄四郎）殿出し  
南部吉庄殿出し  

173  

147  

110  

126  

87  

87  

88  

87  

105  

63  

110  

128  

88  

88  

1487  

65  

66  

67  

68  

69  

70  

71  

72  

73  

74  

75  

76  

77  

78  

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
 
 

⑫ 跡買南部紅花  
⑳老松  
⑳仙松  
⑳沢撰  
⑳沢稀  
⑨花司  
㊨花司花園  
⑳花園  
一」   ⊂コ  

丁9  

80  

81  

82  

83  

84  

85  

綿勇殿行  
田行（伊勢屋源助）  
珂行（西村屋滴九郎）  
△行（伊勢屋理右衡門）   

ノ今行（最上屋喜八）  

⑳行（美機屋思右衡門）  

8
 
D
U
 
Q
U
 
O
0
 
8
 
2
 
4
 
6
 
 

8
 
8
 
（
X
U
 
8
 
8
 
2
 
3
 
9
 
 

1
 
5
 
 

一
一
一
一
一
一
一
 
 

典拠）＿ 嘉永5年9月「子夏為登紅花育苧絹糸調」（宮城県柴田郡村田叫‘大沼正治郎家文書）。  
補注）＊1小数点以下は10進法である。四捨五入により小数第2位までを表示した。帳面にある永貫匁および銀貫匁の記載は金に換算した。  
＊2 原価＝袋数÷64×京著値。  
＊3 番号28～30の紅花荷ついては一駄あたり京者値記載がなく、山形近在の商人や干花生産着から買入た時点での原価（一駄あたり素上  
り）が記載されており、京着値欄に斜体字で表示した。同様に、原価欄の斜体字の数字は、一駄あたり葉上り×各荷物袋数÷64袋（1  
駄）で計算した数値である（帳面記載の数値である）。30番の原価欄の斜体字数字の下にある諸経費込計とは、番号28～30の原価欄の  
斜体字数字の合計に長谷川家（大沼家との組合）がこれらの荷の買入れ後に支出した諸経費（役金・荷造入用・運賃・礼金・口銭など）  
を足した合計（すなわち、これらの荷が京都に着くまでに要した原価の総計）である。  
＊4 上記の他に、津藤屋権六に対する荷為替紅花荷△紅頭稀印100袋（最上紅花）を山形より出荷していることが判明する（江戸井上重次  
郎経由京都行き）。長谷川家が100袋を引当に95両を津藤屋に貸付けその元利金を取得するという荷為替であり、山形の竹原監勇太郎の  
世話で取り組表れたとある（9～11月の利足済の記載有り）。  
＊5 番号①～②の集出荷形態は帳面の記載順に表示した。商人名などの表記法も帳面のままとした。  
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岩田  山形城下町商人長谷川吾郎治家における紅花取引の実態  

る
。
羽
州
村
山
那
に
お
け
る
紅
花
生
産
の
地
域
的
展
開
の
研
究
に
と
っ
て
も
重
要
な
 
 

基
礎
資
料
と
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
表
3
・
表
6
の
各
備
考
欄
に
帳
面
の
史
料
表
 
 

現
通
り
に
記
載
し
た
。
 
 
 

ま
ず
、
表
3
か
ら
、
嘉
永
三
年
の
最
上
紅
花
の
仕
入
地
域
を
検
討
し
よ
う
。
⑳
長
 
 

谷
川
家
は
、
【
山
形
地
廻
り
】
∴
中
通
】
∴
最
上
川
通
】
∴
下
郷
】
・
【
上
山
在
】
な
ど
 
 

の
地
域
区
分
を
使
用
し
仕
入
地
の
記
録
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
①
内
造
り
分
の
仕
入
 
 

地
域
は
、
ま
ず
【
山
形
地
廻
り
】
 
の
仕
入
地
域
と
し
て
前
田
村
・
沖
原
村
・
印
役
村
・
 
 

十
文
字
村
・
風
間
村
・
青
柳
村
・
長
町
村
・
東
山
村
蔦
の
木
・
妙
見
寺
村
・
落
合
村
 
 

な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
同
家
は
こ
れ
ら
山
形
城
下
町
の
近
在
周
辺
域
の
村
々
の
 
 

百
姓
手
干
や
商
人
干
に
な
る
紅
花
を
大
量
に
買
い
入
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
落
合
村
 
 

の
長
九
郎
・
勘
七
・
又
治
郎
・
松
兵
衛
や
風
間
村
の
鰻
頭
屋
な
ど
の
干
花
生
産
者
の
 
 

名
前
・
屋
号
が
記
帳
さ
れ
て
お
り
、
⑳
長
谷
川
家
が
注
目
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
 
 

ま
た
山
形
地
廻
り
と
は
さ
れ
て
い
な
い
が
山
形
よ
り
東
西
の
各
丘
陵
地
沿
い
に
位
置
 
 

す
る
宝
沢
村
・
八
森
村
や
山
辺
・
大
寺
村
か
ら
も
仕
入
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
上
中
 
 

下
宝
沢
村
か
ら
は
各
表
か
ら
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
連
年
良
質
な
紅
花
を
買
い
入
れ
て
 
 

お
り
㊧
長
谷
川
家
の
集
荷
拠
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
つ
ぎ
に
 
【
中
通
】
 
の
 
 

仕
入
地
と
し
て
は
、
長
崎
村
・
達
磨
寺
村
・
文
右
衛
門
新
田
・
七
浦
村
な
ど
が
記
載
 
 

さ
れ
て
い
る
。
山
形
地
廻
り
よ
り
少
し
北
東
城
辺
を
中
通
と
呼
称
し
て
お
り
、
こ
れ
 
 

ら
の
各
村
々
の
百
姓
手
干
紅
花
や
商
人
手
干
揃
品
を
買
い
入
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
【
最
 
 

上
川
通
】
 
の
仕
入
地
と
し
て
は
、
長
崎
村
・
寺
津
村
・
灰
塚
村
・
本
楯
村
・
嶋
村
・
 
 

中
野
目
村
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
 
（
長
崎
村
は
大
村
で
あ
る
た
め
か
中
通
と
重
複
 
 

し
て
入
っ
て
い
る
）
。
中
通
よ
り
も
さ
ら
に
北
の
最
上
川
沿
い
の
村
々
を
最
上
川
通
と
 
 

呼
称
し
て
お
り
、
百
姓
手
干
の
紅
花
を
大
量
に
買
い
入
れ
て
い
る
。
灰
塚
村
の
弁
天
 
 

屋
や
長
左
衛
門
と
い
う
干
花
生
産
者
の
屋
号
・
名
前
が
特
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
 
 

北
方
の
地
域
＝
【
下
郷
】
 
の
仕
入
地
と
し
て
は
羽
入
村
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
 
 

（
長
）
 
 

ま
た
、
山
形
よ
り
南
方
の
 
【
上
山
在
】
 
の
仕
入
地
と
し
て
は
永
野
村
・
小
倉
村
が
記
 
 

（
〓
）
 
載
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
仕
入
地
の
村
々
は
幕
僚
を
は
じ
め
山
形
藩
領
・
上
山
藩
領
・
天
童
藩
領
・
 
 

白
河
藩
領
・
佐
倉
藩
領
・
土
浦
藩
領
な
ど
の
様
々
な
領
主
支
配
の
も
と
に
あ
り
、
⑳
 
 

長
谷
川
家
が
領
主
支
配
の
別
に
関
わ
り
な
く
村
山
郡
の
中
央
・
南
部
に
内
造
り
紅
花
 
 

の
広
域
的
な
集
荷
網
を
つ
く
り
集
出
荷
を
実
現
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
な
か
 
 

で
も
 
【
山
形
地
廻
り
】
 
と
 
【
最
上
川
通
】
 
か
ら
の
集
荷
量
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
地
域
 
 

を
そ
の
重
要
な
基
盤
と
し
て
い
た
こ
と
が
検
証
で
き
る
。
 
 
 

つ
ぎ
に
、
内
造
り
紅
花
の
集
荷
方
式
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
注
目
す
べ
き
は
、
 
 

表
3
の
備
考
欄
を
み
る
と
「
極
々
第
一
之
場
寄
撰
抜
キ
極
稀
之
上
品
」
（
番
号
5
1
）
、
「
極
 
 

上
品
撰
抜
買
入
稀
品
也
」
（
1
6
）
、
「
極
第
一
之
上
場
撰
買
入
分
」
（
2
2
）
、
「
買
抜
上
晶
撰
 
 

分
」
 
（
3
4
）
な
ど
の
記
載
が
多
数
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
㊧
長
谷
川
家
が
仕
入
れ
に
あ
 
 

た
っ
て
産
地
の
生
産
者
や
商
人
よ
り
 
「
極
上
品
」
 
「
稀
晶
」
 
「
上
品
」
 
な
ど
の
高
品
質
 
 

の
紅
花
を
選
び
抜
き
買
い
付
け
て
い
る
ケ
ー
ス
が
よ
く
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
 
 

（
稀
）
 
た
、
「
ま
れ
極
上
品
抜
買
入
合
也
」
 
（
5
2
）
、
「
上
品
合
」
 
（
2
6
）
な
ど
、
複
数
の
生
産
者
 
 

あ
る
い
は
複
数
の
産
地
の
良
質
な
紅
花
を
合
わ
せ
て
一
つ
の
銘
柄
荷
を
追
っ
て
い
る
 
 

こ
と
も
判
明
す
る
。
表
3
の
一
駄
あ
た
り
京
着
値
お
よ
び
一
駄
あ
た
り
値
打
を
み
る
 
 

と
、
上
品
・
選
抜
晶
な
ど
と
記
載
さ
れ
た
紅
花
荷
の
京
着
値
は
凡
そ
五
〇
～
六
〇
両
 
 

前
後
、
値
打
は
凡
そ
六
〇
～
七
五
両
が
付
け
ら
れ
、
他
の
荷
と
比
較
し
て
両
値
と
も
 
 

に
高
い
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
ら
が
産
地
よ
り
選
抜
買
い
さ
れ
た
良
質
紅
花
で
あ
る
こ
 
 

と
を
数
値
か
ら
裏
付
け
る
。
そ
れ
ら
の
買
い
付
け
荷
畳
も
多
い
傾
向
に
あ
る
。
良
質
 
 

な
紅
花
を
算
出
す
る
村
と
し
て
記
載
さ
れ
た
の
は
風
間
村
・
宝
沢
村
・
長
崎
村
・
寺
 
 

津
村
・
灰
塚
村
・
本
楯
村
・
嶋
村
・
永
野
村
・
小
倉
村
な
ど
で
あ
り
、
な
か
で
も
 
 

【
最
上
川
通
】
の
村
々
か
ら
高
品
質
の
紅
花
を
大
量
に
買
い
付
け
る
ケ
ー
ス
が
多
く
確
 
 

認
で
き
る
。
 
 
 

つ
ぎ
に
、
仲
買
お
よ
び
組
合
形
態
に
よ
る
集
出
荷
分
の
仕
入
地
や
仕
入
方
法
に
つ
 
 

い
て
検
討
し
た
い
。
表
3
の
②
大
町
村
六
右
衛
門
殿
造
分
の
仕
入
地
と
し
て
は
、
【
下
 
 

郷
】
 
の
大
町
村
お
よ
び
近
接
す
る
大
酒
水
村
・
今
町
村
・
成
生
村
、
そ
し
て
最
上
川
 
 

対
岸
（
東
側
）
 
の
田
井
村
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
六
右
衛
門
は
居
村
・
近
隣
村
々
の
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表7 嘉永5年（1852）長谷川吉郎冶家の紅花取引の実態  

産地・集出荷形態   荷  数   原  価   

袋 （％）  両  

最上紅花  

①内造り  2653 （33．80）  2581．49  

②内造り  

⑳五分岡崎米蔵殿五分組合仲間  152 （1．94）  114．86  

③村田大沼屋庄治郎殿組合ロ  

⑳五分可五分組合  370 （4．71）  314．10   

④大町村六右衛門殿造   232  （2．96）   246．75   

⑤⑳五分食徳次五分組合   74  （0．94）   79．17   

⑥楯岡青沼惣次殿造り  617 （7．86）  649．59  

⑦江俣村鈴木屋長四郎殿造  

⑳五分可五分組合  236 （3．01）  196．24  

4334   （55．22）   4182．20   

庄内紅花  

⑬酒田鐙屋惣右衛門殿庄内紅花買入   127  （1．62）   103．98＋α   

総州紅花など  

⑧古河宿八百屋儀左衛門殿買口   529  （6．74）   580．87   

武州紅花など  

⑨江戸出羽屋喜兵衛殿買口   776  （9．89）   865．40   

／j＼計（①～⑬）   5766   （73．46）   5732．45＋α   

奥州紅花  

⑪奥仙紅花買入分   1487   （18．95）  

⑫跡買南部紅花   596 （7．59）  

2083 （26．54）  

計（①～⑫）   7849（100．00）  

（122駄41袋）  

典拠）嘉永5年9月「子夏為登紅花育苧絹糸調」（宮城県柴田郡村田町大沼正治郎家文書）。  

補注）表6に表示した各紅花荷のデータをもとに作成した。なお、集出荷形態毎に付けた番号①～⑫は  

表6のそれに対応する。⑬の集出荷形態の原価の数値にある十αとは、表6で判明するように6  

袋分の原価が不明であり、この分が加算されるべきことを示す。  
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百
姓
手
干
に
な
る
紅
花
を
仲
買
・
荷
造
り
し
、
な
か
に
は
 
「
寄
抜
キ
極
稀
品
」
 
を
買
 
 

い
付
け
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
③
天
神
湯
ノ
沢
川
嶋
屋
権
吉
殿
（
追
分
）
 
の
仕
入
地
 
 

は
、
【
下
郷
】
の
居
村
に
限
ら
れ
、
し
か
も
荷
は
権
青
侍
の
手
干
紅
花
で
あ
る
。
川
嶋
 
 

屋
が
千
花
生
産
者
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
川
嶋
屋
権
吉
は
前
年
の
嘉
永
二
年
に
 
 

は
五
四
〇
袋
を
集
出
荷
し
て
い
る
長
谷
川
家
の
有
力
仲
買
の
一
人
で
あ
る
が
、
そ
の
 
 

仕
入
地
域
は
居
村
近
隣
の
葉
山
山
麓
地
域
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
④
 
 

天
童
高
木
屋
七
兵
衛
殿
造
り
分
の
仕
入
地
は
、
【
下
郷
】
 
の
小
関
村
・
高
木
村
・
老
ノ
 
 

森
な
ど
い
ず
れ
も
天
童
廻
り
の
近
村
で
あ
る
。
「
極
吟
味
奇
抜
買
入
」
な
ど
と
記
さ
れ
 
 

て
い
る
よ
う
に
、
高
木
屋
が
こ
れ
ら
の
村
々
の
百
姓
手
干
紅
花
の
品
質
吟
味
を
お
こ
 
 

な
い
良
質
紅
花
を
選
抜
買
い
し
た
ケ
ー
ス
が
確
認
で
き
る
。
⑤
楯
岡
青
沼
惣
治
殿
造
 
 

り
分
の
仕
入
地
は
、
【
下
郷
】
 
の
長
瀞
村
な
ど
楯
岡
廻
り
の
村
々
で
あ
り
、
「
下
郷
極
 
 

第
一
之
場
百
姓
撰
買
入
上
品
也
」
と
記
載
さ
れ
た
よ
う
に
、
青
沼
家
も
「
極
撰
上
品
」
 
 

な
ど
を
選
抜
買
い
す
る
集
荷
方
式
を
多
用
し
て
い
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
⑥
 
 

⑦
江
俣
村
鈴
木
屋
長
四
郎
殿
造
り
分
・
組
合
分
の
仕
入
地
に
つ
い
て
は
【
最
上
川
通
】
 
 

と
記
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
鈴
木
屋
も
 
「
寄
抜
買
入
」
＝
選
抜
買
い
付
け
 
 

を
実
施
し
て
い
る
。
な
お
、
⑧
の
⑳
可
組
合
紅
花
の
実
態
に
つ
い
て
は
先
述
し
た
通
 
 

り
で
あ
る
が
、
寒
河
江
八
幡
屋
や
高
谷
村
・
天
童
廻
り
の
干
花
生
産
者
か
ら
集
荷
し
 
 

た
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
の
考
察
か
ら
、
⑳
長
谷
川
家
は
自
己
の
店
組
織
に
よ
る
内
造
り
紅
花
の
買
い
 
 

付
け
を
【
山
形
地
廻
り
】
・
【
中
通
】
∴
最
上
川
通
】
 
【
上
山
在
】
 
の
各
地
域
を
基
盤
に
 
 

実
施
し
、
さ
ら
に
天
童
・
楯
岡
や
湯
ノ
沢
な
ど
最
上
川
の
東
西
両
側
地
域
の
仲
冥
商
 
 

人
を
通
し
て
【
下
郷
】
の
複
数
の
産
地
に
進
出
す
る
な
ど
、
村
山
郡
北
部
を
除
く
中
央
・
 
 

南
部
に
領
主
支
配
別
を
こ
え
た
広
域
的
な
集
出
荷
網
を
構
築
し
紅
花
取
引
を
お
こ
 
 

な
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
同
家
に
よ
る
最
上
紅
花
の
集
荷
が
 
 

山
形
城
下
町
の
紅
花
市
場
に
依
存
す
る
も
の
で
は
な
く
村
山
郡
の
各
産
地
よ
り
直
接
 
 

お
こ
な
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
明
確
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
近
世
後
期
に
成
長
・
 
 

発
展
し
た
⑳
長
谷
川
家
の
紅
花
商
人
と
し
て
の
歴
史
的
性
格
と
基
盤
を
考
察
す
る
上
 
 

で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
 
 
 

そ
し
て
、
同
家
の
集
荷
方
式
の
特
徴
と
し
て
品
質
吟
味
に
よ
る
良
質
紅
花
の
選
抜
 
 

買
い
付
け
を
多
用
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
方
式
が
内
造
り
分
に
と
ど
 
 

ま
ら
ず
仲
買
人
の
集
荷
に
お
い
て
も
採
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
豊
富
 
 

な
買
付
資
金
に
よ
る
大
量
集
荷
を
お
こ
な
う
⑳
長
谷
川
家
の
場
合
、
他
の
中
小
商
人
 
 

や
豪
農
と
比
較
し
て
産
地
買
い
付
け
を
よ
り
有
利
に
、
か
つ
優
先
的
に
進
め
る
条
件
 
 

を
得
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
、
表
3
よ
り
極
上
・
稀
晶
・
上
品
と
記
さ
 
 

れ
た
紅
花
荷
の
各
荷
量
が
少
量
ず
つ
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
同
家
が
良
質
紅
花
を
大
 
 

量
に
ま
と
め
買
い
す
る
ケ
ー
ス
が
多
々
み
ら
れ
た
こ
と
か
ら
指
摘
で
き
る
。
干
花
生
 
 

産
者
の
名
や
屋
号
が
特
記
さ
れ
た
ケ
ー
ス
で
も
一
家
か
ら
の
集
荷
量
と
し
て
は
ま
と
 
 

ま
っ
た
量
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
同
家
が
良
質
紅
花
を
産
出
す
る
干
花
生
産
者
と
特
 
 

別
な
関
係
を
結
び
購
入
を
進
め
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
後
述
す
る
良
質
紅
 
 

花
に
関
す
る
特
定
銘
柄
－
特
定
産
地
の
関
係
も
同
家
の
恒
常
的
な
選
抜
買
い
付
け
 
 

の
展
開
が
背
景
と
な
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

つ
ぎ
に
、
表
6
か
ら
嘉
永
五
年
の
仕
入
地
や
集
荷
方
式
の
実
態
に
つ
い
て
検
討
し
 
 

た
い
。
先
述
の
よ
う
に
、
⑳
長
谷
川
家
は
嘉
永
五
年
の
紅
花
出
荷
量
を
全
体
と
し
て
 
 

縮
小
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
た
め
仕
入
地
な
ど
に
関
し
て
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
は
 
 

表
3
と
比
較
し
て
少
な
い
。
全
体
的
な
傾
向
は
嘉
永
三
年
と
基
本
的
に
は
同
じ
と
み
 
 

ら
れ
る
が
、
以
下
注
目
点
に
限
定
し
て
指
摘
し
た
い
。
 
 

ま
ず
、
表
6
で
あ
ら
た
に
確
認
で
き
た
仕
入
地
を
指
摘
し
た
い
。
①
内
造
り
分
で
 
 

は
山
寺
村
で
あ
る
。
二
口
街
道
沿
い
の
馬
形
集
落
の
百
姓
干
し
に
な
る
極
上
品
を
選
 
 

び
集
荷
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
②
内
造
り
組
合
仲
間
分
で
は
山
形
城
下
町
で
あ
る
。
 
 

城
下
の
中
心
部
で
は
な
く
五
日
町
・
諏
訪
町
と
い
っ
た
在
方
に
近
接
す
る
町
々
で
集
 
 

荷
し
て
お
り
、
当
時
こ
れ
ら
城
下
周
縁
部
の
町
々
で
紅
花
売
買
が
実
施
さ
れ
て
い
た
 
 

こ
と
が
判
明
す
る
。
「
外
二
地
廻
り
百
姓
も
少
し
入
」
と
あ
る
よ
う
に
、
山
形
地
廻
り
 
 

の
農
村
か
ら
城
下
町
へ
持
ち
込
ま
れ
た
百
姓
花
の
買
い
付
け
も
確
認
さ
れ
る
。
し
か
 
 

し
、
先
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
⑤
長
谷
川
家
の
集
荷
基
盤
は
山
形
城
下
町
の
紅
花
市
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場
に
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
表
6
・
表
7
か
ら
も
山
形
町
花
の
比
重
は
数
％
に
し
か
す
 
 

ぎ
な
い
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
③
村
田
大
沼
屋
正
治
郎
殿
組
合
仲
間
分
で
は
山
 
 

形
城
下
南
方
郊
外
の
青
田
村
・
小
立
村
・
桜
田
村
で
あ
る
。
百
姓
よ
り
紅
花
を
 
「
抜
 
 

買
入
」
 
し
た
と
あ
る
。
⑤
食
徳
次
組
合
分
で
は
松
沢
村
・
嶋
大
堀
村
・
蟹
沢
村
で
あ
 
 

る
。
い
ず
れ
も
「
最
上
第
〓
「
最
上
下
郷
第
二
と
記
さ
れ
た
有
力
産
地
で
あ
り
百
 
 

姓
干
花
を
買
い
付
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
最
上
川
沿
い
の
村
々
は
紅
花
の
栽
培
適
地
と
 
 

し
て
著
名
で
あ
り
、
⑳
長
谷
川
家
の
集
荷
網
が
 
【
下
郷
】
 
の
主
産
地
に
入
り
込
ん
で
 
 

い
た
こ
と
を
示
す
事
例
で
あ
る
。
 
 
 

嘉
永
三
年
に
み
ら
れ
た
同
家
の
集
荷
方
式
の
特
徴
は
、
嘉
永
五
年
の
諸
事
例
か
ら
 
 

も
検
証
で
き
る
。
「
上
物
」
 
「
上
品
」
 
「
極
上
撰
」
 
「
頭
物
」
 
「
上
頭
物
」
 
「
抜
キ
買
」
 
「
抜
 
 

キ
撰
買
入
」
 
な
ど
の
記
述
は
、
表
6
の
各
集
出
荷
形
態
に
お
い
て
確
認
で
き
、
品
質
 
 

吟
味
に
よ
る
良
質
紅
花
の
選
抜
買
い
付
け
方
式
が
内
造
り
・
仲
買
・
組
合
の
別
な
く
 
 

採
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
と
く
に
、
⑨
江
戸
出
羽
屋
喜
兵
衛
殿
買
口
で
 
 

は
 
「
極
上
品
」
 
「
頭
物
上
々
品
」
 
「
頭
物
極
上
」
 
「
極
々
上
品
」
な
ど
の
買
い
付
け
が
多
 
 

く
、
一
駄
あ
た
り
京
着
値
も
八
〇
両
前
後
の
荷
ば
か
り
で
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
 
 

⑳
長
谷
川
家
の
江
戸
紅
花
市
場
進
出
の
ね
ら
い
の
一
つ
が
高
品
質
紅
花
の
買
い
付
け
 
 

に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
表
6
の
番
号
1
・
2
3
・
2
4
の
紅
花
 
 

（
塚
）
 
 

荷
に
つ
い
て
「
例
年
灰
光
村
最
上
川
通
す
じ
」
「
例
年
佐
印
村
百
姓
寄
買
最
上
川
通
す
 
 

じ
」
 
と
記
載
さ
れ
た
よ
う
に
、
特
定
銘
柄
の
集
出
荷
が
 
「
例
年
」
＝
恒
常
化
し
た
事
 
 

例
が
指
摘
で
き
る
。
灰
光
・
佐
印
の
銘
柄
は
表
1
・
表
3
・
表
6
・
表
8
に
も
み
ら
 
 

れ
、
し
か
も
京
着
値
や
値
打
が
高
い
良
質
銘
柄
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
裏
付
け
が
 
 

と
れ
る
。
そ
し
て
灰
光
の
銘
柄
は
最
上
川
通
灰
塚
村
 
（
お
よ
び
近
隣
村
）
 
の
紅
花
荷
 
 

に
限
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
に
特
定
銘
柄
－
特
定
産
地
の
関
係
が
い
く
つ
か
形
成
さ
 
 

れ
、
有
力
銘
柄
と
し
て
通
用
す
る
事
態
が
み
ら
れ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
 
 
 

表
3
・
表
5
の
典
拠
史
料
で
あ
る
Ⅱ
・
Ⅲ
の
帳
面
＝
（
紅
花
等
元
揚
調
帳
）
 
に
各
 
 

紅
花
荷
の
仕
入
地
 
（
お
よ
び
干
花
生
産
者
）
 
や
品
質
に
関
す
る
情
報
が
記
入
さ
れ
た
 
 

の
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
上
京
支
配
人
に
通
報
す
る
こ
と
で
、
上
京
支
配
人
に
よ
る
 
 

四
 
安
政
元
年
の
紅
花
取
引
の
実
態
 
 
 

表
8
は
、
［
史
料
二
］
 
で
検
討
し
た
Ⅳ
の
帳
面
の
記
載
を
ふ
ま
え
て
各
紅
花
荷
に
つ
 
 

き
荷
印
銘
柄
・
荷
数
・
一
駄
あ
た
り
買
代
金
 
（
一
部
は
京
着
値
）
・
一
駄
あ
た
り
仕
切
 
 

値
段
の
数
値
を
一
覧
に
し
、
さ
ら
に
各
集
出
荷
形
態
の
末
尾
で
計
算
さ
れ
て
い
る
荷
 
 

数
合
計
・
買
代
金
合
計
・
諸
掛
・
原
価
合
計
・
売
代
金
合
計
を
そ
れ
ぞ
れ
表
示
し
た
 
 

も
の
で
あ
る
。
Ⅳ
の
帳
面
は
Ⅰ
～
Ⅲ
の
帳
面
と
は
記
載
様
式
を
異
に
す
る
こ
と
は
先
 
 

述
し
た
が
、
表
8
か
ら
さ
ら
に
判
明
す
る
よ
う
に
Ⅳ
の
帳
面
に
は
安
政
元
年
夏
出
荷
 
 

（
夏
為
登
）
の
紅
花
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
前
後
の
出
荷
紅
花
、
す
な
わ
ち
同
年
春
為
 
 

登
紅
花
や
同
年
九
月
～
年
末
の
出
荷
紅
花
お
よ
び
翌
安
政
二
年
春
為
登
紅
花
に
関
す
 
 

る
諸
デ
ー
タ
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
も
大
き
な
特
色
と
い
え
る
。
 
 
 

表
9
は
、
Ⅳ
の
帳
面
の
特
色
を
ふ
ま
え
て
、
安
政
元
年
春
～
翌
l
一
年
春
に
お
け
る
 
 

⑳
長
谷
川
家
の
出
荷
紅
花
の
諸
デ
ー
タ
を
産
地
・
集
出
荷
形
態
毎
に
集
計
し
、
さ
ら
 
 

京
都
で
の
紅
花
売
り
付
け
交
渉
を
説
得
力
の
あ
る
有
利
な
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
荷
 
 

主
⑳
長
谷
川
家
の
意
向
に
も
と
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
産
地
情
 
 

報
は
荷
主
手
元
の
紅
花
買
付
帳
に
も
記
録
さ
れ
、
翌
年
以
降
の
集
出
荷
に
活
か
さ
れ
 
 

た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
家
が
荷
毎
に
異
な
る
利
益
率
を
見
込
ん
だ
値
打
を
お
こ
な
う
 
 

商
品
管
理
を
進
め
て
い
た
こ
と
は
先
述
し
た
が
、
そ
の
基
礎
は
表
3
・
表
6
で
み
た
 
 

集
荷
時
の
品
質
吟
味
と
良
質
紅
花
の
産
地
・
生
産
者
と
の
取
引
関
係
の
形
成
に
あ
っ
 
 

た
と
い
え
る
。
一
般
に
京
都
紅
花
市
場
で
常
に
最
下
位
の
仕
切
相
場
を
推
移
し
た
最
 
 

上
紅
花
の
厳
し
い
市
場
的
条
件
に
あ
っ
て
、
表
2
や
後
掲
表
9
か
ら
判
明
す
る
よ
う
 
 

に
⑳
長
谷
川
家
出
荷
の
最
上
紅
花
は
他
産
地
紅
花
と
比
較
し
て
も
高
い
利
益
率
を
達
 
 

成
し
健
闘
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
を
、
同
家
の
品
質
吟
味
に
よ
る
選
抜
買
い
付
け
方
 
 

式
の
採
用
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
荷
毎
の
価
格
管
理
と
売
り
付
け
交
渉
の
実
施
に
求
め
 
 

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
⑳
長
谷
川
家
の
紅
花
取
引
に
お
け
る
蓄
積
様
式
の
一
 
 

つ
を
こ
こ
に
把
握
で
き
よ
う
。
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【表8－2】  

一駄あたり   
京着値  
（首代金ノ  

一駄あたり  
仕切値段  

荷印・銘柄  屠代金厨  諸  掛  原価計  売代金計  

袋  両  両   

⑳五分大沼庄治郎殿五分組合  

両  両  帝  両  
《安政元寅年夏出荷》  
③ 内造り高木屋七兵衛殿造  
②天下一  

㊦宝松  
㊧力雨  

㊦本雨  

㊦玉川  

㊦高木  

②成生  

㊦養紅  
㊦玉紅  

㊥玉紅  

②国一   
合 計  

37  

38  

39  

40  

41  

42  

43  

44  

45  

89   β5．22J  51．00  

93   βJ．22J  47．00  

80   4J．タβ   55．00  

76   4J．ββ  （53．15）  

78   4ユβ7β （55．00）  

81  42．49   56．00  

65   ∫乙β77   50．00  

6   ∫乙β∫J  49．00  

69   4β．9タ   53．00  

1  4♂．タβ  （55．46）  

7
 
 0
 
 

7
 
 3
 
 

1
 
 

1
ノ
 
 

Jβ∂．J∂  

■
ノ
 
「
∂
 
（
U
 
β
 
7
 
（
‖
U
 
d
▲
 
β
 
ハ
ロ
 
7
 
∠
▲
－
」
J
 
 

ワ
ト
ウ
止
ク
リ
ハ
J
月
U
ゥ
）
 
 

【
∂
 
【
」
J
 
【
ヘ
リ
 
【
∂
 
ク
リ
 
 

6
 
2
 
9
 
仁
U
 
2
 
2
 
 

2
 
5
 
6
 
9
 
0
 
5
 
6
 
2
 
4
 
9
 
0
 
4
 
 

6
 
6
 
6
 
6
 
5
 
 

44．β4  57．10  

80   4J．7夕方   52．00  5之β7  63．78  

476．74  575．56  718  4J乙7β  18．98  

《安政元寅年夏出荷》  
④ 高木屋七兵衛殿造  ⑳分  
⑳嬉野  
⑳小金  
⑳小金  
⑨花盛   
合 計   

0
 
5
 
0
 
0
 
 

0
 
3
 
0
 
0
 
 

8
 
5
 
4
 
1
 
 

5
 
7
 
5
 
5
 
 

タ
 
7
 
7
 
7
 
 

花
川
∵
川
甜
 
 

7
‥
ク
止
 
∩
よ
 
【
r
 
 

ノ
ー
∠
▲
 
∠
T
．
饉
 
 

7
 
4
 
2
 
0
0
 
7
 
 

1
 
4
 
8
 
4
 
0
 
 

1
 
1
 
 

4
 
 

β7．J2   

Jβユ3β（242袋分）  

ββ．4β  

2βJ．♂2  12．21  

104．44  
182．67（226袋分）   

16袋売残り  

36．96  

印西滴殿  

岐阜（岐阜屋八郎兵衛）殿  

最善殿  
／／  

小金16袋残あり 天童→京都  293．22  324．07  

《安政元寅年夏出荷》  
⑤ 青沼惣次殿造  
⑳大緋  
⑤長稀  
⑳大紅  
⑳本紅  
㊨松沢   
合 計  

49  

50  

51  

52  

い  

4β．ββ   

JJ．J2   

∫J且即  12．77  

90 ‖点‘；L4g．卯β   59．00  

86 ′ 4β．βββ   56．00  

104   4β．7（フ4 （57．52）  

71  4且27（）  57．00  

82   4且β2β （70．84）  

433  

）1  

62．29  

83．29  

326．28  394．90   

《安政元寅年夏出荷》  
⑥ 内達り高木屋七兵衛殿造㊨五分斎藤長松五分組合  
⑬司印  

◎司印  

⑬萄光  

⑬萄紅  

⑬花王  

⑳花王  

⑬平印  

⑬沖司  
⑬司一  

①松紅  

◎金冠  

⑬金冠  

⑬金冠  

⑳徳紅   

合 計   

53  

54  

55  

56  

57  

58  

59  

65   4J．4J   52．00   

76   4J．4J   52．00  

100   β乙βg4   55．00  

111  3乙β朗   52．00   

76   ∫乙4β4  （53．00）   

97   ∫乙4β4   55．00  

110   β夕．72   44．00   

67   ββ．4∂7   48．00   

64   4β．Jβ2   48．00   

83 な・1し4♂．β4∂   61．00   

49  〝 4β．β45   57．00   

80  ′ 4β．β舶   60．00   

29 。4β．β4∂   58．00   

86   ∫Z57   45．00  
1093  

0
 
 
 
9
 
 
 
0
 
 
9
 
0
 
0
0
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
0
 
7
 
 
 

1
 
 
 
2
 
 
 
1
 
 
4
 
5
 
2
 
 
 
 
 
7
 
 
 
 
 
7
 
1
 
 
 

3
 
 
 
4
 
 
 
4
 
 
4
 
9
 
7
 
 
 
 
 
0
 
 
 
 
 
9
 
3
 
 
 

1
 
 
 
7
 
 
 
4
 
 
7
 
4
 
4
 
 
 
 
 
2
 
 
 
 
 
5
 
8
 
 
 

1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 

8
 
 

2
 
 

3
 
 

3
 
2
 
7
 
 

タノ．β2  

巨2ユ25  

－ 

68.27 

4♂．2β  

卜 

β夕方．βク  27．25  

60  

《安政元寅年夏出荷》  
⑦ 鈴木屋長四郎殿造⑳五分可長四郎殿五分組合  
可守山  109 かうL42．4ββ  52．00  

固守山  19  ′4Z4∫β  48．00  

司松山  43  52．00   
合 計  171  

〔
一
什
－
1
 
 

N
 ．
 

敦賀廻り  
／／  

大廻り  
江俣村→京都（敦賀／大廻り）  

9
 
 9
 
 

5
 
 3
 
 

0
 
 4
 
 

3
 
1
 

《安政元寅年夏出荷》  
⑧ 鐙崖惣右衛門殿造り庄内紅花   

細
 
矧
刷
 
腑
一
 
 
 

「
∂
 
 
（
仇
 
 
ウ
上
 
 
り
 
 
■
け
 
 
げ
 
 

40 ′公；Lβ5．β2β   45．00   

42  － βJ．よ2β   44．50   

91 ■ βJ．β2β   42．50   

1 〝J尻β2β   42．50   

31 ■ ∫丘β2β   44．50  

18 ・β艮β2β   44．00  
2230  

1
 
 
 
 
9
 
 
 
 
8
 
 
 

6
 
 
．
1
 
 
4
 
 
 

6
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 

5
 
 
 
 
6
 
 
 
 
3
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山形城下町商人長谷川吾郎治家における紅花取引の実態一岩田  

【表8－3】  

一駄あたり   
京着値  
（買付金ノ  

一駄あたり  
仕切値段  

売代金計  諸  掛  原価計   眉代金厨  荷印・銘柄  

両  雨  間  

103．43  

152．92  

41．02  

5．35   300．28  297．36   

両  両  両  

《安政元寅年夏出荷》  
⑨ 武州桶川宿木嶋屋浅五郎殿  

最菩殿売  
綿勇殿売  
最善殿  
桶川→大坂  

96  ββ．β♂   70．00  Jβ且∂β  

146  β乙ββ   69．00  J5β・7∂  

⑳川錦               ⑳増紅              ⑳都鳥  41  β且∂β   65．00  4仇ββ  

lノブタ一．pJ）  合 計  283  

《安政元寅年夏出荷》  
⑩ 江戸出羽屋菩兵衛殿買口分  

）1  

3．22   223．16  217．89  

68．00  7∫．銅  

6臥00  7β．5β  

65．00  β7．5β  

甘用．94ノ  

⑳金司  72   β7．Jβ  

㊨金時  72   β∂．βク  

⑳四王天  72   即．βク   

合 計  216  

《安政元寅年夏出荷》  
⑪ 古河宿八百屋儀左衛門殿  

最善殿売  
／／  

最上屋（喜八）売  

最善殿売  

最上屋売  

最上屋売  
最善殿売    ／／  

73．47  

60．53  

68．02  

79．23  

59．93  

78．22  

69．77  

71．36  

6．22   637．98  649．92   

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

0
 
0
 
5
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

2
 
7
 
1
 
6
 
9
 
6
 
6
 
1
 
 

6
 
5
 
6
 
6
 
5
 
6
 
6
 
ご
U
 
 

7J．β∫  

5β．占2  

β5．2J  

β∂．24  

βJ．77  

7β．2♂  

β2．5β  

ββ．5β  

∂∫J．7β  

㊨雨司  

⑳紅司  

⑳水撰  

⑳玉紅  

⑳水雨  

⑳水天一  

⑳正宗  

⑳川玉   

合 計  

0
レ
 
0
ロ
 
ハ
0
 
ク
J
 
▲
‖
〃
■
 
〈
〃
▼
 
∧
り
▼
 
ハ
〃
 
 

2
 
ゥ
凸
 
¢
レ
 
β
U
 
ハ
U
 
n
レ
 
（
レ
 
▲
‖
U
 
 

O
n
一
風
一
∴
 
【
よ
 
（
臥
一
れ
▲
仇
∵
嵐
 
 

【
∂
 
【
∂
 
「
∂
 
β
－
∂
一
β
二
β
二
万
 
 

7
 
9
 
2
 
0
0
 
7
 
7
 
8
 
ご
U
 
 

7
 
6
 
7
 
7
 
6
 
7
 
0
0
 
7
 
 

72  

73  

74  

75  

76  

77  

78  

79  

《安政元寅年夏出荷》  
⑩ 市村屋五郎兵衛殿奥仙南部紅花分  

綿勇殿売  

最善殿売  
ll  

最上屋売  

綿勇殿  

大石田→京都  

64．00  （51．63）  

）1  

37．99  

8．25   276．34  344．16  

⑳仙錦  

⑳仙光  

⑳仙稀  

⑳仙玉  

⑳仙飛  

71なちし爪眉46．54  

119 岬 46．54  

72 ｛ 46．54  

79 ′ 46．54  

39 ・46．54  

80  

81  

82  

83  

（138．89）  

（56．87） （57．45）  

64．00  （2臥36）  

2ββ．♂9  合 計  380  

《安政元寅年10月 出荷》  

⑬ 市村屋五郎兵衛殿占引請南部奥仙紅花分江戸廻し為登  
伊勢理殿  

最上屋売  

伊勢理殿売  

最上屋売  

難事入候分  
II  

／／  

西摘左衛門殿売  

難丹花共 仙雨印違之内1袋不足  

山川喜右衡門殿・土沢多吉殿へ買代金払い  

江戸→京都（江戸廻り）  

58．00  （夕方．∫9ノ  

60．00  （∂β．24ノ  

作β．タカ  

（58．00）  仔β．タカ  

＝：吊りββ．Jβ   

59．00  （J5♂．J少  

47ク．73  

107．12  

114．26  

72．03  

73．20  

125．86  

186．75  

84．53   564．18  679．17  

⑬仙美  120   45．∂4J  

⑳仙金  124   4J．J4J  
⑳仙正  80   4J．54J  
⑳仙利  80   4J．54J  
⑳仙龍  86   45．54J  
⑳仙王  80   45．54J  
⑳仙福  20  小用25．00  

⑳仙雨  211  45．54J   
合 計  801  

84  

85  

86  

87  

88  

89  

90  

91  

《安政元寅年12月 出荷》  

⑩ 市村屋五郎兵衛殿占引請  
水沢取引 紀久殿  

黒沢尻取引 伊勢源殿  

黒沢尻・水沢→福嶋→大坂  

128．96  

140．07  

－  269．24  

7
3
の
 
 

．
′
■
 
り
‘
．
d
－
 
∠
T
 
ハ
‖
U
 
■
今
 
0
レ
 
ハ
y
一
月
 
 

0
〇
一
 
 

7
 
 

5
 
 

147 付舶4J．βク  

175   βg．クβ   
合 計  ⑥仙友         ⑳仙市  322  

《安政元寅年夏出荷》  
⑮ 大沼正七殿道南仙紅花分  

伊勢源殿売  

綿勇殿売  

岐阜八殿  

伊勢理殿  

綿勇殿  

最書殿売  

8
リ
ー
ー
▲
＋
－
－
 
■
4
■
 
ハ
∠
一
ハ
ロ
 
▲
〃
）
 
ハ
P
 
β
レ
ー
′
∂
－
」
 
■
」
J
 
 

銅
ふ
〃
〃
鋼
 
 

97   54．2J   75．00  

115   β2．Jβ   74．00  

83   5ユββ  （70．38）  

89   52．92   74．00  

89   5且ββ  74．00  

119   ∂β．クJ  70．00  
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【表8－4】  

一駄あたり   
京着値  
（晋作金ノ  

一駄あたり  
仕切値段  備  考   

袋  両  
121  52．gタ   

87  5■2，ββ   

86  ∫4．44   

82  J4．4β  

120  55．β占2  

129  5■∂．ββ  

156  ∫且44  

100  5β．ββ   

89  5且5β   

93  53．50   

98  ∫J．42   

80  5J．ββ  

120＊   Jユ∫β5   

80  古4．47   

82  古2．4β   

83  古4．∫β  

107  古β．Jββ   

80  5β．Jββ   

80  5■β．Jββ  

114  古β，5ββ   

80  言古．Jβ   

80  βJ．Jβ   

82  ∂∂．古β   

84  β乙ββ  
6＊   古2．ββ  

2905  

両
 
．
 

6
 
7
 
7
 
8
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
6
 
7
 
7
 
7
 
7
 
6
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
 

β
 
 

両
脚
〃
釘
〃
郎
朗
〃
紺
紺
〃
都
路
朗
 
 

耶
‥
二
 

ミ
J
 

．
 

両
7
2
7
4
9
4
5
8
1
5
2
1
椚
5
7
 
1
2
 
2
8
5
8
0
5
6
1
9
0
2
5
4
9
 
 
 
6
 
5
 
6
 
9
 
5
 
0
 
5
 
7
 
 
4
 
 
6
 
3
 
2
 
0
 
∧
U
 
1
 
2
 
 

2
 
9
 
9
 
9
 
3
 
4
 
7
 
0
 
9
 
0
 
9
 
4
 
9
 
0
0
 
9
 
2
 
 

1
 
1
 
1
 
1
 
 
 
1
⊥
 
 
 
l
 
l
 
 

両
 
 
 

最善殿売  
伊勢理殿売  
綿勇殿  
西浦九郎殿売  
綿勇殿売  
伊勢源殿  
最善殿  
西村消九郎殿  
西消左衛門殿売  
岐阜殿  
岐阜八殿  
最善殿売  
最上屋売・さし6袋（仙無双）押込  
伊勢理殿  

最善毀売 ／／ 伊勢源殿売 伊勢源殿  

最喜殿  

l′ 伊勢源殿 長音殿 伊勢源殿  

最善殿  
ホ仙本福方へ入勘定罷成候  
京着ならし59．0521  

ハ
レ
 
 
 
 
 
O
レ
 
 
ー
∂
 
 
 
 
 
ハ
レ
 
 
 

∩
∠
 
 
 
 
ゥ
ム
 
 
 

i
 
 
｝
 
 
 

3
 
 
 
 
 
 
2
 
 

1
ノ
 
 
ヽ
ト
ノ
 
 

6
 
 

8
 
 
4
．
 
 

〇
 
 

2
 
 

1
 
 

7
 
 6
 
 

β2，2J  

4．β75  

24β2．∫7  

8
7
一
5
2
 
 

3
 
 
 
3
 
 

q
－
 
 
 
1
 
 
り
一
 
 

3
 
 

5
 
 

9
 
 
 

5
 
8
 
6
 
 
2
 
 

203．59  

《安政元寅年夏出荷》  
⑯ 山田屋新五郎殿⑳二分五厘合二分五厘山新殿五分〆組合仲真南仙紅花  
引山開  
引山運  
百仙宮  
古仙頂  
百仙大力  
百仙緋  
百仙帝  
石仙弓  
百仙立  
百仙泉  
百仙御  
百仙生  

百仙益  
百仙一  
日仙名イ  
百仙改  
日仙イ  
百イ山位  
百仙槻   

宣」封   

120  

121  

122  

123  

124  

125  

126  

127  

128  

129  

130  

131  

132  

133  

134  

135  

136  

137  

138  

80  70．00   

80  72．00   

80  （73．00）   

80   

80  70．00   

80  65．00   

80  70．00  

80  71．00   

80  71．00   

80  71．50   

76  72．00   

80  70．00   

80  70．00   

80  71．00   

80  73．00   

80  72．00   

80  69．50  

76  70．00   

80  70．50  

」旦主呈  

最善殿  
岐阜八殿  
綿勇殿売  
伊勢理殿売  
乍、西消（西村屋摘左衡門）殿売  
最喜殿売  
吉文字屋彦市殿  
可西滴（西村屋滴九郎）殿  
伊勢源殿  
岐阜八殿売  
場酒殿売  
場酒殿  
綿勇殿売仙官印仙益印弐口手形不足引  
最善殿  
珂西浦殿  
最善殿  
伊勢理投売  
伊勢源殿売  
で西浦殿  
村田→大石田  

86．06  

85．66  

87．36  

74．49  

84．49  

82．27  

84．25  

85．92  

85．83  

86．06  

84．99  

84．50  

84．28  

85，64  

88．86  

98．65  

83．65  

90．09  

85．25  

92．75  1368．38 1607．79  J275．7J  

《安改元寅年9月 出荷》  
⑯ 大沼正七殿⑳五分合五分組合南仙紅花但し江戸廻し  

†103t13  

） 

2  

67．04（66袋分）  

422．73 （511．01）   

㊦仙角  
㊦仙力  
㊦仙大王  
㊦仙名月  
②仙朱  
②仙適  
②仙雨  
⑳仙適   
合＿乱  

57 ズ‖左・；んβ仇ク7β   45．00  29．タロ  

92  ′ ββ．夕7β   43．00  42.22 

最善殿売・嶋酒殿  
／／  ／／  

岐阜屋殿  
伊勢源殿  
岐阜屋殿  

Il  

嶋涌殿  
最喜殿売  
村田→江戸→京都  

84  ノブL⊥さ54．ββ    70．00  

84   ■ 54．ββ  77．00  

77   ′ 54．クβ    70．00  

6  古J．5β  70．00  

64  J2．ββ  65．00  ∫2．クβ  

66  古ノ．5β   66．00  57鋼（72動〃  

仏紺．7βノ  33．96  53P  

《安政元寅年春為萱》  
⑯ 最上紅花内造り 高木崖道り 青沼惣次殿造  

5
 
 
3
 
1
 
5
 
 
0
 
 
6
 
 
 

0
 
 
Q
U
 
O
 
9
 
 
5
 
 
2
 
 
2
 
 
（
X
）
 
6
 
0
 
 
R
U
 
 
9
 
 
 

8
 
 
2
 
3
 
6
 
 
4
 
 

76  2ク．4ββ   34．00  

83  2夕．4β9   33．00  

69  26．625   27．00  

78  ノご・）」∫2．J2    30．00  

120   ■ β2．J2    33．00  

91  ■ β2．J2    34．00   

2   ′ β2．∫2    24．00  

20   － 3g．β2  30．00  

．「J．ご5   

2β．70  

βク．J動  

作β．βの  

作ぎ．9の  

〃．βJノ  

（Jβ．Jの   

ー「7り200－   



山形城下町商人長谷川吾郎治家における紅花取引の実態一岩田  

【表8－5】  

一駄あたり   
京着値  
備付金ノ  

一駄あたり  
仕切値段  

眉代金厨  諸  掛  原価計  売代金計   

袋  両  
91 かうL∫2．β2  
107   －J2．∫2  
66   〝 β2．β2  
102   ■ タ2．β2  
74  ・β2．∫2  
102   ■ β2．β2  
11  一 β2．β2  

両  両  
37．00  （妻古．ク釘  
28．00   作4．β4ノ  
35．00   β且β封  
31．00   作J．∂Jノ  
35．00  （3ZJ〃  
34．00   仔J．JJノ  
40．00  作．∂の  

仔ββ．2鋸  

雨  間  
51．47  

46．24  

35．65  

48．23  

39．86  

53．54  

6．79  

28．08   566．33 （547．38）  

《安政元寅年春為萱》  
⑩ 得可寿屋祷蔵殿奥仙紅花  

⑳仙寿  

⑳仙奥長  ⑳仙久  合 計  

30．00  （86．73）  
33．00  （40．81）  
（29．00） （40．81）  

〃古5．2の  

嶋滴殿売  
場滴殿  

／／  

仙台城下→大石田→京都  

8
 
5
 
0
 
4
 
 

7
 
ご
U
 
O
D
 
2
 
 

0
0
 
5
 
5
 
0
 
 

7
 
3
 
3
 
5
 
 

5
 
 
2
 
 

3
 
 
仁
U
 
 

O
 
 
O
 
 

8
 
 

170 h眉ならし32．65  

80  ■ 32．65  

80  〟 32．65  

《安政元寅年春為登》  
⑳ 奥仙紅花⑳五分◎五分  
⑳仙奥一  
⑳仙刺  
⑳仙岩  
⑳仙玉  
⑳仙村雨  
⑳仙要  
⑳仙国一  
⑳仙江  
⑳仙王   
合 計  

（60．34） （51．16）  
（42．47）  

（41．02）  

（10．13）  

（84．94）  

（41．02）  

（41．99）  

（50．67）  

（10．62）  

ββJ．24  

159  

160  

161  

162  

163  

164  

165  

166  

167  

106  瓜脊30．887  

88  ・30．887  

85   山30．887  

2ユ   ～30．887  

176   〟30．887  

85   力30．887  

87   り30．887  

105   －30．887  

22   山30．887  

775  

綿屋勇蔵穀仕切分  
最善殿売口  

9
2
9
1
一
一
一
一
一
一
一
一
 
 

9
（
 
 

9
 
9
 
 

0
 
 

0
 
 
4
．
 
 

7
 
 
3
 
 

5
 
 
7
 
 

り
ー
 
 

⑳公（綿勇・最善）売口  

《安政元寅年春為萱》  
⑪ 大沼正七殿南仙紅花⑳五分合五分  
㊦仙大 ◎仙松  

㊧仙上  
㊦仙雨   
合 計  

168  

169  

170  

171  

208  J4，∂β  

99  βa∂β  

Jβ7クβ   

β4．Jβ   

ごJ．3♂   

45．77  
仔βム∫Jノ  

44．50  

（42．65）  

38．00  

38．00  

142．46  

65．04  

25．73  

49．72  

27．31  258．69  282．95  

β4．ββ  

β4．4の  

《安政2卯年春為堂分》  
㊧天童高木屋七兵衛殿造り 寅冬中買入置分  
⑳長撰  
㊨長花  
⑳長忠  
⑳長博  
⑳長糸   
合 計  

63 ‾′／射㍑削．β2  

65  〝 4J．タ2  

66 ・4J．夕2  

135  42．ββ   

72  4J．4♂  

401  

卜  

4β．J7   

仔朗．ノ射  10．87   274．87  

）  

《安政2卯年春為堂分》  
⑳ 天童高木屋七兵衛殿造  
⑳玉川  
⑳花王  
⑨萄玉  

103  J9．4β  

101  4J．ββ  

82  4J．βタ  

J
 
5
 
⊥
即
 
 

d
▲
 
ウ
リ
 
7
 
 

n
J
 
（
〃
〉
 
■
」
 
 

d
U
 
 
■
J
 
p
U
 
 

7
－
ん
〃
 
 

一
一
一
 
 

一
 
一
 
一
 
 

4
 
 
4
 
 

9
 
 
8
 
 

9
 
 
6
 
 

7
 
 

貪jL＿＿【～ 旦型  

《安政2卯年2月29日》  
㊧ 天童高木崖道  
㊨嵐山  
⑳加茂川  
⑳能王  
⑳松嶋  
⑳嵯峨   
合 計  

177  121  4且7β古  

73  4且7βJ  

27  2β．ββ   

6  4且7β∫  

92  4β．22  

318  

7
 
 

■
サ
 
 

7
一
 
 

一
一
一
 
l
一
 
 
 

178  4
∴
〃
 
 

ノ
T
（
J
 
a
〃
－
 
 

ご
U
・
J
 
 
 

4
 
 

3
 
 
4
 
 

2
 

4
 
 
9
 
 

9
 
 

《安政2卯年春為萱》  
魯 内達り分  

91＝－‖な・ユL47．β7  

51 ・〃7♂7  

40  － 47β7  

5  44．ββ  

68  4β．44  

33  2ユ4ββ  

49  J4．β44  

「
∂
 
 
 
ノ
ー
己
レ
 
1
J
 
（
J
 
 
（
J
 
d
T
 
O
レ
，
J
 
「
∂
 
 
 

「
a
 
 
ク
“
∩
ム
ハ
ム
ハ
仇
 
 
 

n
J
 
 
 
 
 
4
一
．
J
二
∠
 
 

T
ノ
 
 

ー
一
一
一
一
一
一
 
 

）－  

一
一
一
一
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は後者に諸掛（役金・買口銭・荷造入用・京都迄の運賃など）を足した合計値であることに求められる。なお、集荷段階の買代金に諸掛の一  
部（例えば仙台城下までの運賃など）が加算された形で一駄あたりの数値が記載されている場合も若干みられるが、京着値と区別するために  
それらも斜体字で表示した。眉代金厨の欄においても斜体字の数値は、袋数÷64×京着値＝原価をあらわすものではなく、諸掛を含まない  
買代金計（袋数÷64×一駄あたり屠代金）をあらわすものである。  
＊4 売代金計の欄では各紅花荷について、袋数÷64×一駄あたりの仕切値段の計算式で得られた金額から京都紅花屋の口銭（歩引ないし壱半引。  
仕切値段の1％ないし1．5％）を差し引いた手取金を記載している。京都に荷著した際に荷畳不足から目欠引がなされた荷の場合は、さらに目  
欠引を差し引いた手取金を記載している。袋数÷64×一駄あたりの仕切値段の計算で得られる金額よりも売代金計の金額が若干ないし、しば  
しばかなり減少した金額となっているのはこのためである。  
＊5 諸掛の欄には、紅花荷を出荷・売却した際に要した諸掛（役金・買口銭・荷造入用・京都迄の運賃など）を各集出荷形態毎に合計した数値  
を表示した。帳面では集出荷形態別に、紅花荷の個別記載が終わった末尾のところで諸掛を－括記載する様式をとっている。  
＊6 原価計の欄には、帳面で合計されている各集出荷形態別の眉代金」計＋諸掛＝原価計の金額を表示した。すなわち、この原価計の数値は各集  
出荷形態毎に出荷した紅花荷合計の総原価を示すものである。なお、原価計の金銀をその対象となった紅花荷の駄放で割った数値が各集出荷  
形態別の一駄あたり京着ならしの数値となる。帳面ではこの計算をしている場合もみられる（番号94～119の合計の備考欄を参照）。  
＊7 売代金計の欄には、帳面で合計されている各集出荷形態別の売代金の合計額を表示した。  
＊8 番号119の紅花荷は111に押込めて一括販売され、勘定された。表中の番号111の諸数値はいずれも119を含めた数値である。  
＊9 他に為替分として、斎藤長松殿分（卯春出荷分。最蕃殿行）①石山77袋・①猪玉山28袋・①像鼻91袋、近江塵定吉殿分（卯3月。鳩尾哨兵衛  
殿行）⑳棲雨38袋、が書き上げられている。  
＊10 帳面では1854年は年末まで嘉永七年と記載しているが、本表では便宜上安政元年と表示した（安政改元は嘉永7年11月）。  
＊11番号①～⑳の集出荷形鰻は帳面の記載順に表示した。商人名などの表記法も帳面のままとした。なお、「得可寿屋徳蔵」とは恵比寿屋徳蔵  
のことである。  

－「7り198－   



山形城下町商人長谷川吉郎治家における紅花取引の実態一岩田  

に
出
荷
時
期
別
に
整
理
し
た
総
括
表
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
と
に
、
安
政
元
年
の
同
家
 
 

の
紅
花
取
引
の
全
体
的
な
動
向
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
 
 
 

ま
ず
、
⑳
長
谷
川
家
の
紅
花
取
引
の
量
的
規
模
を
検
証
し
た
い
。
表
9
の
合
計
Ⅱ
 
 

は
Ⅳ
の
帳
面
に
記
載
さ
れ
た
全
荷
の
総
計
で
あ
り
、
二
〇
五
五
八
袋
（
三
二
一
駄
一
 
 

四
袋
）
 
に
達
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
荷
数
に
は
前
年
に
生
産
集
荷
さ
れ
た
紅
花
（
丑
 
 

年
花
）
を
主
体
と
す
る
安
政
元
年
春
為
登
分
（
小
計
⑱
～
②
）
が
含
ま
れ
て
お
り
、
 
 

単
年
度
の
集
出
荷
数
の
算
定
と
し
て
は
相
応
し
く
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
分
を
除
外
 
 

し
、
安
政
元
年
に
生
産
集
荷
さ
れ
た
紅
花
（
寅
年
花
）
を
主
体
と
す
る
同
年
夏
～
翌
 
 

二
年
春
為
登
分
に
限
定
し
て
荷
数
の
総
計
を
算
出
し
た
の
が
合
計
Ⅰ
で
あ
る
。
合
計
 
 

Ⅰ
は
一
七
九
二
四
袋
（
二
八
〇
駄
四
袋
）
 
で
あ
り
、
表
2
の
合
計
に
示
し
た
嘉
永
二
 
 

年
に
お
け
る
同
家
の
出
荷
総
量
一
八
三
八
一
袋
（
二
八
七
駄
一
三
袋
）
と
ほ
ぼ
近
似
 
 

す
る
出
荷
数
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
 
 
 

出
荷
時
期
の
順
に
紅
花
取
引
の
実
態
を
検
討
し
よ
う
。
表
9
の
《
安
政
元
寅
年
春
 
 

為
登
》
に
あ
る
最
上
紅
花
・
奥
州
紅
花
小
計
（
⑱
～
㊧
）
 
二
六
三
四
袋
は
、
前
年
に
 
 

集
荷
・
荷
造
り
し
た
丑
年
花
の
残
り
荷
で
あ
り
、
出
荷
期
が
越
年
し
た
分
で
あ
る
。
 
 

最
上
紅
花
分
の
⑧
の
一
〇
九
二
袋
は
、
内
造
り
・
天
童
高
木
屋
造
り
・
楯
岡
青
堀
惣
 
 

次
殿
造
り
を
合
わ
せ
た
荷
数
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
奥
州
紅
花
の
う
ち
⑩
は
仙
台
城
 
 

下
恵
比
寿
屋
徳
蔵
を
通
じ
て
集
出
荷
し
た
も
の
で
、
⑳
長
谷
川
家
が
仙
台
城
下
町
商
 
 

人
を
仲
買
と
し
て
編
成
し
奥
仙
紅
花
の
集
出
荷
を
実
現
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
 
 

⑳
は
⑳
長
谷
川
吉
内
と
、
㊧
は
村
田
合
大
沼
正
七
と
の
そ
れ
ぞ
れ
均
等
出
資
の
組
合
 
 

形
態
に
よ
り
集
出
荷
し
た
奥
仙
紅
花
・
南
仙
紅
花
で
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
 
 

の
利
益
の
実
態
で
あ
る
。
表
8
の
各
荷
毎
の
デ
ー
タ
か
ら
確
認
で
き
る
が
⑱
⑩
の
最
 
 

上
紅
花
・
奥
仙
紅
花
の
な
か
に
は
一
駄
あ
た
り
買
代
金
（
素
上
り
）
を
仕
切
値
段
が
 
 

下
回
っ
た
荷
が
少
な
く
な
く
、
ま
た
買
代
金
を
僅
か
に
仕
切
値
段
が
上
回
っ
た
が
諸
 
 

掛
を
含
め
る
と
原
価
割
れ
と
な
る
荷
も
多
く
、
表
9
か
ら
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
⑧
⑩
 
 

は
総
じ
て
欠
損
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
嘉
永
六
年
の
大
干
魅
に
 
 

ロ
脈
［
 
 

よ
り
紅
花
が
不
作
で
品
質
が
低
下
し
た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
表
8
で
も
⑱
～
⑳
 
 

の
紅
花
荷
は
一
駄
あ
た
り
買
代
金
や
京
着
値
が
三
二
・
五
両
以
下
の
荷
ば
か
り
で
、
 
 

他
の
出
荷
時
期
の
紅
花
荷
と
比
較
す
る
と
著
し
く
低
く
、
春
為
登
と
い
う
遅
れ
荷
の
 
 

悪
条
件
も
重
な
り
、
京
都
市
場
で
の
仕
切
値
段
が
低
迷
し
た
た
め
欠
損
と
な
っ
た
。
 
 

⑳
長
谷
川
家
の
集
荷
力
を
も
っ
て
し
て
も
丑
年
花
の
品
質
確
保
は
難
し
く
、
豊
凶
と
 
 

相
場
変
動
の
激
し
い
紅
花
取
引
の
危
険
性
が
露
呈
し
た
ケ
ー
ス
と
な
っ
た
。
 
 

表
9
の
《
安
政
元
寅
年
夏
出
荷
》
《
安
政
元
寅
年
9
～
1
2
月
出
荷
》
《
安
政
2
卯
年
 
 

春
為
登
》
は
、
寅
年
花
の
出
荷
分
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
出
荷
時
期
を
あ
わ
せ
た
産
 
 

地
別
の
荷
数
・
比
率
を
計
算
す
る
と
、
最
上
紅
花
（
①
～
⑦
・
⑫
～
⑰
の
合
計
）
は
 
 

八
六
七
八
袋
で
合
計
Ⅰ
の
四
八
・
四
二
％
、
奥
州
紅
花
（
⑫
～
⑰
・
⑳
の
合
計
）
は
 
 

七
九
一
三
袋
で
四
四
二
五
％
と
な
る
。
庄
内
紅
花
（
⑧
）
・
総
州
紅
花
（
⑪
）
・
武
 
 

州
紅
花
（
⑨
⑩
）
 
は
そ
れ
ぞ
れ
表
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
全
体
的
な
出
荷
状
況
が
ほ
 
 

ぼ
判
明
し
た
嘉
永
二
年
（
表
2
）
 
と
産
地
別
比
率
を
比
較
す
る
と
、
最
上
紅
花
・
奥
 
 

州
紅
花
の
比
率
と
も
に
増
加
し
、
こ
の
二
産
地
合
計
で
全
体
の
九
二
・
五
七
％
を
占
 
 

め
る
結
果
と
な
っ
た
。
嘉
永
二
年
の
結
果
を
も
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
嘉
永
～
安
政
初
 
 

年
の
㊧
長
谷
川
家
の
出
荷
は
そ
の
八
〇
～
九
〇
％
を
最
上
紅
花
・
奥
州
紅
花
で
構
成
 
 

す
る
の
が
パ
タ
ー
ン
で
あ
っ
た
と
把
握
し
う
る
。
一
方
、
そ
の
他
の
産
地
の
紅
花
が
 
 

占
め
る
比
率
は
変
化
し
て
い
る
。
嘉
永
二
年
（
表
2
）
 
と
比
較
し
て
武
州
紅
花
の
比
 
 

率
が
著
し
く
低
下
（
一
七
・
七
一
％
1
二
・
七
八
％
）
し
て
い
る
点
が
注
目
で
き
、
 
 

ま
た
常
州
紅
花
の
代
わ
り
に
総
州
紅
花
を
買
い
付
け
る
な
ど
の
変
更
が
お
こ
な
わ
れ
 
 

て
い
る
。
同
家
が
最
上
紅
花
・
奥
州
紅
花
を
主
軸
と
す
る
一
方
、
他
産
地
の
紅
花
に
 
 

つ
い
て
は
荷
量
の
比
率
を
固
定
化
せ
ず
、
後
述
す
る
よ
う
に
市
況
を
ふ
ま
え
な
が
ら
 
 

荷
量
を
変
化
さ
せ
て
い
る
動
向
が
検
証
さ
れ
る
。
 
 
 

寅
年
花
に
つ
い
て
出
荷
時
期
毎
に
動
向
を
考
察
し
よ
う
。
《
安
政
元
寅
年
夏
出
荷
》
 
 

の
う
ち
、
最
上
紅
花
分
に
お
け
る
内
造
り
の
比
重
が
高
い
点
は
従
来
と
同
様
で
あ
る
。
 
 

表
9
の
③
⑥
に
つ
い
て
は
内
造
り
と
高
木
屋
造
り
が
併
記
し
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
長
 
 

谷
川
店
・
高
木
屋
の
双
方
で
集
荷
・
荷
造
り
の
実
務
を
担
当
し
た
紅
花
を
そ
れ
ぞ
れ
 
 

の
組
合
形
態
で
出
荷
し
た
も
の
で
あ
る
と
把
握
で
き
る
。
内
造
り
の
ほ
か
、
天
童
高
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木
屋
七
兵
衛
、
楯
岡
青
沼
惣
次
、
江
俣
村
鈴
木
屋
長
四
郎
が
仲
買
を
し
て
い
る
点
も
 
 

例
年
同
様
で
あ
り
、
な
か
で
も
高
木
屋
が
関
わ
っ
た
荷
数
が
多
い
。
安
政
元
年
夏
～
 
 

翌
春
為
登
の
紅
花
荷
で
高
木
屋
が
関
与
し
た
③
④
⑥
⑫
～
⑭
の
荷
数
を
合
計
す
る
と
 
 

三
二
二
三
袋
（
五
〇
駄
余
。
但
し
内
造
り
分
を
含
む
）
と
な
り
、
合
計
Ⅰ
の
一
七
・
 
 

九
八
％
と
な
る
。
可
百
木
屋
が
長
谷
川
家
を
支
え
る
有
力
仲
買
で
あ
り
、
天
童
が
そ
 
 

の
重
要
な
集
荷
地
と
し
て
位
置
付
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
②
③
⑥
⑦
は
⑳
長
谷
 
 

川
家
と
米
庄
殿
・
村
田
大
沼
正
治
郎
・
斎
藤
長
松
・
鈴
木
屋
長
四
郎
が
そ
れ
ぞ
れ
均
 
 

等
出
資
し
た
組
合
形
態
に
よ
る
も
の
で
、
こ
れ
ら
組
合
花
の
合
計
は
二
一
七
八
袋
と
 
 

な
り
、
最
上
紅
花
（
①
～
⑦
・
⑳
～
⑰
）
合
計
八
六
七
八
袋
の
二
五
・
一
〇
％
、
夏
 
 

出
荷
分
（
①
～
⑦
）
に
限
定
す
れ
ば
三
二
・
〇
四
％
を
占
め
る
。
嘉
永
五
年
（
表
7
）
 
 

の
夏
為
登
最
上
紅
花
に
占
め
る
組
合
花
の
比
率
一
九
・
二
〇
％
よ
り
も
増
加
し
て
お
 
 

り
、
安
政
元
年
に
⑳
長
谷
川
家
が
最
上
紅
花
に
お
い
て
組
合
形
態
に
よ
る
集
出
荷
の
 
 

比
率
を
高
め
た
動
向
が
指
摘
で
き
る
。
共
同
出
資
者
の
う
ち
米
庄
殿
・
斎
藤
長
松
は
 
 

新
規
の
提
携
者
で
あ
り
、
彼
ら
は
仲
買
の
諸
実
務
を
担
当
し
て
い
な
い
の
で
純
粋
に
 
 

買
付
資
金
の
共
同
出
資
者
と
し
て
の
参
加
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
嘉
永
五
年
（
表
7
）
 
 

の
動
向
で
も
指
摘
し
た
が
、
㊧
長
谷
川
家
が
組
み
合
う
共
同
出
資
者
を
固
定
せ
ず
あ
 
 

ら
た
な
商
人
と
の
提
携
に
よ
る
買
付
資
金
の
増
強
・
開
拓
を
志
向
し
て
い
た
こ
と
が
 
 

う
か
が
え
る
。
 
 
 

表
8
の
各
荷
の
仕
切
値
段
が
高
値
に
つ
い
た
こ
と
か
ら
裏
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
 
 

丑
年
花
と
比
較
し
て
寅
年
花
に
お
い
て
は
高
品
質
の
紅
花
集
荷
に
成
功
し
た
と
把
握
 
 

で
き
る
。
⑳
長
谷
川
家
の
品
質
吟
味
に
よ
る
選
抜
買
い
付
け
の
集
荷
方
式
が
多
用
さ
 
 

れ
た
と
考
え
ら
れ
、
先
述
し
た
灰
光
・
佐
印
な
ど
良
質
銘
柄
（
表
8
の
番
号
l
・
5
・
 
 

1
5
・
1
6
・
3
2
な
ど
）
や
天
下
一
・
日
本
一
な
ど
高
利
益
を
出
し
た
銘
柄
が
多
数
集
荷
さ
 
 

れ
て
い
る
。
表
9
で
産
地
別
・
各
集
荷
形
態
毎
に
利
益
率
の
計
算
を
お
こ
な
っ
た
が
、
 
 

夏
出
荷
の
最
上
紅
花
（
①
～
⑦
）
合
計
は
一
八
・
二
一
％
を
マ
ー
ク
し
、
他
産
地
紅
 
 

花
と
比
較
し
て
も
奥
州
紅
花
・
庄
内
紅
花
に
つ
い
で
高
い
利
益
率
を
達
成
し
た
こ
と
 
 

が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
 
 
 

庄
内
紅
花
に
つ
い
て
は
、
連
年
通
り
⑧
酒
田
鐙
屋
惣
右
衛
門
が
仲
買
・
荷
造
り
を
 
 

担
当
し
た
。
嘉
永
二
年
・
同
五
年
・
安
政
元
年
の
各
デ
ー
タ
 
（
表
2
・
表
7
・
表
9
）
 
 

で
は
、
庄
内
紅
花
の
荷
量
の
変
化
は
一
二
七
～
四
一
八
袋
の
幅
で
あ
り
、
全
体
の
一
 
 

～
二
％
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
利
益
率
は
嘉
永
二
年
が
一
六
・
〇
二
％
、
 
 

安
政
元
年
が
一
九
・
〇
七
％
と
好
成
績
を
残
し
て
い
る
。
 
 
 

武
州
紅
花
に
つ
い
て
は
、
⑨
桶
川
宿
木
嶋
屋
浅
五
郎
、
⑬
江
戸
出
羽
屋
喜
兵
衛
が
 
 

仲
買
・
荷
造
り
を
担
当
し
た
。
彼
ら
に
は
買
口
銭
・
造
り
口
銭
が
支
払
わ
れ
て
い
る
 
 

こ
と
が
Ⅳ
の
帳
面
か
ら
確
認
で
き
る
。
⑩
の
紅
花
荷
に
つ
い
て
は
 
「
与
野
占
江
戸
ま
 
 

で
賃
」
 
の
記
載
が
あ
り
、
こ
の
年
の
江
戸
出
羽
屋
の
集
荷
地
が
与
野
宿
で
あ
り
江
戸
 
 

商
人
を
通
じ
た
集
荷
が
武
州
紅
花
を
主
な
対
象
と
し
て
い
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
 
 

（
慮
）
 
 

関
東
紅
花
は
早
場
物
と
し
て
仕
入
値
 
（
買
代
金
）
 
の
相
場
が
連
年
高
く
こ
の
年
も
高
 
 

水
準
で
あ
っ
た
が
、
表
8
に
表
示
し
た
よ
う
に
、
⑨
⑩
の
紅
花
荷
の
仕
切
値
段
は
買
 
 

代
金
を
わ
ず
か
に
上
回
る
値
に
決
着
し
た
た
め
、
諸
掛
を
含
め
る
と
総
じ
て
欠
損
と
 
 

な
っ
て
い
る
（
表
9
の
⑨
⑩
の
純
益
・
利
益
率
を
参
照
）
。
先
述
し
た
よ
う
に
⑳
長
谷
 
 

川
家
は
安
政
元
年
に
武
州
紅
花
の
集
荷
量
を
例
年
に
な
く
縮
小
さ
せ
た
が
、
そ
の
背
 
 

景
に
は
京
都
仕
切
相
場
－
武
州
仕
入
相
場
の
価
格
差
が
あ
ま
り
見
込
め
ず
損
益
不
 
 

明
の
市
況
判
断
が
あ
っ
た
。
集
荷
量
制
限
の
判
断
は
功
を
奏
し
、
欠
損
を
最
小
限
 
 

（
八
両
余
）
に
抑
え
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と
が
表
9
か
ら
あ
き
ら
か
と
な
る
。
⑪
下
総
 
 

古
河
宿
八
百
屋
儀
左
衛
門
を
通
じ
て
集
出
荷
し
た
同
じ
関
東
物
の
総
州
紅
花
な
ど
も
 
 

仕
切
値
段
が
振
る
わ
ず
、
欠
損
は
免
れ
た
も
の
の
二
％
弱
の
低
利
益
率
で
あ
り
、
紅
 
 

花
取
引
と
し
て
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
の
が
実
態
で
あ
っ
た
。
同
一
年
度
の
出
荷
紅
花
 
 

で
も
、
産
地
に
よ
り
高
利
益
か
、
欠
損
か
の
分
か
れ
が
あ
り
、
紅
花
取
引
の
危
険
性
 
 

に
対
す
る
リ
ス
ク
管
理
を
⑳
長
谷
川
家
も
求
め
ら
れ
対
応
し
た
動
向
が
う
か
が
え
る
。
 
 
 

奥
州
紅
花
は
遅
場
物
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
《
安
政
元
寅
年
夏
出
荷
》
《
安
政
元
寅
 
 

年
9
～
1
2
月
出
荷
》
の
奥
州
紅
花
分
を
一
括
し
て
検
討
し
た
い
。
ま
ず
、
山
形
城
下
 
 

六
日
町
市
村
屋
五
郎
兵
衛
が
⑫
～
⑪
の
南
部
紅
花
・
奥
仙
紅
花
合
計
一
五
〇
三
袋
の
 
 

集
出
荷
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
⑬
⑭
で
 
「
市
村
屋
五
郎
兵
衛
殿
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占
引
請
」
 
と
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
当
初
市
村
屋
が
荷
主
と
し
て
買
い
付
け
を
約
束
し
 
 

て
い
た
荷
物
を
⑳
長
谷
川
家
が
 
「
引
請
」
 
け
た
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
 
 

る
。
Ⅳ
の
帳
面
よ
り
長
谷
川
家
は
市
村
屋
に
罠
口
銭
を
支
払
っ
て
お
り
、
表
8
に
示
 
 

し
た
よ
う
に
荷
印
は
⑳
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
、
「
引
請
」
以
後
は
市
村
屋
 
 

は
通
常
の
仲
買
同
様
の
実
務
を
担
当
し
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
と
と
ら
え
ら
れ
る
。
表
8
 
 

の
備
考
欄
に
記
載
し
た
が
、
⑱
で
は
山
川
喜
右
衛
門
・
土
沢
多
吉
な
る
産
地
商
人
に
 
 

⑳
長
谷
川
家
が
買
代
金
を
支
払
っ
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
の
で
、
市
村
屋
か
ら
 
 

⑳
長
谷
川
家
へ
の
荷
物
の
 
「
引
請
」
 
が
産
地
商
人
へ
の
買
代
金
支
払
い
以
前
に
お
こ
 
 

な
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
同
欄
に
表
示
し
た
が
、
⑪
の
産
地
は
黒
沢
尻
・
水
 
 

沢
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
⑫
～
⑭
の
南
部
紅
花
・
奥
仙
紅
花
の
買
代
金
の
合
 
 

計
は
九
三
二
両
余
と
な
り
、
資
金
繰
り
に
詰
ま
っ
た
な
ど
の
事
情
か
ら
市
村
屋
が
⑳
 
 

長
谷
川
家
に
 
「
引
請
」
 
を
依
頼
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
表
9
の
販
売
結
果
か
ら
あ
き
ら
 
 

か
な
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
紅
花
荷
の
品
質
は
良
く
高
利
益
を
上
げ
て
お
り
、
⑳
長
谷
 
 

川
家
が
そ
の
品
質
吟
味
を
お
こ
な
っ
た
結
果
と
し
て
 
「
引
請
」
 
を
決
定
し
た
こ
と
は
 
 

想
像
に
難
く
な
い
。
市
村
屋
の
事
例
は
山
形
城
下
町
の
中
堅
商
人
が
南
部
奥
仙
方
面
 
 

に
進
出
し
紅
花
集
出
荷
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
が
、
㊧
長
谷
川
家
は
そ
う
し
 
 

た
他
の
山
形
城
下
町
商
人
の
集
荷
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も
依
拠
し
、
彼
ら
を
仲
買
と
し
、
 
 

時
に
は
彼
ら
の
荷
物
を
 
「
引
請
」
 
る
立
場
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
と
な
 
 

る
事
例
で
あ
る
。
 
 

⑥
～
⑰
は
い
ず
れ
も
村
田
商
人
を
通
じ
て
南
仙
紅
花
を
集
出
荷
し
た
事
例
で
あ
る
。
 
 

⑧
⑰
は
村
田
合
大
沼
正
七
家
が
仲
買
・
荷
造
り
の
実
務
を
担
当
し
た
も
の
で
、
そ
の
 
 

う
ち
⑰
は
⑳
合
の
均
等
出
資
＝
組
合
形
態
で
実
施
し
て
い
る
。
⑧
は
村
田
一
口
山
田
屋
 
 

新
五
郎
が
仲
買
・
荷
造
り
の
実
務
を
担
当
し
、
⑳
二
分
五
度
・
合
二
分
五
厘
・
一
口
五
 
 

分
の
出
資
比
率
に
な
る
組
合
形
態
の
集
出
荷
で
あ
る
。
⑥
～
⑰
の
南
仙
紅
花
は
合
計
 
 

四
九
四
七
袋
に
達
し
、
表
9
合
計
Ⅰ
の
二
七
・
五
九
％
、
奥
州
紅
花
（
⑧
～
⑰
・
⑳
）
 
 

合
計
七
九
三
一
袋
の
六
二
・
五
二
％
を
占
め
る
。
⑳
長
谷
川
家
の
紅
花
集
荷
（
と
く
 
 

に
奥
州
紅
花
）
に
と
っ
て
村
田
商
人
が
重
要
な
基
盤
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
確
と
 
 

な
る
。
 
 

表
9
か
ら
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
《
安
政
元
寅
年
夏
出
荷
》
《
安
政
元
寅
年
9
～
1
2
 
 

月
出
荷
》
の
奥
州
紅
花
 
（
⑫
～
⑧
）
 
の
利
益
率
は
極
め
て
高
く
一
七
～
二
四
％
台
 
 

（
平
均
的
二
〇
％
）
で
あ
り
、
産
地
別
で
は
ト
ッ
プ
の
利
益
率
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
 
 

す
る
。
純
益
合
計
 
（
不
明
の
⑪
を
除
く
）
 
は
一
〇
三
八
・
〇
八
両
と
な
り
、
最
上
紅
 
 

花
 
（
①
～
⑦
）
 
の
純
益
合
計
八
七
五
・
四
七
両
を
上
回
り
、
安
政
元
年
に
お
け
る
⑳
 
 

長
谷
川
家
の
紅
花
取
引
の
第
一
の
利
益
源
泉
が
奥
州
紅
花
販
売
で
あ
っ
た
こ
と
が
検
 
 

証
で
き
る
 
（
但
し
、
組
合
形
態
の
紅
花
荷
の
純
益
を
含
む
。
各
組
合
花
の
出
資
比
率
 
 

を
ふ
ま
え
て
⑳
長
谷
川
家
単
独
の
純
益
合
計
を
計
算
す
る
と
奥
州
紅
花
八
一
四
・
三
 
 

八
両
、
最
上
紅
花
七
二
二
・
三
二
両
と
な
る
）
。
 
 
 

つ
ぎ
に
、
《
安
政
2
卯
年
春
為
登
》
の
紅
花
荷
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
そ
の
荷
量
 
 

は
小
計
（
⑳
～
⑳
）
三
三
四
四
袋
と
な
り
、
単
年
度
に
集
荷
し
た
紅
花
荷
（
合
計
Ⅰ
）
 
 

の
一
八
・
六
六
％
が
越
年
し
て
出
荷
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
最
上
紅
花
分
（
⑳
 
 

～
⑰
）
 
は
内
造
り
・
天
童
高
木
屋
七
兵
衛
・
寒
河
江
八
幡
屋
・
楯
岡
青
沼
惣
次
に
よ
 
 

る
集
出
荷
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
こ
れ
ま
で
の
検
討
で
登
場
し
た
商
人
や
干
花
生
産
者
 
 

で
あ
る
。
奥
州
紅
花
分
（
⑳
）
 
は
㊧
長
谷
川
吾
郎
治
・
合
大
沼
正
七
・
⑳
長
谷
川
吉
 
 

内
の
三
者
均
等
出
資
に
よ
る
組
合
形
態
で
集
出
荷
し
た
も
の
で
、
奥
仙
米
屋
菩
十
郎
・
 
 

仙
台
城
下
恵
比
寿
屋
徳
蔵
が
仲
買
・
荷
造
り
の
実
務
を
お
こ
な
い
仙
台
城
下
へ
集
荷
 
 

し
た
後
に
京
都
へ
出
荷
さ
れ
た
。
「
大
沼
孫
次
郎
殿
出
張
二
而
買
調
」
と
あ
る
よ
う
に
 
 

大
沼
家
が
買
い
付
け
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
執
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
な
お
、
《
安
政
2
 
 

卯
年
春
為
登
》
の
紅
花
荷
に
関
し
て
は
、
Ⅳ
の
帳
面
に
仕
切
値
段
な
ど
販
売
結
果
が
 
 

記
さ
れ
て
お
ら
ず
利
益
率
も
算
出
で
き
な
い
。
 
 

奥
州
紅
花
に
関
し
て
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
表
9
か
ら
、
安
政
元
年
の
⑳
長
谷
川
家
 
 

は
村
田
 
（
大
沼
家
・
山
新
家
）
 
や
仙
台
城
下
 
（
恵
比
寿
屋
）
 
な
ど
を
拠
点
に
、
山
形
 
 

城
下
町
商
人
 
（
市
村
屋
）
 
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
活
用
し
な
が
ら
産
地
商
人
か
ら
南
 
 

仙
奥
仙
紅
花
を
手
広
く
買
い
付
け
、
高
利
益
を
あ
げ
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
と
な
っ
た
。
 
 

ま
た
、
安
改
元
年
夏
～
翌
二
年
春
為
登
の
奥
州
紅
花
 
（
⑧
～
⑰
・
⑳
）
 
合
計
七
九
一
 
 

一作り193－   



山形大学大学院社会文化システム研究科紀要 創刊号 2005．3  

お
 
わ
 
り
 
に
 
 
 

本
稿
の
考
察
に
よ
り
、
嘉
永
～
安
政
初
年
に
お
け
る
㊨
長
谷
川
家
の
紅
花
出
荷
総
 
 

量
が
（
組
合
紅
花
を
含
め
て
）
二
八
〇
駄
前
後
で
あ
る
こ
と
が
複
数
年
（
嘉
永
二
年
・
 
 

安
政
元
年
）
 
の
デ
ー
タ
か
ら
得
ら
れ
た
。
明
治
期
に
農
商
務
省
農
務
局
が
調
査
し
た
 
 

三
袋
に
占
め
る
組
合
紅
花
（
⑧
⑰
⑳
）
 
の
比
率
は
四
四
・
二
九
％
で
あ
り
、
先
に
分
 
 

析
し
た
嘉
永
二
年
（
表
2
）
 
の
同
比
率
七
九
・
九
七
％
に
比
較
す
れ
ば
低
い
が
他
産
 
 

地
紅
花
と
比
較
す
る
と
高
い
比
率
を
継
続
し
て
い
る
。
⑳
長
谷
川
家
が
奥
州
紅
花
の
 
 

集
出
荷
を
共
同
出
資
＝
組
合
形
態
を
多
用
し
て
実
施
し
た
こ
と
が
複
数
年
の
デ
ー
タ
 
 

か
ら
検
証
で
き
た
。
 
 
 

以
上
、
安
政
元
年
の
紅
花
取
引
の
実
態
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
表
9
か
ら
あ
 
 

き
ら
か
な
よ
う
に
、
㊧
長
谷
川
家
は
判
明
す
る
だ
け
で
も
単
年
度
 
（
安
政
元
年
春
為
 
 

（
1
6
）
 
 

登
分
を
除
く
）
 
に
一
三
六
七
一
・
〇
七
両
を
投
下
し
、
そ
の
う
ち
夏
～
年
末
出
荷
分
 
 

の
み
で
一
九
四
一
・
二
一
両
の
純
益
を
得
る
巨
大
な
紅
花
取
引
を
実
施
し
て
い
た
こ
 
 

と
が
判
明
す
る
。
 
 
 

嘉
永
二
年
の
実
態
分
析
か
ら
検
証
で
き
た
奥
羽
・
関
東
の
各
産
地
を
覆
う
広
域
的
 
 

な
集
出
荷
機
構
は
、
安
改
元
年
に
も
確
認
で
き
機
能
し
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
 
 

表
1
～
表
9
に
掲
載
し
た
羽
州
村
山
郡
を
は
じ
め
南
部
・
奥
仙
・
南
仙
・
仙
台
・
武
 
 

州
・
総
州
・
江
戸
の
仲
買
商
人
や
共
同
出
資
者
は
、
い
ず
れ
も
各
産
地
の
有
力
商
人
 
 

で
あ
り
、
単
独
荷
主
と
し
て
も
京
都
市
場
へ
活
発
に
紅
花
出
荷
を
お
こ
な
っ
て
い
た
 
 

家
が
多
い
。
嘉
永
三
年
の
水
沢
穀
田
塵
七
平
の
事
例
か
ら
組
合
形
態
に
お
け
る
集
出
 
 

荷
の
構
造
を
考
察
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
各
地
の
有
力
紅
花
商
人
は
現
地
の
小
商
人
・
 
 

生
産
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
紅
花
買
い
付
け
を
実
現
し
て
い
た
。
奥
羽
・
 
 

関
東
の
紅
花
産
地
・
市
場
に
お
い
て
⑳
長
谷
川
家
は
、
こ
れ
ら
の
有
力
紅
花
商
人
を
 
 

仲
買
と
し
て
編
成
し
、
彼
ら
の
背
後
に
い
る
無
数
の
産
地
小
商
人
・
生
産
者
の
上
に
 
 

筆
立
す
る
巨
大
な
商
人
資
本
と
し
て
活
動
し
て
い
た
と
い
え
る
。
 
 

近
世
末
年
頃
の
全
国
紅
花
生
産
高
は
二
〇
〇
〇
～
二
四
〇
〇
駄
（
う
ち
最
上
紅
花
六
 
 

（
1
7
）
 
 

0
0
～
一
二
〇
〇
駄
）
と
推
計
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ふ
事
え
る
な
ら
ば
、
同
家
は
全
 
 

国
生
産
高
の
凡
そ
一
二
～
一
四
％
を
取
り
扱
う
全
国
随
一
の
巨
大
紅
花
商
人
で
あ
っ
 
 

た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
 
 
 

⑳
長
谷
川
家
の
最
上
紅
花
の
出
荷
数
に
関
し
て
は
、
本
稿
の
分
析
よ
り
、
嘉
永
二
 
 

年
は
七
九
四
九
袋
（
一
二
四
駄
一
三
袋
。
表
2
同
年
一
二
月
出
荷
分
を
含
む
）
、
嘉
 
 

永
三
年
は
八
〇
八
七
袋
（
一
二
六
駄
二
三
袋
。
表
4
同
年
夏
為
登
分
の
み
）
、
嘉
永
 
 

五
年
は
聖
二
三
四
袋
（
六
七
駄
四
六
袋
。
表
7
同
年
夏
為
登
分
の
み
）
、
安
政
元
年
 
 

は
八
六
七
八
袋
（
一
三
五
駄
三
八
袋
。
表
9
の
①
～
⑦
・
⑳
～
⑰
の
合
計
）
と
い
う
 
 

連
年
の
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
た
。
大
量
の
夏
為
登
荷
と
な
っ
た
嘉
永
三
年
の
出
荷
数
は
 
 

秋
～
翌
春
為
登
の
最
上
紅
花
分
を
含
め
る
と
よ
り
多
量
と
な
る
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
 
 

や
、
同
五
年
の
荷
数
は
出
荷
量
が
縮
小
さ
れ
た
年
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
安
 
 

政
元
年
の
出
荷
数
が
夏
～
春
為
登
の
単
年
度
の
全
荷
量
を
最
も
反
映
し
て
い
る
数
値
 
 

で
あ
る
こ
と
な
ど
各
デ
ー
タ
の
性
格
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
同
家
は
嘉
永
～
安
政
初
 
 

年
に
八
〇
～
一
五
〇
駄
前
後
、
平
均
す
れ
ば
一
二
〇
駄
前
後
の
最
上
紅
花
を
出
荷
し
 
 

て
い
た
と
推
定
さ
れ
、
近
世
未
の
最
上
紅
花
生
産
高
の
凡
そ
一
〇
～
二
〇
％
を
取
り
 
 

扱
う
村
山
郡
最
大
級
の
紅
花
商
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
 
 
 

本
稿
の
分
析
か
ら
注
目
さ
れ
る
の
は
、
⑳
長
谷
川
家
の
紅
花
取
引
に
お
け
る
蓄
積
 
 

様
式
と
リ
ス
ク
管
理
の
あ
り
方
で
あ
る
。
安
政
元
年
の
武
州
紅
花
の
集
荷
動
向
か
ら
 
 

判
明
し
た
よ
う
に
、
同
家
は
市
況
か
ら
損
益
予
測
が
悪
い
産
地
紅
花
に
つ
い
て
は
集
 
 

荷
量
を
抑
制
し
、
高
利
益
が
見
込
ま
れ
る
産
地
紅
花
（
寅
年
花
の
場
合
、
最
上
紅
花
・
 
 

奥
州
紅
花
）
 
の
集
荷
量
の
比
率
を
増
加
さ
せ
て
、
全
体
と
し
て
高
利
益
を
確
保
す
る
 
 

こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
対
応
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
同
家
が
広
域
的
 
 

な
集
出
荷
機
構
を
形
成
し
各
産
地
に
足
場
を
築
き
、
年
毎
に
産
地
間
の
荷
量
調
整
（
産
 
 

地
の
選
択
や
投
下
す
る
買
付
資
金
額
の
調
整
）
 
を
な
し
え
る
体
制
を
築
い
て
い
た
こ
 
 

と
に
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
組
合
形
態
を
多
用
す
る
こ
と
で
㊧
長
谷
川
家
単
独
で
は
 
 

入
り
に
く
い
産
地
に
集
荷
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
ま
た
買
付
資
金
を
増
強
す
る
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こ
と
が
で
き
た
。
組
合
形
態
は
共
同
出
資
者
と
損
益
変
動
の
リ
ス
ク
を
共
有
す
る
形
 
 

態
で
あ
り
、
参
加
商
人
の
能
動
性
を
引
き
出
す
と
と
も
に
⑳
長
谷
川
家
に
と
っ
て
は
 
 

リ
ス
ク
を
分
散
す
る
機
能
を
果
た
し
た
。
豊
富
な
買
付
資
金
の
確
保
に
よ
る
大
量
集
 
 

荷
の
継
続
的
展
開
は
、
各
産
地
商
人
や
千
花
生
産
者
と
の
取
引
関
係
を
強
固
に
し
、
 
 

良
質
銘
柄
・
高
品
質
の
紅
花
買
い
付
け
を
有
利
に
、
か
つ
他
の
商
人
に
先
駆
け
て
優
 
 

先
的
に
集
荷
を
進
め
る
条
件
を
形
成
し
た
。
同
家
の
品
質
吟
味
に
よ
る
選
抜
買
い
付
 
 

け
の
集
荷
方
式
の
多
用
に
よ
り
、
最
上
紅
花
を
も
含
め
て
同
家
出
荷
の
紅
花
は
相
対
 
 

的
に
高
い
利
益
率
を
達
成
し
た
。
集
荷
に
お
け
る
品
質
管
理
の
進
展
は
同
家
の
帳
簿
 
 

様
式
の
整
備
を
と
も
な
っ
た
商
品
価
格
管
理
の
基
盤
と
も
な
り
、
同
家
の
京
都
紅
花
 
 

市
場
に
お
け
る
売
り
付
け
交
渉
を
有
利
に
進
め
る
結
果
を
生
ん
だ
と
と
ら
え
ら
れ
る
。
 
 

こ
れ
ら
の
諸
点
に
、
他
の
中
小
商
人
や
豪
農
ク
ラ
ス
と
は
隔
絶
し
た
経
営
規
模
で
あ
 
 

る
巨
大
商
人
の
蓄
積
様
式
の
特
徴
が
指
摘
で
き
、
㊨
長
谷
川
家
が
紅
花
取
引
に
お
い
 
 

て
高
収
益
を
確
保
し
た
条
件
が
検
証
で
き
る
と
い
え
る
。
 
 
 

⑳
長
谷
川
家
は
、
藩
専
売
制
な
ど
藩
権
力
の
経
済
統
制
と
結
び
つ
き
領
内
の
商
品
 
 

流
通
を
掌
握
し
た
い
わ
ゆ
る
特
権
商
人
と
は
異
な
る
蓄
積
様
式
を
も
ち
、
他
藩
領
の
 
 

商
人
と
も
共
同
出
資
の
組
合
形
態
に
よ
る
集
出
荷
を
実
施
し
、
幕
藩
領
主
支
配
の
別
 
 

な
く
広
域
的
な
経
済
活
動
を
展
開
し
た
点
に
特
色
が
あ
る
。
こ
う
し
た
特
色
は
㊧
⑳
 
 

両
長
谷
川
家
を
は
じ
め
、
山
形
城
下
町
の
巨
大
商
人
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
と
考
え
 
 

ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
非
衡
国
地
帯
で
あ
る
羽
州
村
山
郡
の
商
都
山
形
城
下
町
が
奥
羽
 
 

口
限
凸
 
 

の
中
継
商
業
地
と
し
て
発
展
し
た
政
治
的
経
済
的
な
諸
条
件
に
つ
い
て
は
別
稿
で
ス
 
 

ケ
ッ
チ
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
。
本
稿
の
分
析
は
㊧
長
谷
川
家
の
紅
花
取
引
の
分
析
 
 

か
ら
、
幕
末
期
に
お
け
る
山
形
城
下
町
商
業
の
特
性
に
関
す
る
考
察
を
お
こ
な
い
、
 
 

そ
の
巨
大
な
商
人
資
本
の
広
域
的
な
活
動
実
態
に
つ
い
て
具
体
的
な
論
証
を
お
こ
 
 

（
1
9
）
 
 

な
っ
た
。
 
 

（
2
0
）
 
 
 

な
お
、
本
稿
は
筆
者
の
荷
主
帳
簿
論
の
い
わ
ば
第
三
作
に
あ
た
る
。
本
稿
で
検
討
 
 

し
た
（
紅
花
等
元
揚
調
帳
）
は
紅
花
生
産
地
帯
に
お
け
る
集
出
荷
商
人
の
い
わ
ば
価
 
 

格
管
理
帳
で
あ
る
が
、
他
の
商
品
生
産
地
帯
に
お
け
る
集
出
荷
商
人
（
荷
主
）
＝
遠
 
 

隔
地
間
取
引
商
人
に
お
い
て
も
同
様
の
機
能
を
も
つ
商
品
価
格
管
理
の
帳
面
を
作
 
 

成
・
活
用
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
個
別
荷
の
着
値
・
値
打
・
仕
切
値
 
 

の
関
係
分
析
を
方
法
と
し
て
巨
大
紅
花
商
人
の
売
買
と
利
益
実
態
を
分
析
し
、
連
年
 
 

の
産
地
別
の
集
出
荷
量
や
集
出
荷
形
態
・
方
式
お
よ
び
利
益
率
の
変
化
を
総
合
し
て
 
 

（
2
1
）
 
 

考
察
す
る
こ
と
で
巨
大
商
人
の
蓄
積
様
式
と
そ
の
取
引
実
態
の
検
討
を
試
み
た
。
こ
 
 

う
し
た
分
析
方
法
は
、
他
の
商
品
生
産
地
帯
に
お
け
る
集
出
荷
商
人
 
（
荷
主
）
＝
遠
 
 

隔
地
間
取
引
商
人
の
取
引
実
態
の
分
析
に
も
採
用
し
う
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
 
 

い
る
。
幕
藩
制
的
市
場
に
お
け
る
商
品
価
格
形
成
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
に
関
す
る
実
態
的
 
 

じ
耶
円
 
 

な
検
討
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
以
前
に
問
題
提
起
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
 

各
地
の
比
較
検
討
を
も
と
に
し
た
議
論
が
展
開
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
 
 
 

今
田
信
一
『
最
上
紅
花
史
の
研
究
』
 
（
井
場
書
店
、
一
九
七
二
年
）
。
と
く
に
、
二
三
 
 

六
～
二
三
九
頁
。
な
お
、
今
田
氏
は
 
「
両
長
谷
川
家
の
場
合
な
ど
は
、
荷
問
屋
と
し
て
 
 

取
扱
っ
た
紅
花
の
量
は
、
村
山
郡
内
生
産
の
も
の
よ
り
も
仙
南
地
方
の
も
の
が
造
か
に
 
 

多
」
 
い
と
結
論
づ
け
て
い
る
 
（
同
書
五
一
六
頁
）
 
が
、
本
稿
の
全
体
的
な
実
態
分
析
か
 
 

ら
あ
き
ら
か
に
な
る
よ
う
に
誤
り
で
あ
る
。
 
 
 

岩
田
活
太
郎
「
紅
花
商
業
と
東
北
」
 
（
『
山
形
大
学
公
開
講
座
山
形
の
魅
力
再
発
見
 
 

報
告
集
』
山
形
大
学
都
市
地
域
学
研
究
所
・
山
形
県
生
涯
学
習
文
化
財
団
、
二
〇
〇
三
 
 

年
）
 
で
、
⑳
長
谷
川
家
の
広
域
的
な
紅
花
取
引
の
実
態
と
南
奥
羽
に
対
す
る
中
継
商
業
 
 

都
市
と
し
て
繁
栄
し
た
山
形
城
下
町
の
歴
史
的
条
件
に
関
す
る
ラ
フ
・
ス
ケ
ッ
チ
を
試
 
 

み
た
。
本
稿
の
論
証
作
業
の
背
景
に
あ
る
筆
者
の
山
形
城
下
町
お
よ
び
商
人
研
究
の
当
 
 

面
の
課
題
意
識
や
見
通
し
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
本
稿
の
予
備
的
論
稿
と
し
て
の
位
 
 

置
に
あ
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
筆
者
の
豪
農
論
・
地
域
社
会
論
 
 

に
お
け
る
山
形
城
下
町
巨
大
商
人
研
究
へ
の
視
点
や
関
心
に
つ
い
て
は
、
同
「
豪
農
経
 
 

営
と
地
域
編
成
 
（
二
）
」
 
（
後
掲
注
（
1
2
）
）
 
の
注
（
4
7
）
 
を
参
照
さ
れ
た
い
。
 
 

（
庄
）
 
 
宮
城
県
柴
田
郡
村
田
町
字
町
大
沼
忠
・
悦
子
氏
（
可
商
店
）
所
蔵
大
沼
正
治
郎
家
文
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書
。
二
〇
〇
二
年
五
月
か
ら
奥
羽
史
料
調
査
会
に
よ
り
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
 
 

㈲
 
横
山
昭
男
「
近
世
後
期
に
お
け
る
紅
花
流
通
と
城
下
町
商
人
の
存
在
形
態
－
最
上
紅
 
 
 

花
問
屋
佐
藤
家
を
中
心
と
し
て
⊥
 
（
『
歴
史
の
研
究
』
第
一
四
号
、
山
形
歴
史
学
会
、
 
 

一
九
七
二
年
）
、
前
森
礼
介
「
幕
末
期
に
お
け
る
城
下
町
商
人
の
一
考
察
－
山
形
佐
藤
 
 
 

利
右
衛
門
家
に
み
る
店
経
営
－
」
（
『
山
形
史
学
研
究
』
第
一
〇
号
、
一
九
七
四
年
）
が
 
 
 

山
形
十
日
町
の
中
佐
藤
利
兵
衛
家
（
本
家
）
・
①
佐
藤
利
右
衛
門
家
（
分
家
）
の
経
営
分
 
 
 

析
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
 
 

㈱
 
岩
田
浩
太
郎
「
商
品
流
通
と
『
着
値
』
－
遠
隔
地
間
取
引
に
お
け
る
荷
主
の
価
格
計
 
 
 

算
・
損
益
管
理
－
」
（
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
〇
三
集
、
二
〇
〇
三
 
 
 

年
）
。
京
着
値
を
は
じ
め
「
着
値
」
の
概
念
と
市
場
取
引
宜
お
け
る
機
能
に
つ
き
考
察
し
、
 
 
 

遠
隔
地
間
取
引
に
お
け
る
荷
主
の
原
価
積
算
お
よ
び
損
益
管
理
の
方
法
と
し
て
広
く
近
 
 
 

世
社
会
で
通
用
し
て
い
た
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。
本
稿
は
、
幕
末
期
に
お
け
る
山
 
 
 

形
城
下
町
最
大
の
商
人
で
あ
っ
た
⑳
長
谷
川
家
も
こ
の
方
式
を
採
用
し
て
い
た
こ
と
を
 
 
 

あ
き
ら
か
に
し
、
前
稿
の
論
証
を
さ
ら
に
補
強
す
る
位
置
に
も
あ
る
。
 
 

㈱
 
こ
の
紅
花
荷
は
一
九
袋
入
の
荷
四
丸
と
一
八
袋
入
の
荷
三
丸
に
荷
造
り
さ
れ
た
こ
と
 
 
 

が
記
載
か
ら
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
荷
造
り
し
た
形
状
か
ら
は
合
計
一
三
〇
袋
と
な
り
、
 
 
 

帳
面
に
記
載
さ
れ
た
袋
数
と
一
袋
分
勘
定
が
あ
わ
な
い
。
そ
の
理
由
は
帳
面
か
ら
は
不
 
 
 

明
で
あ
る
が
、
一
袋
（
五
〇
〇
匁
）
に
満
た
な
い
端
数
が
存
在
し
、
数
え
方
に
よ
り
袋
 
 
 

数
が
異
な
っ
て
く
る
ケ
ー
ス
は
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
 
 

閃
 
こ
の
こ
と
は
、
Ⅳ
の
帳
面
の
筆
跡
や
余
白
の
取
り
方
な
ど
の
検
討
か
ら
判
明
す
る
。
 
 
 

表
8
の
集
出
荷
形
態
の
番
号
⑳
以
降
に
お
い
て
一
駄
あ
た
り
仕
切
値
段
や
売
代
金
計
の
 
 
 

欄
が
空
白
で
あ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
紅
花
荷
が
安
政
元
年
春
に
上
方
へ
出
荷
さ
れ
た
も
 
 
 

の
で
あ
り
売
却
時
期
が
遅
れ
、
売
却
の
結
果
が
こ
の
帳
面
に
は
記
入
さ
れ
な
か
っ
た
た
 
 
 

め
と
推
察
さ
れ
、
帳
面
の
こ
れ
ら
の
頁
は
各
紅
花
荷
の
記
載
の
間
に
余
白
が
充
分
に
と
 
 

ら
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
帳
面
を
作
成
し
た
当
初
に
お
い
て
は
売
 
 

却
結
果
の
情
報
を
余
白
部
分
に
書
き
込
む
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
 
 
 

る
。
 
 

㈱
 
長
谷
川
博
明
氏
（
現
㊧
長
谷
川
家
ご
当
主
。
山
形
市
十
日
町
長
谷
川
商
店
）
 
の
ご
教
 
 
 

示
に
よ
れ
ば
、
長
谷
川
吉
六
は
二
代
目
吉
郎
治
の
次
男
で
あ
る
。
長
男
（
吉
六
の
兄
吉
 
 
 

治
）
が
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
 
に
亡
く
な
っ
た
た
め
、
跡
取
り
と
し
て
㊧
長
谷
川
家
 
 
 

の
商
業
実
務
を
担
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
Ⅳ
の
帳
面
を
作
成
し
た
直
後
の
安
政
二
年
（
一
 
 
 

八
五
五
）
 
四
月
一
三
日
、
在
京
中
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
享
年
三
七
歳
。
 
 

㈱
 
大
沼
悦
子
『
紅
花
と
村
田
の
一
商
人
』
 
（
自
費
出
版
、
一
九
九
七
年
）
。
大
沼
悦
子
氏
 
 
 

の
ご
教
示
に
よ
る
二
可
初
代
大
沼
正
治
郎
は
寛
政
一
二
年
（
一
八
〇
〇
）
生
ま
れ
で
あ
 
 
 

る
の
で
、
嘉
永
期
に
は
五
〇
歳
前
後
で
あ
る
。
嘉
永
t
一
年
頃
に
分
家
可
大
沼
家
を
創
出
 
 

（
庄
）
 
 
 

し
た
と
さ
れ
る
。
嘉
永
～
安
政
期
に
正
治
郎
は
、
山
形
城
下
町
の
角
屋
正
太
郎
と
と
も
 
 
 

に
⑳
⑳
両
長
谷
川
家
の
上
京
支
配
人
と
し
て
た
び
た
び
在
京
し
、
⑳
⑳
両
長
谷
川
家
の
 
 
 

紅
花
荷
の
売
却
を
担
当
し
、
さ
ら
に
そ
の
売
代
金
を
使
用
し
た
上
方
南
晶
の
買
い
付
け
 
 
 

な
ど
、
両
長
谷
川
家
の
上
方
取
引
の
差
引
勘
定
＝
「
の
こ
ぎ
り
商
い
」
 
の
資
金
回
転
に
 
 
 

も
深
く
関
与
し
て
い
た
。
 
 
 

な
お
、
合
可
両
大
沼
家
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
四
年
九
月
一
八
日
に
村
田
町
 
 
 

古
文
書
調
査
報
告
会
「
村
田
商
人
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
－
大
沼
家
文
書
調
査
か
ら
ー
」
 
 
 

（
村
田
町
教
育
委
員
会
・
奥
羽
史
料
調
査
会
主
催
、
於
村
田
町
中
央
公
民
館
）
 
に
お
い
て
 
 
 

「
大
沼
家
の
紅
花
取
引
と
商
業
活
動
－
村
田
商
人
の
全
国
取
引
－
」
と
題
し
て
報
告
を
 
 
 

お
こ
な
っ
た
。
詳
細
の
刊
行
は
後
日
を
期
し
て
い
る
。
 
 

㈹
 
山
形
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
最
上
屋
喜
八
家
文
書
。
 
 

㈹
 
岩
田
浩
太
郎
「
紅
花
商
業
と
東
北
」
 
（
前
掲
注
刷
）
 
の
表
1
で
、
同
デ
ー
タ
を
使
用
し
 
 
 

た
概
括
的
分
析
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
集
出
荷
形
態
の
詳
細
（
組
合
形
態
 
 
 

の
具
体
）
 
や
純
益
・
利
益
率
な
ど
の
デ
ー
タ
は
紙
幅
の
都
合
か
ら
割
愛
し
て
い
た
。
 
 

㈹
 
岩
田
浩
太
郎
「
豪
農
経
営
と
地
域
編
成
（
二
）
－
全
国
市
場
と
の
関
係
を
ふ
ま
え
て
⊥
 
 
 

（
『
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
』
第
三
三
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
二
年
）
。
文
化
八
年
（
一
 
 
 

八
一
一
）
～
天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
 
の
京
都
紅
花
相
場
変
動
の
デ
ー
タ
分
析
に
よ
 
 
 

る
考
察
で
あ
る
が
、
こ
の
傾
向
は
嘉
永
～
安
政
期
に
も
継
続
し
た
と
考
え
て
い
る
。
 
 

潤
 
表
2
小
計
の
純
益
七
八
九
両
余
は
原
価
・
代
金
の
両
方
が
判
明
し
た
紅
花
荷
に
限
定
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し
て
計
算
で
き
た
数
値
で
あ
る
こ
と
や
利
益
率
が
高
い
と
予
測
さ
れ
る
奥
州
紅
花
の
純
 
 
 

益
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を
考
慮
し
て
嘉
永
二
年
の
⑳
長
谷
川
家
の
紅
花
販
売
に
お
 
 
 

け
る
総
純
益
を
推
察
す
る
な
ら
ば
、
大
凡
一
三
〇
〇
～
一
五
〇
〇
両
に
達
し
た
と
思
わ
 
 
 

れ
る
。
 
 

㈲
 
な
お
、
表
3
の
番
号
3
9
は
南
仙
紅
花
で
あ
り
、
内
造
り
分
の
一
部
は
羽
州
村
山
郡
以
外
 
 
 

の
地
域
か
ら
集
荷
さ
れ
混
入
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
確
認
で
き
る
。
な
お
、
後
掲
表
6
の
番
 
 
 

号
2
5
も
内
造
り
分
に
混
入
さ
れ
た
奥
仙
紅
花
で
あ
る
が
、
「
奥
仙
占
商
人
持
参
候
分
当
所
 
 
 

二
而
買
入
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
山
形
に
持
ち
込
ま
れ
た
後
に
内
造
り
分
と
し
 
 
 

て
長
谷
川
店
が
購
入
し
た
過
程
が
判
明
す
る
。
 
 

㈹
 
河
北
町
誌
編
纂
委
員
会
編
『
大
町
念
仏
講
帳
河
北
町
誌
編
纂
史
料
』
 
（
河
北
町
、
一
 
 
 

九
九
一
年
）
 
三
八
一
～
三
八
六
頁
。
例
え
ば
羽
州
村
山
郡
谷
地
郷
で
は
、
日
照
り
干
魅
 
 
 

の
た
め
畑
作
・
稲
作
と
も
に
不
作
と
な
り
、
干
花
の
地
払
い
値
も
嘉
永
六
年
七
月
よ
り
 
 
 

以
降
は
 
「
格
別
下
値
」
 
と
な
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 

㈹
 
た
だ
し
、
組
合
形
態
に
お
け
る
共
同
出
資
者
の
出
資
分
も
含
め
た
金
額
で
あ
る
。
表
 
 
 

9
よ
り
、
組
合
形
態
の
共
同
出
資
率
を
ふ
ま
え
て
、
寅
年
花
の
集
出
荷
の
た
め
に
⑳
長
 
 
 

谷
川
家
単
独
で
投
下
し
た
資
金
を
不
明
分
（
⑪
）
 
を
除
い
て
試
算
す
る
と
、
一
一
〇
二
 
 
 

七
・
四
〇
両
と
な
る
 
（
自
己
資
本
率
八
〇
・
六
六
％
）
。
全
投
下
資
金
の
一
九
二
二
四
％
 
 
 

が
共
同
出
資
者
の
出
資
簸
で
あ
り
、
二
六
堅
ニ
・
六
七
両
に
の
ぼ
る
。
 
 

岬
 
今
田
信
一
『
最
上
紅
花
史
の
研
究
』
 
（
前
掲
注
川
）
 
三
四
貢
。
 
 

㈹
 
岩
田
活
太
郎
「
紅
花
商
業
と
東
北
」
 
（
前
掲
注
㈱
）
。
 
 

㈹
 
な
お
、
本
稿
で
指
摘
し
た
諸
商
人
の
ほ
か
に
、
奥
仙
山
ノ
目
鈴
木
屋
庄
左
衛
門
・
一
 
 
 

関
大
町
千
葉
新
助
・
水
沢
大
町
小
沢
屋
平
治
が
嘉
永
期
に
㊧
長
谷
川
家
の
紅
花
冥
宿
で
 
 
 

あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
 
（
山
形
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
二
藤
部
兵
右
衛
門
家
文
書
 
 
 

「
御
徳
得
名
前
井
問
屋
名
前
留
」
）
。
ま
た
、
Ⅰ
～
Ⅳ
の
帳
面
に
は
、
紅
花
荷
の
記
載
の
後
、
 
 
 

青
苧
荷
や
生
糸
荷
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
紙
幅
の
関
係
か
ら
分
析
で
き
 
 
 

な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
 
 

佃
 
岩
田
浩
太
郎
「
堀
米
四
郎
兵
衛
家
に
お
け
る
紅
花
出
荷
の
動
向
－
『
萬
指
引
帳
』
の
 
 
 

基
礎
的
考
察
－
」
 
（
『
西
村
山
地
域
史
研
究
会
十
五
周
年
記
念
論
集
西
村
山
の
歴
史
と
文
 
 
 

化
Ⅱ
』
西
村
山
地
域
史
研
究
会
、
一
九
九
六
年
）
、
同
「
商
品
流
通
と
 
『
着
値
』
」
 
（
前
掲
 
 
 

注
㈲
）
。
 
 

拙
 
な
お
、
京
都
を
中
核
と
す
る
三
都
紅
花
市
場
＝
中
央
市
場
に
お
け
る
取
引
諸
条
件
や
 
 
 

各
産
地
小
商
人
・
生
産
者
の
価
格
形
成
力
＝
価
格
要
求
と
巨
大
商
人
と
の
関
係
な
ど
の
 
 
 

実
態
分
析
を
あ
わ
せ
て
お
こ
な
う
必
要
が
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
 
 

㈹
 
岩
田
浩
太
郎
 
「
商
品
流
通
と
 
『
着
値
』
」
 
（
前
掲
注
㈱
）
。
世
直
し
状
況
論
の
批
判
的
継
 
 
 

承
の
課
題
、
と
く
に
 
「
幕
藩
制
的
市
場
関
係
の
規
定
性
」
 
の
実
態
的
な
吟
味
の
課
題
に
 
 
 

関
わ
る
。
 
 

（
付
記
）
 
本
稿
の
分
析
史
料
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
大
沼
家
文
書
の
奥
羽
史
料
調
査
会
 
 
 

に
よ
る
調
査
に
際
し
て
、
大
沼
忠
・
悦
子
ご
夫
妻
、
大
沼
正
七
氏
に
大
変
に
お
世
話
に
 
 
 

な
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
な
お
、
本
稿
は
二
〇
〇
四
年
魔
人
文
学
部
プ
ロ
 
 
 

ジ
ェ
ク
ト
研
究
 
「
交
易
・
交
流
か
ら
み
た
出
羽
の
歴
史
文
化
－
山
形
の
地
域
特
性
の
歴
 
 
 

史
的
形
成
に
関
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
－
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
研
究
会
で
同
プ
 
 
 

ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
メ
ン
バ
ー
諸
氏
か
ら
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
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Researchintotheactualcircumstancesofbenibanatradeby   

theIIasegawaKichirojifamily，alargemerchantinthe   

lねmagatacastletownduringthelateEdoperiod  

IWATAKotaro   

（Profbssor，History＆Culture，CulturalSystemCourse）  

Yamagata duringthe Edo period developedas a specialareafbrthe cultivation ofbenibana  

（safnower，aPlantusedastherawmaterialofbenibanadye，lipstickandcookingoil）andprospered  

throughbenibanasalestoKyoto，Osakaandelsewhere．Itisthoughtfurthermorethatmerchants  

and wealthy peasants developed through transit commerce by purchasing stocks of everyday 

COmmOditiesfromKyoto orOsakaand se11ingthemthroughoutthelands ofMutsuandDewa  

（currentTohokuarea）・Yettherehasbeenvirtuallynoprogresinresearchintotheachlal  
Circumstances surroundingthe commercialactivities ofmerchantslnthe Yamagatacastletown，  

Whowereundoubtedlythemostactiveinthebenibanatrade．Inthisstudy，Iclarifytheactual  

CircumstancesofbenibanatradeengagedinbytheHasegawaKichirqjifamily，thelargestmerchant  

intheYamagatacastletownduringthelateEdoandthebeglnnlngOftheMeijiperiods．Business  

ledgersdealingwiththeHasegawabenibanatradewerediscoveredamongolddocumentsinthe  

POSSeSSionoftheOnumafamilyinMurataTown（currentlyMurataTown，ShibataGun，Miyagi  

Prefbcture），WhichatthetimewaspartoftheterritoryoftheSendaihan（domain），PrOVidingnew  

historicalresourcesthatservedasthebasisfbrmyresearch．   

Through this research，Iclarined that，during the periods ofKaeiand Ansei（1848－59），the  

Hasegawafamilycollectedsome280loadsofbenibanaayearandsoldtheminKyotoandOsaka．  

TotalannualbenibanaproductioninJapan at the time was2，000loads，Which means that the  

Hasegawa family handled a share ofabout14％，1ikely makingit thelargest slngle benibana  

merchantinJapanatthetime．TheHasegawafamilycollectedbenibanacargo丘omabroadarea  

encompassingtheMurayamaarea（CurrentYamagataPre氏ctureinterior）andtheShonaiarea（Japan  

SeacoastareaofYamagataPrefヒcture）inthelandofDewa as wellas theNanbuarea（Iwate  
Prefbcture），Okusenarea（northernMiyagiPrefbctureandsouthernIwatePrefecture）andNansen  

area（SOuthernMiyagiPrefbcture）inMutsutogetherwith areasinthelands ofHitachi（Ibaraki  
Prefecture）andMusashi（SaitamaPrefbcture）andinEdo（TokyoPreftcture）．Irevealthatthey  

COllectedcargouslnglocalinfluentialbenibanamerchantsaspurchasingagentsandalsocollected  

CargOJOintly by establishing partnerships with them・In this study，Ipresent a basic review  

including averi鮎ationofbenibanashipmentvolumesbytheHasegawafamily，Sales prlCeSin  

KyotoandOsaka，PrO翫searnedandotherfactors．Thisresearchisslgnincantinthatitprovidesa  

more clearly de頁ned elucidation of the actualcircumstances surrounding benibana trade by  

merchantsintheYamagatacastletown，Whichhaslongbeendelayed，inacasestudydealingwith  

thelargestmerchant．  
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